















































犬とハサミは使いよう8
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──君かな？　春はる海み和かず人ひと君」




　秋あき山やま忍しのぶ。

　秋あき月づきマキシ。

　姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ。

　三人の作家達による合同サイン会の裏で行われていた、人気投票対決。

　三者同数の得票数という状況において、行方ゆくえ不ふ明めいになった残りの投票用紙を捜そう索さくした俺達は、このカメラのムカデ屋ビルの地下倉庫に辿たどり着ついた。

　しかし、ようやく見つけた投票用紙は、無む惨ざんにも目の前で焼しよう却きやくされ。

　代わりに姿を現したのは、怪しげな四人の人物。

　男らしく女らしい、学ラン。

　優雅な雰ふん囲い気きを持つ、お嬢じよう様さま。

　赤いマフラーで口元を隠した小柄な女性。

　夏なつ野の達三人に対して、まるで値ね踏ぶみするかのような瞳ひとみの光と、そしてあからさまな敵意を向ける三人。

　そして、もう一人。

　ナズナと名乗った、金色の瞳と三日月の笑みを持つ、得え体たいの知れない女性。

　姫萩紅葉の書くものが、ありきたりで普通のものに成り下がってしまったと、そう声高に否定した。姫萩紅葉が駄だ目めになってしまったと、そう紅葉本人に対し言ってのけた。

　更には、紅葉の元担当編集者にして兄の姫萩九く郎ろうに対しても言葉を掛け。

　そして最後に、俺に向けても言葉を放ったのだ。

　犬である俺。

　人間の肉体を失い、ミニチュアダックスフンドの身体からだに意思を宿してしまった、規格外の存在。そんな、かつての姿とはあまりにもかけ離れてしまっている今の俺を。

　ナズナは、〝春海和人〟と、そう呼んだ。

　まるでこのミニチュアダックスフンドの肉体の中に、人間の春海和人の存在があることを確信しているかのように。

　告げられた言葉に、ただ身を震ふるわすことしか出来ず。

　頭の中で渦巻く疑ぎ念ねんに、翻ほん弄ろうされることしか出来ない。

『……な、何で、俺の名前を』

　分からない。

　分からないが、しかし、訊きかなければならない。

　背中を這はい上あがる悪お寒かんに逆らうように、ようやく疑問の言葉を呟いて。

　その言葉の理由と、意味を問う。

　風雲急を告げる、展開。

　俺の知らない何かが今、始まろうとしていた。
















　　　五月　三日






「いやいやいや、ちょっと副編、流石さすがに詳しい説明というか何というか、そういったものをお願い出来ませんか!?　私、今日は朝から想定外の事態が多過ぎて、そろそろ頭をリセットしたいんですけど!!　何なんですか、先生を倒すって!!」

　秋あき山やま忍しのぶの担当編集者、柊ひいらぎ鈴すず菜なが、誰よりも早くナズナに声をかける。

「あれ、言ってなかったっけ？」

「言ってませんよ！　一体、どういうことなんですか!!」

「んー、でもなー、ナズナさんの中では完全に説明したことになっていたから、そういうことで良しとならないかな？」

「無理ですってぇ……」

「そこを何とか！」

「絶対に無理ですって……本当勘かん弁べんして下さいよぉ……」

　鈴菜はひたすら困こん惑わくしている様子だが、対するナズナは、真剣に聞いているのかどうかすら疑いたくなるような態度。ナズナは書しよ林りん社しやの副編集長らしく、ということは鈴菜にとっては上司となる訳で、ある程度は下した手てに出るのも当然かもしれないが。

　しかし、今の二人の様子は、ただそれだけではないような。

「……アナタ達、随ずい分ぶんと親しいみたいじゃない」

「あ、秋山先生？」

　夏なつ野のもまた、二人の様子に、何か引っかかるものを感じたのだろう。怒りに満ちた、棘とげのある声音で詰きつ問もんする。

「何なのよその女は。さっきから好き放ほう題だい言い続けて。説明しなさい、鈴菜」

「で、ですから、こちらはうちの副編集長で……」

「本当にそれだけなのかしら？」

「え？」

「だったら斬きっても良いわよね。いくら副編集長とはいえ、この私に対してあんなフザケたことを言うって、つまりは、私の敵ってことよね？」

「あ、いえ、その」

「敵だったら斬らなきゃいけないわよね？」

「あ、あの、先生？」

　夏野の剣けん幕まくに、たじろぐ鈴菜。普段ならば、夏野の強い言動に対して性せい癖へきを発動させそうな事態であるが、しかし今の鈴菜はただひたすらに戸と惑まどっているばかり。まるでナズナを庇かばうかのように、大きく手を動かして夏野の前に立っている。

「ふうん。私に逆らうつもり？」

「え、えっと、その……」

「どうなの？　柊鈴菜」

　そう、なおも詰め寄る夏野に。

「いやいや、うちの鈴菜を苛いじめないで下さいませんかねー、秋山先生」

　おどけるように両手を振りながら、ナズナは軽い調子で一歩を踏み出した。

　事態の当事者が自分だということをまるで気にしないような、軽い態度。鈴菜に庇われているという自覚すら置き忘れて来たかのような、自然さで。

　瞬間、夏野が動いた。目にも止まらぬ早はや業わざでホルスターからハサミが引き抜かれる。音すら切り裂く、瞬速の斬ざん撃げきが、ナズナへと襲おそい掛かかる。

「──ッ!?」

　いきなりの凶行に、倉庫の中の空気が一変する。

　慌あわててナズナを庇おうと動く鈴菜。更にナズナの後方、彼女が連れて来た三人のうちの一人、赤いマフラーの小柄な女性もまた動き出す。

　全身に力を込め、傍はた目めにも分かる程の殺気を噴出させ、夏野に向かおうとしたその動き。夏野に対して、今にも何かを仕掛けようとする気勢は。

「あー、ストップ」

　刃やいばに晒さらされ、今まさに攻撃されようとしているナズナの言葉によって、停止した。

　夏野の、刺すような視線。そして突き付けられた銀色の刃。二重の攻撃に、しかしナズナは動どう揺ようなど全く見せず、周囲の人間に対し淡々と告げる。

「鈴菜も、それに雷らい火かちゃんも、二人ともストップ。大丈夫だから。特に雷火ちゃん？　雷火ちゃんの出番はまだ先だってさっきも言ったよね？　落ち着いて、ね？　いやほら、ナズナさんにも事情ってものがあるんだから」

「……？」

「それに、ここで暴れると、下へ手たしたら警けい察さつが来ちゃうしね！　さすがのナズナさんも警察だけは本当無理だから！　国家権力を舐なめちゃ駄だ目めだよ。だから止やめよう、ね！　ナズナさんのお願い！」

「……」

　ナズナの言葉に、雷火と呼ばれた赤いマフラーの女性は無言で後ろに下がる。

　しかし、その従順な行動とは裏うら腹はらに、小柄な身体からだからは想像出来ないような力強さが見え隠れしている。口元を隠すように巻かれたマフラーのせいで表情は窺うかがえないが、強い視線が今も夏野を捉とらえている。

「ほら鈴菜も。大丈夫だよ。伝えてなかったことは謝あやまるから、だから、安心して黙っていなよ。何があろうとも、この私が、副編集長であるナズナさんが、しっかりきっかり最後まで収めてみせるからさ」

「で、ですが……」

「それとも、この私の言うことが聞けないのかな？」

「い、いえ、そんなことは……」

「よろしい。それでは秋山先生も、このハサミをどかして頂けませんか？」

　目の前に突き付けられたハサミの煌きらめきに一切たじろぐことなく、ナズナは事も無げに、笑みを浮かべて告げる。

「あら、何も申し開きはしないのかしら？」

「はい、私としてはさっき言ったことが全すべてですから、これ以上は特にないですねー」

「私……私達を倒すと、そう言っていたみたいだけど？」

「ええ、そうです。倒させて、頂きますよ？　ですがそれは私の仕事じゃありません。だって、私はただの編集者ですから。作家先生に立ち向かうなんて真ま似ねはとてもとても、出来る筈はずがありません」

「ふうん。その割には、こうして私の間合いに入っているんだけど。それは、立ち向かっているという認識で良いのよね？　斬られても良いってことよね？」

　そう、溢あふれる殺気と共に宣言されてもなお、ナズナは笑う。三日月の笑みを崩くずすことなく、自らを顧かえりみることのないような無む謀ぼうさで、夏野の前に立つ。

「私はあくまでも裏方です、はい。ですから、私を倒したところで無意味ですよ？　私が倒されたって、私の連れて来た三人は、勝手に動くんじゃないかなー。私の可か愛わいい三人の作家は、変わらずに先生達を倒すんじゃないかなー」

　おどけた様子でナズナが言う、三人。

　夏野達三人の作家の前に現れた、作家だという新たな三人。

　あいつらは一体、何者なのか。




「ちょっと!!　あんた達、このあたしを差し置いて何を勝手に話しているのよ！」

　と、突然倉庫の中に、甲かん高だかい叫び声が響き渡る。

　声の主は、秋あき月づきマキシ。光り輝くアイドル作家。

　夏野や紅葉もみじとの決着を付けることに特にこだわっていたマキシは、今回の事態に一番憤いきどおっていたようで。夏野達が会話している間に、誰よりも早く仕掛けて。

　しかし敵かなわず、見事に床に押さえ付けられ倒れていた。

「って、あんたも早く放しなさいよ!!　こんな体勢じゃ全然輝いてないじゃない!!」

「そんなに暴れんなって。どうせ、今ここで決着を付ける気は無いんだ、大人しくしていればすぐに終わるぜ」

　マキシを軽々と制し、うんざりとした表情で見下ろしているのは、ナズナの連れてきた三人のうちの一人。学ランを纏まとった長身の人物。整った精せい悍かんな顔立ちは、男らしさすら感じさせるほどで。その体たい軀くも、良く引き締まっている。モデルか何かでもやっていると言われても通用するように見える。

「そ、そんなこと言ってあたしをどうにかするつもりでしょう！　シャイニングが翳かげるような事態に！　この変態！　バカ！　犯罪者!!」

「しねぇよ。つーか声でけぇな、さすがはアイドル」

「ふん、だったら思いっきり叫んでやるわ！　あたしの歌を聴べむぐ」

「あー、だから黙れって。つか、サイン会の後なのに、何でそんなに元気なんだ」

「モグモガギガ」

　そちらを見たナズナは、一瞬困ったというような仕し草ぐさをして、しかし変わらずに三日月の笑みを浮かべたままで。

「えっと、ステラちゃんも、なるべく穏おん便びんにね？」

「や、こうして押し掛けておいて、穏便も何もあったもんじゃねーとは思うが……まあ別に、何もしねぇって。この場では、だけどな」

　そう答える、ステラと呼ばれた人物。

　言葉通り、少なくとも今すぐにマキシをどうにかしようというつもりはないようだが。しかし床に押さえ付けられているマキシは、今にも暴発しそうな雰ふん囲い気きを発している。

　夏野によってハサミを突き付けられているナズナ。

　強い視線で夏野を見つめる雷火。

　おろおろと視線を動かしている鈴菜。

　ステラによって押さえ付けられているマキシ。

　倉庫の中の空気が、硬直している。

　下手に何か行動に移せば、その瞬間に均きん衡こうが崩れ去ってしまいそう。

　普段ならばこの小さな犬の肉体、多少は周囲を無視して動くことが出来る。しかし、それを許さない一つの視線。戸惑うこちらを嘲あざ笑わらうかのように、再び俺を捉えているナズナの金色の瞳ひとみ。それに、蛇に睨にらまれた蛙かえるの如ごとく、動きを封じられてしまう。

『くっ……！』

　動けないままに、色々なものを削られ続けていくような感覚。

　何もしなければ、何もかもが相手の思うままに事が運んでしまいそうで。それでも、きっとここで何かをしなくては、決定的に手遅れになってしまうと、そんな焦燥感に駆られる。とにかくどうにか行動しようと、後ろ足に力を込め、立ち向かおうとして。

「それでは、ここからはわたくしの手番ですわねっ!!」

　瞬間、高らかに響いたその声に、動きを止められた。

「うん、そうだったね」

　響いた声にナズナは振り向き、頭に手をやって笑う。

「ナズナさんも、出しゃばるのはこの辺にしておこう。うん、反省しないと。若い者にお任せしないといけないってことだね。それじゃあ真ま秀ほさん、後はお願いするよ」

　そうにこやかに手を振ると、道を譲ゆずるかのように倉庫の壁かべの方へと退ひき。

「ええ、後はわたくしにお任せを。ここまで舞ぶ台たいを整えて頂き感謝していますわ。それに見合うだけの分は、きちんと依頼を果たしますから。雷火さんも、ステラさんも、手出しは無用ですわよ？」

　言葉と共に、役者が交代する。

　ナズナに代わって前に出たのは、三人のうちの最後の一人。

　真秀、と呼ばれた、お嬢じよう様さま然ぜんとした雰囲気を持つ女性。

　自信に溢れたその表情。薄い笑み。ドレスのようなその華か美びな服装は、この殺風景な倉庫ではやや浮いているものの、しかし長身にして容よう姿し端たん麗れいな彼女にはよく似に合あっており、見事に着こなしている。衣装だけではなく、その仕草も堂に入ったもので。マキシのように何ど処こか気取った、誰かに見せる風に訓練されたものではなく、そのように動くことが普段から身体に染み付いていると、そう思わせる所しよ作さ。

　真秀は迷うことなく歩き出す。

　夏野に向けられた、雷火の視線のように。

　マキシを押さえ付ける、ステラの腕力のように。

　自分の瞳に見えているのは、元よりただ一人だけだと言うように。

　カツカツという乾いた足音を立てて倉庫を横断し、車くるま椅い子すの前で立ち止まる。

「ようやく会えましたわね、姫ひめ萩はぎ紅葉」

　そして、待ちかねた、というような表情で、微笑んだのだった。

「……どなたでしょうか」

　紅葉の返答。それはただの疑問。何の感情も含まれていない、抑よく揚ようの無い、無色の声。

　そんな紅葉の態度を、対する真秀はあまり気にしていないようで。

「ああ、この時をどれ程待っていたことでしょう。全てはこの時の為ためだったと、そういうことですわね。失礼、名乗りが遅れましたわ。わたくしは、水み無な川がわ真秀と申します」

「そうですか」

　高らかに名乗りを上げる真秀を前にして、紅葉は平然とした様子のまま。いつもと変わらない、湖こ面めんのように澄んだ瞳、能面のような無表情。確かに、それはいつものままの紅葉であるのだが。

　しかし今はその、いつものままだという事実に対し、不安が過よぎる。

　先程ナズナが告げた言葉。姫萩紅葉が、以前のような幻想的な色を失ってしまい、普通の作家に成り果ててしまったという指摘。『姫萩紅葉の世界』を失ってしまった紅葉には価値がないと、そう切り捨てたこと。

　そんな、悪意じみた言葉を受けて、紅葉がどう思っているのか。元々紅葉は外に感情を表すことのない人間、今見える表情から、その感情を推おし量はかることは出来ない。

　しかし、俺は紅葉のこの表情を、過去に見たような気がする。

　それは、かつての紅葉。無表情で、無感動な、何物にも心を動かすことのなかった、あの頃のような姿。外の世界を知り、色々な疑問を投げかけて来る紅葉とは、まるで違う姿。そう、紅葉が島を出てから得て来たものがリセットされてしまったような、そんな顔に見えてしまうのだ。

「全くもって残念ですわ、姫萩紅葉！」

　紅葉の目の前に立つ真秀は、なおも声を上げる。相手の反応などお構いなく、手振りなどを加えながら、一人で盛り上がり続ける。

「何が、残念なのですか」

「わたくしにとって、貴女あなたは終生の好敵手となるべき相手、そう思っていましたのに。こうして実際に出会った姫萩紅葉は、いかにも拍ひよう子し抜ぬけ、だからですわ」

「拍子抜け？　それは何ですか？」

「あら、分かりませんの？」

　真秀は、優雅な動作で自らの髪かみを後ろにかき上げると、目の前の紅葉を見つめる。

「貴女に出会うその日の為に、わたくしは多大な準備を行おこなって来たんですのよ？　それはもう、貴女の出方手段方法作戦を鑑かんがみて、如い何かなる場合においても十全に戦えるよう、きちんと支し度たくをして来ましたの……なのに、それなのに！」

　ビシッと紅葉を指さして。

「その体たらくは何ですのっ!?」

「はい」

「わたくしのライバルたるもの、もう少ししっかりしてくれないと困りますわっ！　そうでなければ、わたくしの品位にも関かかわりますのよっ！」

「はい」

　一方的に、まくし立てる真秀。その言葉から察するに、どうやら紅葉のことを一方的にライバル視しているらしい。いくつもの文学賞を受賞し、世界中から評価されている紅葉の姿は、他の作家から見てもやはり興味深く映るのだろうか。

「って、何か、他に言いたいことはありませんの？」

「言いたいこと、それは何ですか？」

　しかし、対する紅葉は真秀の言うことに何か反論する訳でもなく、いつもと同じ。いや、いつもよりも、より無表情で無感動な反応。

「……本当に、拍子抜けですわ」

　柳に風といった風ふ情ぜいの紅葉に対し、真秀は溜ため息いきを一つ吐つく。その瞳に浮かぶのは、何だか怒りとも取れるような色で。

「全く、こんなことになるなら、こんな有様を見る羽は目めになるのなら、もう少し早く仕掛けておくべきだったのかしら。わたくしが認めた姫萩紅葉を、こんな様にまで貶おとしめるなんて全く、貴女の担当編集者は、一体何をしていたのやら」

『……っ!?』

　真秀の零こぼした言葉に、俺の横にいるカラス……姫萩九く郎ろうが、身を震ふるわせる。

　俺と同じく命を失い、そして動物の肉体を持ってこの世に復活した存在。妹である姫萩紅葉の元担当編集者。紅葉が外の世界を知ることになった、その発ほつ端たんとなった人物。

　全てから遠ざかろうとする姫萩紅葉を、そのままではいけないと思い、秋山忍や秋月マキシを巻き込んでの策さく謀ぼうを展開した、妹思いの兄。その小さな身体が、震えている。

　俺もまた、無関係ではいられない。ナズナは確かに『紅葉に余計なことを教えたのは誰なのか』と言っていた。まるで、糾きゆう弾だんするかのように。

　俺と九郎さんの心を映したかのように沈んだ部屋の中、真秀の声だけが響く。

「貴女の小説は、本当に訳が分からなくて、それでも独自の世界観を持っていましたわ。それが、先程ナズナさんが仰おつしやっていたように、変わってしまった。わたくしが美しいと思っていたものが、消えてしまった。それが、本当に悲しいですわ」

　それは、本当に紅葉の変化を嘆なげいている声だった。瞳にこそ確固たる怒りを秘めていながらも、真しん摯しに紅葉を想っていると、そう思わせるような。

「はあ、本当に本当に、残念でなりませんわ。姫萩紅葉、今の貴女には用はありません。その価値もありません。だから」

　真秀は、心底落らく胆たんしたような表情を浮かべた後、紅葉に向けて手を伸ばす。

　その手が、紅葉の肌に触れようとしたその瞬間。

「ッだらああああぁぁぁぁぁ！！！！」

　何もかもを、蹴け破やぶるように。

　停滞していた倉庫の空気が、動いた。

　姫萩紅葉の従者である森もり部べ佐さ茅ちが、自らの武器を手に動き出したのだ。


　　　　　　　　



『佐茅さんッ!?』

　九郎さんの叫び声。そう、ここまでこのメイドが動かないこと自体がおかしかった。

　主人である姫萩紅葉が罵ば倒とうされているという事態、普段ならば真っ先に行動に移してもおかしくない、姫萩家に仕つかえるソルジャーメイド、森部佐茅。

　彼女なりに、このおかしな状況下で警けい戒かいをしていたのだろうが。しかし主人である紅葉に手を出そうとする真秀の動きに反応し、行動を開始する。

　手にした殺さつ人じん箒ほうき、その銘は穢殺刃ケガレザツパー。

　掃そう除じ用具とはとても呼べないほどに武ぶ骨こつで残ざん酷こくな、触れるもの皆切り捨てるという、その無慈悲な刃が、跳ちよう躍やくした勢いを伴って、真秀に向けて振り下ろされる。

「──ッ!?」

　瞬間、倉庫の中に音が響き渡る。

　真秀を両断する勢いだった穢殺刃の一撃は、寸前で止められていた。

　メイドの全力の攻撃は、真秀を断だん裁さいすることなく、防がれたのだ。

「なっ!?」

　佐茅が手を抜いたということではなく。穢殺刃による攻撃を防いだのは他でもない、横合いから差し込まれた、もう一つの刃で。

「全く、余計な手間を掛けさせるなよご主人」

　それを成なし遂とげたのは、倉庫の中に現れた、新たなる一人。

　うんざりした、というような声。片眼鏡モノクルの奥に見える、挑戦的な瞳。小柄な身体に、妙に似合っている執しつ事じ服。

　そして、その小さな身体とは不ふ釣つり合あいな、巨大な得え物もの。

　そんな人物がいることなど、俺も、そして恐らくは佐茅も、気が付いていなかった。佐茅が動き出す直前まで、その気配すら存在していなかったと確信出来る。そいつは突とつ如じよとして倉庫の中に現れ、そして真秀を庇うように、穢殺刃の攻撃を受け止めていた。

　彼に最初に対応したのは、たった今庇われた真秀で。

「……遅いですわよ」

「何だよ、ちゃんと助けたんだから問題ないだろ？　その愉ゆ快かいな頭、いっそ数センチほど削ってもらえば良かったんじゃないかって思うけど」

「それ、雇やとい主ぬしに向けて言うセリフですの？」

「ははは、こっちは子供なんだ、それくらいの言葉は笑って許してくれよ、いい大人なんだからさ。それにまあ、仕事はキッチリと果たすって」

　執事服の少年は、そう笑う。無む邪じや気きとは言えないような、大人びた笑みで。

「これも執事としての仕事だ。主人を脅おびやかすあらゆる敵意を振り払い、切り払う。それこそが、執事の本ほん懐かいだからな」

　そう、誇ほこらしげに告げるのだった。

　執事。

　それは、メイドと同じく、主人に仕え、その身の回りの世話をする従者。その筈だ。

　しかし今目の前で起こったのは、一般的な執事像とはかけ離れたものである。先程までいなかった人物が突然現れるなんて、それはほとんど忍者か何かの仕し業わざだろう。佐茅と同じく、常識を逸脱している。

「……どういうことなんだい、これは」

　渾こん身しんの一撃を受け止められた佐茅の顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　それは恐らく、自らの攻撃が防がれたからというだけではない。防がれたのなら、もう一度斬ればいい、それが俺の知っている森部佐茅だ。だから理由は、きっと別で。

「何故、お前がそれを……？」

「何故って、別に言わなくても分かるだろ、先せん輩ぱい？」

　佐茅の視線が、少年執事の持つ得物に注そそがれる。

　小柄な身の丈に不釣り合いな大きな得物。柄えの太い箒の先から飛び出したワイヤーが、いくつもの鋭利な刃を連結し、まるで一振りの巨大な刃のような形状をしている。それは、何処かで似たものを見たことがあるような。

「いいから答えな。何故、お前が穢殺刃を持っているんだい？」

　穢殺刃。それは、人知を超えた機能を有する、殺人箒の名前。ソルジャーメイドだけが持っている、バカげた武ぶ装そうの筈だ。

　目の前の執事が持っているものもまた、同じ穢殺刃だというのか。

「穢殺刃だって？　そんな旧型の物と一緒にしないで貰もらいたいな」

　刃越しに、少年執事は嘲あざけりの視線と言葉を返す。

「あんたが抜けた後も、ちゃんと組織は武器開発を続けていたんだ。旧型の大ざっぱな機動を大幅に改善。広いリビングや広こう範はん囲いの清せい掃そうに加え、狭せまい所のお掃除、精密動作も可能な改良バージョン、既に実用化されているんだよ」

「組織……そうかい、じゃあやっぱりあんたは」

「そう、僕はあんたが抜けたあの組織の後こう輩はいだよ、大先輩」

　真秀が、見た目通りのお嬢様であるのなら、メイドや執事など、身の回りの世話をする人物を雇っていて然しかるべきだ。しかも、姫萩紅葉を自らの相手として認定しているのならば、当然彼女に仕える森部佐茅についても調査している筈。

　人知を超えた能力と武装を持つメイド。紅葉に接触しようとするならば、最大の障害となるだろう存在。そんな相手に対抗する為に、自分の身を守る為にも、それ相そう応おうの準備をするだろう。例えば、その障害に相対し得る存在、同じ能力と武装を有する執事を手元に置くような。

「派は遣けん会社『陰乍シヤドウサーヴアント』第五分隊所属、汐しお待まち佑ゆう斗と。箒の名前は、穢殺刃・改二」

　少年執事が名乗る。自らの名を誇るように。

　そして何より、相対する森部佐茅に、見せ付けるように。

「第一三分隊の元エースナンバー、森部佐茅。伝説に聞いた先輩と、こんなところで会えるとは光栄だよ。あんた自身に恨うらみはないが、しかしこれも仕事のうちだ。ご主人が倒せと言うのであれば倒させて貰うッ!!」

　少年執事が吠ほえ。手にした穢殺刃を、前に突き出す。

「くっ!?」

　佐茅が反応するよりも早く、穢殺刃・改二の変形は、直ただちに行われた。柄を含む全体のパーツが一瞬で分解され、その内部に仕込まれていたワイヤーに沿そうようにして長大な鞭むちと化し、瞬間的に渦を巻く。

　肉薄された状態でいきなり行われた変形と、展開。

　その回転力に巻き込まれ、佐茅の体勢が僅わずかに崩される。

「──ターゲット捕ほ捉そく。清掃する」

　その隙すきは見逃されない。

　回転する刃が、空気を切り裂きながら殺さつ到とうする。

　執事の振るう、穢殺刃・改二の一撃が、佐茅の脇腹に叩き込まれる。

「ぐぅっ!?」

　低いうめき声と共に、突風に散らされるようにメイドが吹き飛ぶ。

　執事の放った一撃で、そのメイド服を裁断されながら。

　姫萩紅葉に仕えるメイドは、全力の勢いをもって壁に叩たたき付つけられたのだった。

『佐茅さんっ!?』

　カラスの悲鳴が、倉庫の中に響く。

　轟ごう音おんと噴ふん煙えんが立ち上り、そして倒れこんだ佐茅の姿を曝さらけ出だす。

　動かない。

　壊れた人形のように四し肢しを投げ出して、メイドが動くことはない。多くの障害を斬り捨てて来た彼女は、新たに現れた執事のたったの一撃でダウンすることになった。

「と、これで良いのかい？　ご主人」

「ええ、上出来ですわ」

　一瞬の出来事だった。

　穢殺刃を手に、主人を守ってきたメイドは。

　同じく穢殺刃を持ち、主人の命に従う執事の前に、倒れることとなった。




『おい夏野!!』

　乾いた筈の俺の喉のどから、叫び声が飛び出す。

『何だよこれ。おい、どうにかならないのか!!』

「……どうにかしたいのは、山々なんだけどね」

　俺の言葉に対し、夏野は硬い表情のままで前を向く。つられて俺もそちらの方を見て。そこで、絶句した。

「それぞれ決着を付けろって、そういうつもりなのかしら？」

　雷火と呼ばれた女性の視線が、先程よりも鋭さを増して、一心に夏野を捉えている。少しでも佐茅の方へと割って入ろうとすれば、その瞬間に攻撃してくると、そう思わせるだけの圧迫感を持った視線。

　倉庫の中を見回せば、マキシを押さえ付けているステラもまた、事態の行く末を黙って見み据すえている。

　真秀が、メイドに斬られそうになった時も、ステラも雷火も決して動こうとしていなかった。夏野の言う通り、それぞれの相手と決着を付けろと言わんばかりに。

　ならば、真秀に相対出来るのは、佐茅ではなく、姫萩紅葉なのか。

　対する紅葉は、じっと倒れた佐茅を見つめている。僅かに俯うつむいているせいで、その表情は良く分からない。その場から動くことなく、口を開くこともない。

『紅葉……』

　そんな紅葉に、九郎さんが声をかける。声色が、不安で震えている。今すぐにでも、愛する妹の下に飛んで行きたいと、そう思っているに違いない。

　しかしその行動すら、夏野達と同じように抑え込まれている。ナズナの金色の視線が、俺達が真秀と紅葉の間に割って入ることを阻そ害がいしている。

『な、何なんだよ、一体』

　九郎さんと俺を拘束するかのように向けられている視線。こちらの心の奥底まで見み透すかされているような、そんな意味の分からない恐怖感に、縛り付けられている。あいつの視線が、言葉が、猛毒のように俺を蝕むしばんでいく。

「……全く、やはり拍子抜けですわ」

『──え？』

　そう、沈み掛けた思考は、倉庫の中に響いた真秀の言葉によって中断された。

「はあ、もう良いですわ。退きましょう」

「何だ、もう終わりなのかご主人。仕事が早く終わるのは楽だけど」

　佐茅を吹き飛ばした後も、油ゆ断だんなげにそちらを見据えていた少年執事が、肩をすくめて反応する。

「そのメイドを痛めつければ、何か変わるかもとは思いましたが、相変わらず何も変わりはありませんもの」

　真秀の顔に浮かぶのは、ハッキリとした失望で。

「ですから、この場で得るものはもうありませんわ。わたくし達は、次の目標に向けて動きましょう。この姫萩紅葉には、何も求めるものはありません。目的の物だけ、勝手に頂いて参りましょう」

　真秀はそこで、再び紅葉に視線を合わせる。

　相変わらず無言でいる紅葉に対し、声を掛ける。

「出来れば、こんな形で会いたくはなかった。そして更に出来るならば、二度と会いたくありませんわ、姫萩紅葉」

「……」

「この程度で終わる相手ではないと、そう期待することすら無む駄だのようですわね」

「…………」

　挑発的なその言動に、しかし紅葉は無表情で真秀を見返すばかり。それもしばらくすると、視線を佐茅の方に戻してしまう。

　そんな紅葉の対応を見た真秀は大きく溜息を吐くと、執事に目め配くばせを一つ行い、それから、ナズナ達を見据えて。

「それでは、帰りますわ」

「え、もう帰っちゃうの!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、壁際から俺達を拘束するような視線を送っていたナズナ。帰ると言い出した真秀を、驚いた顔で見つめている。

「ええ。興きようが削そがれましたし、普通に帰りますわ。ステラさんも、雷火さんも、それで構いませんよね？」

「ああ？　別に問題ないぜ。顔合わせも済んだしな」

「……」

　残る二人も、同意を示し。

　自分が連れて来た三人の行動に、ナズナは少し頭を抱えていたようだったが。

「まあ、別に良いかな」

　すぐに顔を上げ、元通りに三日月形の笑みを浮かべていた。この悩みなど、別に大したものではなかったと。あるいは全てのことが何でもないのだと、そう告げるように。

　ナズナは最後に、紅葉と、九郎さんと、そして俺を見つめ、意味ありげに微笑んで。

　しかし何かを言うことなく、あっさりと踵きびすを返し、入り口へと向かう。

「じゃあ、帰ろっか」

「はい、ナズナさんのお許しも得たことですし、今日のところはこれでお開き、ですわ。それでは皆さん、ごきげんよう。じゃあ佑斗、お願いしますわ」

「あいよっと」

「──ッ!?」

　真秀が腕を振ると、執事の少年が構えた穢殺刃・改二から、煙が噴き出す。視界全てを覆おおい尽つくす勢いで広がる白煙が、倉庫の中を満たして。

　そして、数秒後。

　煙が晴れた時、そこには誰もいなかった。乱入者達は皆、姿を消していた。




　夏野が、構えていた刃を収める。

　その表情には、痛つう恨こんというような色が浮かんでいる。

「……してやられたわね」

「ちょっと、何だったのよあいつら！　何だったのよあいつら！　何から何まで邪じや魔ましくさって！　ちょっと大だい門もん！　何処に行ったの大門!!」

「…………」

　誰も、抵抗することなど出来ず。一方的に、してやられるだけの時間が終わった。

　作家としても、それ以外においても、圧倒的な力を持っていると、そう思っていた三人が、何も出来ずに相手が去るのを認めてしまっていた。

　それは明らかな、何よりも明らかな、敗北だった。

　そしてそれは、きっと、俺にとっても。

　こうして犬の肉体に転生してからこっち、色々と訳の分からないことはいくらでもあったけれど。それでも、ここまでどんよりとした気分になることは初めてだった。

　可能性を全て潰つぶされてしまったかのような。

　行くべき道が、まるで見えなくなったような。そんな閉へい塞そく感かんが、辺りを包む。

　こうして。

　秋山忍、秋月マキシ、姫萩紅葉の合同サイン会は。

　最後に、謎なぞの連中の乱入という形で、幕を閉じることになった。

　依然残るのはナズナの持つ金色の瞳と、三日月の笑みの印象。

　何故、あいつは俺達のことを知っているのか。

　そして、俺と九郎さんに告げた言葉の真意とは。

　あいつは一体、何者なのだろうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【穢殺刃・改二】……　穢殺刃の後期改良型。狭い所のお掃除も簡単バージョン。その全体が伸しん長ちよう・分割することで、狭く深い場所であっても綺き麗れいに掃除をすることが可能。最大伸長は一〇メートル程に及び、戦闘に用いた場合はかなりのアドバンテージを得る。回転運動を加えてこの道具を振りかざした場合、それは部屋中のごみを全てまとめて吹き飛ばす大竜巻を生み出すとか何とか。穢殺刃・改の改造後の姿。




















「あ、そうそう、副編集長は私の姉なんですよ！」

「死ねぇ！！！！」

　ナズナ達が去った後、佐さ茅ちの看病の為ために急いで姫ひめ萩はぎ家けへと移動した俺達だったが。着いて早々、鈴すず菜ながとんでもないことをカミングアウトし、夏なつ野のによって思いっきりドロップキックを食らわされることになった。

　いやお前、これは酷ひどいよ。

　鈴菜は普段通りに、性せい癖へきを存分に発はつ揮きしているが、お前酷いよ。

「あぁん先生、良いですぅ！　たまにはこんなのも新鮮で堪たまらないですねぇ!!」

「そう、だったら液体になるまで踏みつけてあげる。そのまま庭の草木に撒まけば、多少はアナタも地球の為になるでしょうから」

　本当、驚きよう愕がくの事実だった。一体何者なのだろうか、じゃねぇよ俺。答えは思いっきり、身内の関係者でしたよ。

　自みずからを『ナズナさん』と呼び、夏野達の勝負に乱入した人物の正体。それは、書しよ林りん社しや文芸局第二文芸部の副編集長、柊ひいらぎ菜な沙ずな。

　我らがドＭ編集者である、柊鈴菜の姉だった。

　結構重要な話なのに、どうしてそれを最初に言わないのか。文句を言いたい気分だったが、しかし今も夏野による終わらないストンピング大会が開かい催さいされている為、特に俺の方からすることはない。リビング中に響き渡る悲鳴も、随ずい分ぶん久し振りに聞くような。

『何か、悩んでいたことを忘れそうになるよな……』

　その、いつも通りの光景に、思わず安あん堵どしてしまう。

　柊菜沙によって突き付けられた問題。それは絶対に避さけては通れないような問題とはいえ、しかし少しだけ気楽になった。

　そんな俺の安堵をよそに、今も鈴菜は悲鳴交じりの歓声を上げている訳ですが、それが俺にとっての日常なんだろうか。それは日常にしたらいけないタイプの奴なんじゃないのか。つーか、悲鳴交じりの歓声って、普通は逆なんじゃないのか？　歓声交じりの悲鳴ならばまだ理解出来……ないよな、うん。どちらにしろ理解出来ない。ごめん、俺の方がどうかしていた。まだ本調子じゃないようだ。

　というかここ、姫萩家のリビングなんだから、あまりそういうプレイはやらない方が良いんじゃないですか。

　折せつ角かく、普段一番うるさいマキシも、別に用事があるとかで来ていないのだ。静かに出来る時は静かにしたいのですが、駄だ目めですかね？

　そんな風にして、鈴菜の嬌きよう声せいによって一応の平静を取り戻した訳だが。

　しかし、問題は依然として山積みだ。考えなければいけないことは山ほどある。

　まずはソルジャーメイド、森もり部べ佐茅。

「全く、面めん目ぼくないったらないね」

　姫萩家の自室、紅葉もみじの写真が壁かべ中に貼られた室内のベッドの中で、佐茅は苦々しげに呻うめく。

　少年執しつ事じの攻こう撃げきで、思い切り壁に叩たたき付つけられていた佐茅は、しばらく意識を失っていたものの。しかし菜沙達が去った後で意識を取り戻し、穢殺刃ケガレザツパーを杖つえにして歩ける程度にまでは回復していた。

　丁ちよう度ど良よくマキシの黒服の一員となっていた、顔に傷のある無免許医師の黒くろ孔く雀じやくさんに診しん察さつをしてもらったところ。

「全身の骨にヒビが入っているなんて、メイドの名な折おれだよ」

『いや、ヒビだけで済んだのがどうかと思うんですけど……』

　だって、相当な勢いで吹き飛ばされていましたよね。どかーん、って感じで、まるで超能力で攻撃されたみたいでしたけど。思いっきり宙を舞っていたじゃないか。

「まあ、この程度の負傷なら少し休めば何とかなるだろうさ。人間の肉体を、私のメイド魂だましいを舐なめないで欲しいものだね」

『いやだから、人体はそこまで非常識に出来ていないんで、お願いだから安静にしていてくれませんか』

　メイドとか、魂とか関係ないですよね。

　俺の周りの人間達、やたら丈じよう夫ぶな奴らばかりだから失念していたけど、普通は入院ですよ。ギャグ漫画じゃないんだから、すぐ元通りになるなんてことはないんですよ。

　しかし、俺のツッコミをよそに、佐茅はなおも憤ふん然ぜんとした様子で。

「私もまだまだ修行が足りないね。作家としてのお嬢じよう様さまの相あい対たいだ。大人しくしていようかと思ったけど。流石さすがにお嬢様に手を出された瞬間、ついカッと来ちゃってね。Ｍゲージが満タンになって動いてしまったよ」

『Ｍゲージ!?』

　何ど処こかで聞いたことのある単語だ。

　そしてあまり思い出したくない単語だ。

　ってか、その不ふ可か思し議ぎなゲージって、今現在リビングで夏野にしばかれている変態が持っているという、謎なぞなゲージのことだよね？　確か、変態が悦よろこぶ度たびにゲージが上がり、ゲージがゼロになったら変態が死ぬっていう、どうせならそのまま空からになって死んでしまえよ、石化しろ、という思いを抑えきれない感じになる奴だよね？

『え、お前もそっち系だったの？』

「まさか、この私の紅葉お嬢様ゲージ、いきなり満タンになるとは予想外だったね」

『そっちか!?』

　いや、どっちだろうが意味が分からないことには変わりないんですけど。何、ひょっとして皆、心の中に何かしらのゲージを持って生きているって言うの？　俺の内部にもまさか読書ゲージなんてものが……ありそうだな。

　紅葉お嬢様ゲージ……文も字じ面づらから想像するに、主人である姫萩紅葉に対しての思いが佐茅の内部に充じゆう塡てんされていくゲージのことだろうか。それがいざ満タンになると、紅葉の敵に対して無差別に襲おそい掛かかるモンスターと化すとか、そんな感じのものだろう、多分。でも、そのゲージってゼロになったらどうなるの？　やっぱり死ぬの？

「……くっ」

　佐茅は身体からだを起こし、ベッドの傍かたわらに置かれている穢殺刃に手を伸ばす。そして決然とした瞳ひとみで、自らの得え物ものを見つめる。

「早く、お嬢様の敵を滅ぼしに行かないと……」

『やめて!!』

「肋ろつ骨こつの一本や二本、背骨の一本や二本、折れたって私は止まらないよ」

『背骨が二本もあるの!?』

　どういう構造になっているんだよ。

　と、そんな無茶をしようとする佐茅を、止める声。

「佐茅さん」

「……お、お嬢様。申し訳ありませんでした。主あるじのピンチに、無様に気絶などしていたなんて、メイド失格です」

「構いません」

　部屋の中、ベッドのすぐ側に車くるま椅い子すで控ひかえている紅葉がいる。

　部屋のそこかしこに姫萩紅葉の写真が飾られている中、その中心に本物の紅葉が居るというのは、何だか妙な画えであるが。普段は紅葉が佐茅に面めん倒どうを見てもらう側である為、この様子は中々新鮮に見える。しかし、自分が仕つかえるべき主人に付つき添そってもらっている、というだけで、メイドとしては大ダメージなのだろう。あれ程大好きな紅葉が近くにいるというのに、どうにも佐茅のテンションが低い。攻撃を食らった時よりも、よっぽど死にそうな顔をしているような。

「こ、この失しつ態たいの分は、必ずお返しして見せます！　というか今すぐにでも！　むしろ幽体離り脱だつしてでもお嬢様のお世話をしなくてはいけません！」

　今にも飛び出さんばかりの勢いで抗こう弁べんする佐茅に対し、紅葉は無表情で手を差し出して、佐茅を抑えるような動きを取る。

「今は休んで下さい」

「ですがお嬢様」

「休んで下さい」

「あの、おじょ」

「休んで下さい」

　無表情で、抑よく揚ようの無い口調ながらも、紅葉の醸かもし出だす謎の迫力に。

「……はい。分かりました」

　佐茅は不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で頷うなずくと、自分に掛けられていた布団ふとんを引き上げ、枕まくらに頭を委ゆだねて。

「ぐぅ」

　次の瞬間には、寝息を立てていた。

　まるでタイマーが切れたかのような、唐とう突とつな睡すい眠みん。張り詰めていた緊きん張ちようが、ようやくここで切れたかのよう。確かにサイン会でも、裏で紅葉の為に色々やっていたみたいだし、疲労が溜まっていたのだろう。

「…………」

　穏おだやかな寝息を立てる佐茅を、紅葉は微び動どうだにせず、静かに見つめている。




『……っと』

　そんな二人からそっと離れ、佐茅の部屋から辞じする。

　紅葉自身もまた、サイン会を終えたばかりで疲れているのか、それとも別の理由か、何だか近寄りがたい雰ふん囲い気きを発している。無理もない。色々なことがあった一日だ、一人でゆっくり考えたいことだってあるだろう。

　いや、紅葉自身より何より、今の俺が。

　菜沙の告げた言葉に対し、どのように考えれば良いのかが分からないのだ。

　正直、どんな顔をして紅葉の無表情に向き合えば良いのだろうか。逃げるように佐茅の部屋から離れ、姫萩家のリビングへと戻ると。

「ほら起きなさい、鈴菜。まだまだ聞きたいことはあるのよ。さあ次は右手左手右脚左脚背中腹首に顔面、何処が良いかしら？　三周目からはオプションとして同時に踏んであげても良いわよ？」

「先生ぇ！　み、三つお願いします！」

「三つか。三つ欲しいのか、この卑いやしん坊めっ！」

『……まだやっていたのかよ』

　リビングでは、プレイが未いまだに続いていた。

　一瞬沈みかけた思考が、見事にサルベージされる。こいつらの前で真ま面じ目めに悩むなど、どだい無理な話なのかもしれない。

「あら、戻って来たのね、駄犬。あのメイドの調子はどうだったのかしら」

『ああ、とりあえず今は安静にして寝ているよ』

「そう。だったら、明日には無事動けるようになるでしょう、メイド的に」

『……普通はそう簡単じゃないけどね？』

　メイド的ってどういうことだよ。

『それで、そっちは何をしているんだよ』

「ええ、鈴菜から情報を引き出そうと踏みつけていたんだけど」

『手段がおかしいよね？』

　情報って、踏みつけたらニュルンと出てくるものじゃありませんよ？

　まあ確かに、あの柊菜沙という人物に関して一番情報を握っているのは、部下であり実の妹である鈴菜だろう。ひょっとしたら夏野達に喧けん嘩かを吹っかけて来た三人の作家に関しても、詳しく知っているかもしれない。

「それが、踏みつけ過ぎたせいで気絶しちゃって。それからは寝言で『み、三つお願いします！』としか言わなくなっちゃったのよね。どうしようかしら」

『それ、そんな簡単に済ませられる事態じゃないからな!?』

「むにゃむにゃ先生！　み、三つお願いします！」

『うるせえ!!』

　夏野に向けてうわごとを呟つぶやいている鈴菜を俺も軽く踏んで黙らせる。

「全く、これじゃあ情報収集が出来ないわね。どうしようかしら」

『いや、こんなになるまでやったのはお前だからな？』

「あら、普段だったらこの程度大したことない筈はずなのよ？　『Ｍゲージに上限値はありません！』なんていつもぬかしているし」

『だからＭゲージって何なの!?』

　一度徹てつ底てい的てきに調べ上げる必要があるのではないだろうか。

「はあ、しょうがないわね」

『って、何処に行くんだ？』

　夏野は半ば意識を失った鈴菜を抱え上げ、姫萩家のリビングから出て行こうとする。

「一旦、家に帰るわよ。鈴菜がこんな状態じゃあ、話を聞くことなんて出来ないし。それに、負ふ傷しよう者しやがいる家であんまり暴れるのもあれでしょ？」

『あ、ああ。そうだな』

　一応は、他ひ人と様さまの家であることは認識していたらしい。

「だから続きは、私の家の拷ごう問もん部屋でやるとしましょう」

『……ああ、うん。そうですか』

　有う無むを言わせない程に物ぶつ騒そうな言葉が出て来たので、それ以上俺は何も言えなかった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【Ｍゲージ】……　森部佐茅が持つと噂うわさされている謎のゲージのこと。主人である姫萩紅葉への想いが募つのる度に、佐茅の内部にあるこのゲージが上昇し、満タンになると頭の中が紅葉のことでいっぱいになるという。

【Ｍゲージ】……　柊鈴菜が持つと噂されている謎のゲージのこと。鈴菜が酷い目痛い目に遭あう度に、鈴菜の脳内にあるこのゲージが上昇するという。ただ満タンになったところで意味は無く、鈴菜が満足するだけらしい。ただし、ゲージがゼロになると鈴菜は死ぬ。






　数分後。

　ところ変わって、夏野家のリビング。

「ふう」

「うひへへへ……」

　実にすっきりした顔をした夏野と、より一層ズタボロになった鈴菜が、リビングへと戻って来た。果たして夏野家の拷問部屋では、どのようなことが行われていたのか。鈴菜のあのズタボロ具合から察するに、過去最高スコアを記録したのかもしれない。

「実に有意義な時間でしたぁ……」

「あらいざらい吐いて貰もらったわ」

「吐いちゃいましたぁ」

　全身をクネクネと揺らしながら喘あえぐ鈴菜。その瞳は、トロンと濡ぬれている。

『いや鈴菜お前、一応はツッコんでおくけどさ。確か前に社会人としての常識とか何とか言っていたよね。そんな簡単に全部吐いちゃって良いのかよ』

「まあ、ぶっちゃけ、すぐに漏もらしても問題はなかったのですが。折角の機会ですし、先生の本気を見たくって」

『ちょっとは言い訳しろよ……』

「何を言っているんですかお犬さん！　快楽を得る為だったら、私は誰に逆らっても構いません！　快あらば受ける、楽あらば喰くらう！　それが同どう僚りようでも上司でも、副編集長であろうとも!!」

『社会人としてどころか、人間としてアウトだぞお前』

　守秘義務という言葉はお前にはないのか。

　痛み欲しさに妹に裏うら切ぎられたと知ったら、菜沙はどんな顔をするのだろうか。あの飄ひよう々ひようとした様子からすると、案外気にしないかもしれないけど。

『とにかく、あいつらについての情報は分かったんだな』

「ええ。とりあえずこの変態から絞しぼり取とれる分はね」

『……そうか』

　俺達の現状。佐茅は倒れ、紅葉はそれに付き添っている。

　マキシは、そもそもマンションまでは付いて来ず『あいつらには後で絶対ギャフンと言わせてやるけど、今は次の仕事に行かなければいけないわ！　と、とりあえずあいつらについてはあんた達に任せたからね！　あんた達を倒すのはこのあたしなんだから、何かあったら電話しなさいよ！　あたしだけ除のけ者ものにするなんて輝かない真ま似ねをするんじゃないわよ！』などと言って、次の仕事とやらに行ってしまった。

　つまり、今ここにいるのは、夏野と鈴菜、そして俺だけである。

『どうする？　とりあえず俺だけでも聞いておこうか？』

『いえ、僕も聞きましょう』

『九く郎ろうさん？』

　リビングの窓の向こうから羽ばたきの音が聞こえる。

　バルコニーに停とまっているのは、黒一色のカラス。姫萩九郎だ。先程、紅葉の部屋では見かけなかったが、何処かへ行っていたのだろうか。

「丁度良いところに来たわね、姫萩九郎。アナタにも話を聞きたかったのよ」

『僕にもですか？』

「ええ、鈴菜にはもう聞いたけれど、あの柊菜沙とかいう副編集長に関して知っていることがあるのなら、教えて欲しいのよ」

『成なる程ほど、そういうことですか』

『そうか、九郎さんも編集者だったな、そう言えば……』

　鈴菜と同じく、うっかりすると忘れがちな事実だけど。確かに、九郎さんもまた、書林社の編集者として働いていた人物、鈴菜が知らなかったことを知っているかもしれない。シスコンだけが独り歩きしていたけれど、確かに編集者だった時期があるのだ。菜沙に心しん酔すいしているような素そ振ぶりを見せていたし、知ち己きの間柄なのだろう。

『はい、そういうことでしたら、何でもお話しします。確かに副編集長の様子はおかしなものでしたから、ヒントになるなら幸さいわいです。春はる海み君、仲介をお願いしますね』

『ああ、任せとけ』

　九郎さんと夏野は直接会話することが出来ないので、俺が『仲介』を行う必要がある。

「そこじゃあ話がしづらいし、中に入ってきて貰える？」

『はい』

　夏野は窓ガラスに近付き、丁度カラスが入れるだけの隙すき間まを開けた。その隙間からリビングの中へと入る九郎さん、そこに伸びる夏野の手。

　そして翻ひるがえるロープ、縛られ、投げられ、天てん井じようから吊つるされるカラス。

　その間、僅わずか二秒。

「はい、それじゃあ話を聞こうかしら」

『どういうことですか!?』

　突然我が身を襲った事態に、カラスは全身で抗こう議ぎする。

「どういうことって、話がしやすいように吊るしてみたんだけど？」

『な、何をそんな当たり前のように！　別にわざわざ吊るさなくても、僕は何でも話しますよ!!』

「ああ……この変態と違って、別に拷問しなくても話は出来るんだったわね。反省反省、霧きり姫ひめ反省しているわ」

『だったら降ろして下さいよ!!』

「まあ、面倒だからこのままで良いわよね」

『良くないです!!』

　夏野の暴ぼう虐ぎやくに、必死で訴うつたえかける九郎さん。

　まあ、いきなりこんなことをされたら、そういう反応になるのが普通だと思う。でも九郎さん、夏野はこうなったらもう止まらないので、多分話が終わるまでそのままだから、諦あきらめた方が良いよ。鳥が吊るされている姿って、もう完全に食材扱いだよね。

　ともかく、九郎さんはこの状態で頑がん張ばるしかない。それよりも今問題なのは。

『どうして俺まで吊るされなきゃいけないんだよ!!』

　俺も、九郎さんと並んでぶら下がっているということである。

　いや、何でなの？

　九郎さんの扱いを嘆なげいている刹せつ那な、俺もやられていたのだ。俺は別に、菜沙に関して知っていることはないですけど、どうして一緒に吊るされる羽は目めになるんですか。理由を述べて貰えませんか？

「えっと、ついで？」

『そんな理由で俺を吊るすな!!』

「だって、丁度ロープが余っていたし」

『他のことに使えばいいだろ！　何で俺を吊るすことを前提で考えちゃっているの!?　キャンプとかに使えばいいじゃん!!』

「つまり……キャンプファイヤーで燃やせということ？」

『そ　う　い　う　こ　と　じ　ゃ　ね　ぇ　よ』

　夏野にまともな会話を期待した俺がバカだった。

　まあ、幸か不幸か、吊るされスキルには定評がある俺なので、しばらく我慢しよう。そうでもしないと一いつ向こうに話が進む気がしない。気を落ち着けて、話を聞くとしようじゃないか。あんまりこういう場所で落ち着きたくはないんだけどな。

　あと、ついでと言っては何だが。

「一日に二回吊るされるなんて！　最高ですねぇ!!」

『こいつ……』

『柊さん……』

　鈴菜も俺達と並んで吊るされているのは、もうどうでもいいです。そんなに吊るされたかったらハムにでも転生しろよ。




　とにかく、人と犬とカラスが並んでロープで吊るされているという、何とも筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい絵面で話は始まる。

「あの副編集長、柊菜沙と言ったわね」

　開口一番、夏野はそう切り出した。

「確かに、書林社文芸局第二文芸部の副編集長、柊菜沙。その本人に、間違いないのね？　偽にせ者ものではなく」

「間違いありません」

『はい。あれはうちの副編集長です』

　鈴菜も、九郎さんも同意する。

「姫萩先生とお引き合わせするという件もありましたし、サイン会にはどんなに遅れてでも来る、とは言っていたんですが」

「遅れてきた挙あげ句く、とんでもないことをやらかしてくれたわよね」

「申し訳ありません、秋あき山やま先生。まさか副編が、あんなサイン会を台だい無なしにするようなことを企たくらんでいただなんて……。この件については、きちんと抗議をさせて頂きます！　ええ、折角のサイン会をあんな形で終わらせるなんて、酷い人です！　私も一編集者の身ですが、ちゃんと問題にさせて頂きますので！」

「ええ、思い出したらイライラしてきたから、その分アナタが身体で受け止めなさい」

「はい喜んでぇ!!」

『おい』

　えへらえへらと、笑い始める鈴菜。大事なことを話しているんだから、今はその変態性を抑えてくれないだろうか。

　しかし、俺の懸け念ねんも空むなしく、鈴菜は夏野による蹴けりを食らいまくっている。

「ああ、こんな形で先生を動かして、私に快楽を与えてくれるだなんて……ありがとうお姉ちゃん！」

『お前のキャラは何なんだよ』

　酷い人って言っていたじゃねぇかよ。

　お前、実は菜沙とグルだったりしないだろうな。

　わざわざ姉とグルになって企むのが夏野のお仕置きだとしたら、それはもう普通にお仕置きしてもらえとしか言えないけど。頼んだら普通にやってくれると思うよ？　だって俺が頼まなくても、お仕置きされるもの。こっちの事情をお構いなしだもの。

　夏野はもう一度蹴りを入れて鈴菜を揺らすと、とにかく、と話を続ける。

「仮にも相手は業界内でも立場ある人間。ということはつまり、無む軌き道どうに喧嘩を売って来たのではないということになるわ」

『まあ、それはそうだな』

　副編集長が、自ら動いたのだから。そこには、相応の理由があって然しかるべきだ。

　一人の、地位を持つ人間の行動。

「きちんと意志を持って、ああやって舞ぶ台たいを、作家を用意して、それを私達にけしかけて見せた。その全てが副編集長、菜沙の企みであることは間違いがないわね」

『でもその割に、あのお嬢様っぽい奴に言われて、あっさりと退ひいていたんだよな』

　あの倉庫での出来事を思い出す。

　あれだけのお膳ぜん立だてをしておきながら、実際に佐茅へと危害を与えておきながら、菜沙はあっさりと退いていた。そう、まるでまだ本番ではないと言うように。

「それは、あいつ自身の目的は既に達成していたからじゃないかしらね」

『目的？』

「ええ、あいつは言っていたわよね。『私はあくまで裏方です』と。それはつまり、あの場における主役は別にいるということ。あの、作家だとかいう三人」

『三人の、作家』

「だから菜沙はあの場を用意しただけで、私達に対して強い動機を持っているのは、あくまでもあの三人の作家の方だと、そういうことになるんじゃないかしら。勿もち論ろん、菜沙が他にも何か目的を持っているってことは、あり得るけど」

　学ラン。

　お嬢様。

　マフラー。

　秋山忍しのぶ、秋あき月づきマキシ、姫萩紅葉。その三人に対応するかのように現れた、同じく三人の作家。菜沙もたいがい不ふ可か解かいな人物ではあるが、しかし編集者であり、鈴菜の姉であるという点で身元はハッキリしている。

　分からないのは、あの三人の方だ。

　彼女達がどんな理由をもって、あの場に臨のぞんだのか。少なくとも、それぞれに強い執しゆう念ねんをもっているということは、言葉の端はし々ばしから伝わって来たのだが。

『おい鈴菜』

「え？　ああごめんなさい、蹴りの余よ韻いんに浸ひたっていて聞いていませんでしたぁ」

『いいから聞けよ。あいつら三人の作家について、何か知っていることはないのか？　前に何処かで見たことがあるとか』

「そうですねぇ……」

　吊るされた鈴菜は、天井を見つめ、しばし考え込むが。

「いえ。少なくとも、編集部で見たことがないのは確かですね。姉……副編が個人的に面倒を見ていた秘ひ蔵ぞっ子ことか、そんな感じではないでしょうか。見込みのある新人を、独自に面倒見るってことはありますし」

『じゃあ、あいつらも新人作家なのか？』

「いえ、あの雰囲気は、只ただ者ものではないという気がしますが。ああ、でも、執事を連れていたあの方と、秋月先生に突っかかっていた学ランの人に関しては、何処かで見かけたことがあるかも……しれません。ほら、結構インパクトのある恰かつ好こうをしていましたし、一度見れば忘れようがありませんし」

　執事連れのお嬢様と、学ラン。確かに、一度見ればまず忘れない恰好だろう。

「ですが残る一人、あのマフラーの女性は、残念ながら覚えはありませんねぇ」

『そうか……』

『あの二人なら、僕が知っていますよ。他社のパーティーで見かけたことがあります』

『九郎さん？』

　俺の横で、静かに話を聞いていた九郎さんが喋しやべり出だす。

『そうですね、まずは、僕の可か愛わいい可愛い紅葉に何やらほざいていた、コブ付きのあいつですが』

『おいシスコンが漏れているぞ』

『失礼、取り乱しました』

『落ち着いてくれよな。一応大事な話なんだから』

『はい、大丈夫ですよ。あの、僕の可愛過ぎる紅葉を苛いじめ抜ぬいていたあいつの名前は、水み無な川がわ真ま秀ほ。菜沙さんの言う通り確かに作家です』

『まだちょっとシスコンが気になるけど……』

　事情ありとはいえ、編集者が作家について語る態度じゃないと思う。

『新人作家……という訳ではありませんね。確か、紅葉と同じくらいの時期にデビューしたと記憶しています。難なん解かいで芸術的な作風が、紅葉に通じるところもあってか、少し気にはしていたんですよ。いや紅葉が一番ですけどね!!　紅葉に匹ひつ敵てきする作家なんて他にいません!!　素す晴ばらしきかなマイシスター!!」

『いやシスコンはもう良いから』

「へぇ、それじゃあ私はどうなのかしら？　姫萩紅葉に負けていると言うの？」

『夏野さんも黙っててくれないか!!』

　話が進まないから！

『……でも、水無川真秀って名前、思い出したぞ』

　というか、実際に読んだことがある。

　先程は菜沙の言葉で頭がいっぱいで思い出せなかったけれど、落ち着いた今ではきちんと思い出せる。その作風については、九郎さんに代わって俺が説明しよう。一読者として、それくらいはします。

『まず一番に、印象に残るのは、本の厚さなんだよな』

　水無川真秀。

　その作家の著作を語る上で最も特とく徴ちよう的てきなのは、厚さである。

　とにかく、水無川真秀の書く本は、分厚いのだ。その厚さは、秋山忍の本に勝るとも劣らないと、そう言われている。

『何でも水無川先生のデビュー作「何なん人ぴとか不おこさ起ざらん落らく葉ようの情じよう」は、新人が出す本の最重最厚記録を達成したらしいですからね。本来、新人にそこまでの作品を書かせることはないのですが、特例として認められたと、そのように聞いています』

『ああ、読んだことあるぞ。確か、やたらと手が疲れた覚えがあるな』

　水無川真秀の著作は、最早立方体に近い形状をしていることで有名である。

　その様はまるで辞じ書しよ。かの『萌もえる広こう辞じ苑えん』や『良く分かる六法全書』に匹敵するほどの分厚さで書かれた小説である。

　寝る前にベッドの中で読もう、なんて軽い気持ちで読めるものではない。しっかり机の上に据すえて、しっかり背筋を伸ばして、体調を整えてから読まなければならない。というか、そうしないと肩が壊れる。読み方を間違えれば、翌日には筋肉痛必至の本だ。

　単にページ数が多いというだけではない。水無川真秀の作品の特徴として、更に内容の濃こさが挙あげられる。

　小説として考えた場合、メイン部分だけを抜き出してみれば、たかだか数行で終わるような単純な物語。男性と女性が出会って惚ほれてくっついたと、たったそれだけで説明が終わってしまうような物語。

　それを、水無川真秀は、徹底的に味付けする。

　薀うん蓄ちくを挟はさみ、細かく情景を描写して、その描写した内容を更に細かく説明し、そこをまた薀蓄で補強して、描写して、じっとりと、執しつ拗ようなまでに装そう飾しよくを繰くり返かえす。

　そんなことを繰り返した結果が、本の分厚さである。

　本筋はラブストーリーであったのに、読み終えた後は何故だか中世の美術史と戦車の操そう縦じゆう法ほうとパンケーキの焼き方に詳しくなっていたとか、そんな話を聞いたことがある。とかく本筋の物語とは関係のないものが、読者に伝わるのだ。

　寄り道を繰り返す、文学的質量。

　数冊分を無理矢理一冊に押し込めたかのような、徹底的な情報の凝ぎよう縮しゆく。

　何処かの誰かが『本の中の大図書館』と二つ名を付けたのも頷ける。

　そのような作風だから、当然読む人間を選ぶ。あれだけの情報の大海を前にして、自分が今何を読んでいるのかきちんと把は握あく出来る人間など、そう多くはない。一冊読む為に、別に攻略本が必要なレベルなのである。

「そう、アレが水無川真秀だったのね。確かに、名前は聞いたことあるわ。本の分厚さに関しては、良く私と一緒に名前が挙げられるわよね」

『そうだな』

　秋山忍の全著作と、水無川真秀の全著作、積み重ねたら果たして何メートルになるのか、などと良く話の種になったりするものだ。

「うん、よく分かった。それじゃあ後は住所を調べるだけね」

『襲しゆう撃げきするつもりか!?』

　決断が早いな!?

　もうちょっとだけ落ち着いて!?

「撃うっていいのは、撃たれて斬きられて嬲なぶられて弄いじられて拷問されて尋じん問もんされて分解されて処刑される覚悟のある奴だけよ」

『オーバーキルだろそれ！　つーかまず撃たれてねぇよ!!』

　うん、やっぱり夏野さんが非常識な意味ではナンバーワンだ。この人からすれば、誰も彼も普通の人に見える。

『秋山先生！　その際は是非とも僕にお声掛けを！　後には何も証しよう拠こを残さないタイプのトラップを用意しておきますので！　紅葉を苛めたあの売ばい女たを、硝しよう煙えんと火炎の海に沈めてやりましょう！』

『シスコンはもう良いから！』

　俺の言葉に九郎さんはしばらくしてから落ち着き、話を続ける。

『しかし、水無川先生のことは分かりますが、何故彼女が紅葉に対してあんな挑発的なことをして見せたのかは、全く分かりませんね』

『何か因縁がありそうだったし、何処かで会ったりしたことがあるんじゃないのか』

『いえ、二人は初対面の筈です。ご本人もそう言っていたでしょう？』

『確かに……』

　紅葉に対し、一方的に言葉を放ち続けていた水無川真秀。

　だが、その目的は分からないままだった。




「あのお嬢様のことは分かったわ。それで、あの学ランは？」

『秋月先生に因いん縁ねんがあるかのような、あの学ランの人物ですね』

『そうだな、当の本人、マキシに話を聞きたいところだけど……』

　肝かん心じんのマキシは、ここにはいない。

　こんなことなら、無理矢理にでも身柄を拘こう束そくして話を聞いておくべきだったか。しかしマキシもまた、自分が何も出来なかったことに少なからずショックを受けていたように見えた。つーか、あの時のマキシの様子を思い出す限り、マキシ自身も相手の素す性じように心当たりがないようだったので、紅葉と同じく、相手からの一方的な敵視があるだけ、という感じなのだろうか。

『あの学ランの人物の名前は、早はや崎さきステラ。こちらは水無川先生とは違って、比較的ライトな、短めの小説を多く書いている感じでしょうかね。それなりに数も出していますし、知名度も高いかと』

『ああ、そっちも知っているぞ。「君に会いたい、だけど会えなくてもいい」の早崎ステラだな。勿論、読んだこともある』

　早崎ステラ。

　その作風は……正直、取り立てて何かがある、という訳ではない。目に見える際立った特徴があるということではないのだ。

　何でも書ける、幅広い作風の作家であると言うべきだろうか。

　その読者層に関しては一定している。

　作品の支し持じ層そうは、多くは若い女性。

　女性の心情を書かせたら天下一品、女性の心を良く分かっていると、そんな評判を多く受けているらしい。その辺りは、男である俺にはイマイチ分からない話なのだが。女子高生の間でも割と評判は良いらしい。映は見みや桜さくらに聞けば分かるだろうか。

　揺れ動く女性の心の内を、情感たっぷりに描写した小説。その評判からは意外なことに、先程見た本人はかなり若かった。更には女性的というより、力強い面のある、男性的な雰囲気も併あわせ持もつ人物だった。それもまた、作品から受ける印象とは、異なっている。

『最近では、アイドルをテーマとした小説が人気を博はくしているとか。そういう意味では、秋月先生に似ていると、そう言えるのでしょうか。まあ、あくまでも方向性が似ているといった程度の話ですけど』

『方向性ねぇ』

『当人同士は、まるで似ていない様子でしたけどね』

『まあ、マキシに似ている人間ってのが、まず想像つかないんだけど』

　しかし本とは、作者の心を映す鏡であるからこそ。作品に共通点があると言うのならば、作者同士にも何かしら似た部分があるということになる。

　秋月マキシと、早崎ステラが似ていて。

　そして姫萩紅葉と、水無川真秀が似ているのだとしたら。

　それぞれ、自らに重なる相手に対して、あれ程執着しているのだとしたら。

　柊菜沙が連れて来た作家は、三人。

　だったら、最後の一人に似ているのは。

「……それで。残りの、あのマフラーの奴に関しては？」

『申し訳ありません。柊さんと同じく、彼女については僕も分かりません』

　夏野の問いに、九郎さんは項うな垂だれながら答える。

『確か、「雷らい火かちゃん」と呼ばれていましたよね？　僕の知る限り、そのようなペンネームを持つ作家は、存在していません。水無川真秀、早崎ステラと並んで呼ばれていた辺り、雷火というのもペンネームなのは間違いないと思うんですけど。申し訳ありません』

「そう……駄犬、アナタにも聞き覚えはないのね？」

　夏野から聞かれて、しばし考えるも。

『ああ、間違いない。俺の読書体験に懸かけて、雷火なんていう名前の作家は知らない。少なくとも、読んだことはない』

　読んだのならば、覚えている筈だ。

　作家の名前を忘れることなど、ありはしない。

「まあ、絶望的にどうかしているこの読書バカが言うことなんだから確かでしょう。だけど、三人のうち一人だけが作家じゃない、なんてことも今更考えづらいわよね」

『そうだな、三人の作家って言ってたし、そんなことで噓うそを吐つく理由も考えられない』

　考えられるのは、まだデビューしていない作家という線か。正しよう真しん正しよう銘めいの新人作家という可能性だが、それもどうもピンとこない。

　特に、あの強い視線を見た後では。

　あんなにも強い意志を秘めた瞳。それは、俺がこれまで出会い見て来た作家のそれに酷こく似じしている。

　多くの作家と出会った俺だからこそ、分かるのだ。

　あいつもまた、作家に違いない。

　しかし確信に辿たどり着つくには、まだ情報が足りない。分かっているのは『雷火』という名前と、秋山忍に対して並々ならぬ想おもいを抱いていると、それだけだった。

「まさか、私のストーカーとか……？」

『いやそれは映見の時にやったからもういいだろ』

「あら、人気者の私のことだから、第二第三のストーカーが現れてもおかしくはないんじゃない？　常にストーキングされる、それもまた王者の風格って奴よね」

『お前、本当に大物だよな』

「ええ、そうよ。大物だから、罪人に対しても慈悲をもって接するわよ」

『本当に!?　本当にお前に慈悲という感情があるの!?　だとしたらこの首元に突き付けられているハサミは何!?』

「苦しまないように一瞬で命を刈り取ってやろうとする、慈悲」

『そんな慈悲なら要らないな!!』

「じゃあ、なるべく苦しませてから処刑しようとする、愉ゆ悦えつ」

『どっちにしろ救いはないんですね！　ああもう!!』

　いやまあ、大物なのは本当だと思いますよ。




「……とりあえず、分かったのはこんなところかしらね。まあ、分からないことの方が多かったと考えるべきかもしれないけど」

『面目ありません』

　尋問を終えた九郎さんは、無事ロープから解放された。今は、自由への翼を精一杯に伸ばし、リビングの上を旋せん回かいしている。それは良い。おかしな点は他にある。

『って、何で俺は吊るされたままなの!?』

　おかしいだろ。何で、俺は吊るされっぱなしなんだよ。尋問のメインはカラスの方だったじゃないか。俺は無関係だ。ついでじゃなかったんですか!?

『降ーろーしーてー!!』

「うるさい駄犬ね。文句があるの？」

『むしろ文句しかないよ!?』

　俺の必死の訴えに、夏野は何故だか口を尖とがらせて反論して来る。

『大丈夫ですよ、春海君。結構その姿も似に合あっていますから！』

『黙れこのカラス！』

　ひとしきり羽ばたいたカラスは、吊るされた俺の頭の上に停まる。

『ってか俺に乗るな！　重い！　爪つめが引っかかる！　降ろせ！』

「全く、降ろせ降ろせだなんて、大切な生命の宿りを何だと思っているのかしら、この駄犬は。折角宿った生命なのよ？」

『お前こそ、一体何の話をしているの!?』

「命は平等に大事だという話よ」

『じゃあ俺を助けるべきだよね！　お　ろ　し　て　よ　！』

　夏野は頭上にカラスを乗せて暴れ回る俺を、不満げな顔で見つめていたかと思うと、不意に真面目な顔つきになる。

「それで、アナタ、どうするつもりなの？」

『……はぁ？』

　声を落として投げかけられる問い。

　その、余りにも突然な変化に、間の抜けた反応を返してしまう。

「まさか、あの三日月女の言ったことを鵜う呑のみにしているんじゃないでしょうね？」

『なっ!?』

「やっぱり。全く、道理でツッコミの歯切れが悪いと思ったのよ」

　嘲ちよう笑しようするようにして向けられる夏野の視線。

　赤みがかった大きな瞳が、真正面から俺を貫く。

「何だかツッコミが薄味で、調子が狂うのよ。いつものアナタなら、部屋中を飛び回った挙げ句、目についたもの全すべてにツッコミを入れないと満足しないじゃない」

『そこまでアグレッシブなことをした覚えはないですよ!?』

「自分の存在にツッコミを入れて、そのツッコミにまたツッコミを入れて、ツッコんでツッコミまくって、そのままツッコミ無限連れん環かんの中に飛び込んでいくツッコミウロボロスこそが、アナタなんじゃなかったのかしら？」

『誰だよそいつ！　そいつおかしいよ!!』

　ロープを盛大に揺らしながらの俺の叫びに、夏野は僅かに笑みを浮かべる。

「そう、アナタはそうやって精せい々ぜいツッコミを入れていれば良いのよ。本でも読みながらね。もともと、本を読む為に生きているような犬なんだから。アナタが、あんな訳の分からない奴の言うことなんか気にする必要ないわ」

　嘆たん息そくしながら告げると、ロープによって吊るされた俺を真まっ直すぐに見つめてくる。その瞳に浮かぶのは、言葉の調子とは裏うら腹はらに真剣な色。

　そんな姿を見て、倉庫で菜沙の言っていた言葉が思い出される。




　──姫萩先生に、余計なことを教えた奴がいなかったか、ってことですよ。




　余計なことと、菜沙はそう言った。

　姫萩紅葉という稀き代たいの作家が持っていた、幻想的にして不可解な作風が、誰かの手によって失われてしまったと、そう言った。

　初めて姫萩紅葉の書いた本を読んだ時、その世界に魅み了りようされたことを、今でも鮮明に思い出せる。自分の知っている常識が、あっさりと裏切られていくことへの快感。見たことのない情景。この世のものとは思えないような想像力の源泉は、一体何処にあるのかと唸うなったものだ。

　それが、姫萩紅葉という作家の力。

　俺だけではない。世界中にいる姫萩紅葉の読者が、その幻想的な世界に触れて、魅了され、楽しんだ。姫萩紅葉の世界観、その神秘性にこそ、読者は熱狂したのだった。

　俺が初めて姫萩紅葉に出会った時。

　あの島の奥にいた和装の少女は、間違いなく、俺達の知る姫萩紅葉であった。

　そんな姫萩紅葉に、俺は何をしたのか。

　あの島の奥で、俺が紅葉に向けて告げた言葉。たかが俺一匹の言葉だけで、紅葉が解き放たれたと、そこまで己うぬ惚ぼれるつもりはないけれど。しかし確実に、俺の言葉を一つのきっかけとして、紅葉は外の世界に出ることを選んだ。

　そして、姫萩紅葉の新天地での生活が始まった。共に図書館に行ったり、遊園地に行ったりして。読者の存在と、読者の持つ想いを認識して、サイン会を行った。

　自分の知らない全てに対して疑問をぶつけて来る紅葉にやや辟へき易えきしながらも、俺はその反応を好意的に受け止めていた。何も知らずに島の奥で一人沈んでいた紅葉が、太陽の下で生きていこうとしている姿を見て、達成感のようなものを感じていたりした。

　その行為が、作家『姫萩紅葉』に対してどんな意味を持っていたのか、考えもせず。

　だったら。

　もしも、菜沙の言う通りに、姫萩紅葉に余計なことを吹き込んだ誰かの手によって変わってしまったというのなら。

　姫萩紅葉の世界を、失わせたのは。

『……春海君。秋山先生の言う通りです』

『九郎さん？』

『先程、皆さんがうちにいる間に、少し考えてみたんです。副編集長が……いえ、柊菜沙が言っていたことについて。紅葉のことについて』

　その瞳の色は、真剣で。

『僕が願ったこと。それは紅葉に、外の世界を知らずに過ごしていた一人の女の子に、外の世界を知って貰うことです。作家としての幸せよりも、人並みの幸せを知って貰うことだったんです。しかし彼女の言っていた通り、その行為は、紅葉の持っていた作風を、姫萩紅葉の世界を壊すことに繋つながります。知ってしまっては、戻れません』

『……戻れない』

『あの、閉ざされた島で生まれ育った紅葉の感性が、外の世界を知ることによって失われ鈍にぶってしまうことを、僕は分かっていました。しかし、僕が願ったこと……紅葉を外の世界に連れ出すこと。それが間違っていたとは思いません。今でも、そう信じています。それが紅葉の、妹の為にも、一番良いと思ったからです。現に、今の紅葉は、かつての紅葉よりもずっと楽しそうだと、そう確かに思います。少なくとも、僕の目には』

　安あん堵どするように呟いて。それでも九郎さんの声に混じるのは、隠し切れない悲愴の色。

『しかし、その道を選んだ時点で、姫萩紅葉の担当編集者としての僕は終わったんです。死んだんですよ、春海君。沢山の読者に背そむいて、一人の作家を解き放ったこと。それを、柊菜沙が責めるのであれば、僕は甘んじてそれを受け止めましょう。紅葉を外に出そうとした。何もかもを捨て去ってでもそうしたのは、つまり僕のエゴで、僕の罪です。いいですか、それは僕だけの、十字架です』

　上下反転した瞳に映るのは、確かな決意。

　全てを喪うしなっても、一番大切なものを守り抜くと決めた、覚悟の瞳だ。

『だから春海君、君が何かを思い悩む必要はないんですよ。柊菜沙の言っていることを、君が悩む必要はありません。君はいつも通り本を読んでいて下さい』

『…………』

　確かに、姫萩九郎はそうだろう。

　自らの最愛の妹を想う兄として、姫萩九郎のしたことは決して間違っていない。

　その選択は、確かに正しいものだと信じている。

　一人の兄としての、正しい選択だと思う。

　でも、だとしたら。

　それなら、俺の選択はどうなのだろうか。

　兄でも、家族でも、親しん戚せきでも、友人ですらない。

　ただの、読者である、春海和かず人ひとの選択は。

　頼まれたからやったなどと、子供のような言い訳が出来る筈もない。

　読者としての領りよう分ぶんを越えて、紅葉を外の世界へ連れ出したこと。それが、姫萩紅葉の世界を、ごく普通のものに変えてしまったのだとしたら。

　俺の、春海和人の罪は──。




「～～♪」

『──ッ!?』

　沈黙を切きり裂さくように、リビングの中に電子音が響く。音の源は、俺の隣。すぐそこで揺れている物体。

　嬉うれしそうに、薄ら笑いを浮かべている、それは。

『お前。まだいたのか……』

　変態だった。沈み掛けた思考から浮き上がり、悪あく態たいをつく。

「ええ、ずっと吊るされていましたよぉ。重力のくびきから解き放たれる感覚、まさに最高の時間でした。このままいつまでも、魂が天国に昇る寸前まで味わっていたい！」

「良かったわね。それで鈴菜、アナタの懐ふところで、何か鳴っているみたいなんだけど？」

「へ？」

　黒いフルフェイスヘルメットを被かぶった帝国のお偉いさんが登場する時のテーマ曲みたいな、そんな感じの曲。もしくは悪逆プロデューサーが登場する時みたいな曲が、鈴菜の方から聞こえて来て、リビングの中に流れている。

「ほら、誰かから電話がかかって来ているんじゃないの？」

「あっ、あわわわわ！」

　自分が置かれた状況を理解した鈴菜の顔が、一瞬で青く染まる。それは、吊るされ続けていたことで血流がおかしくなったとか、そんな理由ではないようで。

「あ、あの、先生？」

「電話、出ないの？」

「いえ先生、これはきっとどうでも良い電話ですよ。スパムですよスパム、スパム着信に違いありません。出なくても大丈夫です！」

「そう。出ないのなら、私が代わりに出てあげるけれど？」

「いいえ！　先生にそんなお手間を取らせる訳には！」

「良いから出ろ」

　瞬間、銀の光が走る。

　鈴菜を吊るしていたロープが細かく寸断され、縛られていた鈴菜も、重力に従って落ちる。ついでに服も切断され、中から携帯電話が転がり落ちて来る。

「あ、あわわ、出ます出ます！」

　鈴菜は取られまいとするかのように慌あわてて携帯電話を拾い上げ、リビングの隅へと機き敏びんに移動。通話ボタンを急いで押すと、スピーカー部分を手で押さえて、こちらをチラチラ窺うかがいながら通話を始めた。

『柊さん？』

『おい夏野、何だよアレ』

　超怪しい。どう考えても、どうあっても電話の内容を俺達に聞かれたくないようで。

「……とりあえず、話を聞いてから斬ろうと思うわ」

『斬ることは確定しているんですね』

「まあ、良いわ。電話の相手に関しては、大体予想はついているもの」

『そうなのか？』

「ええ。この状況下で一手を打ってくる相手なんて、あいつしかいないわよ」

『あいつって、まさか……』

　夏野の言葉。鈴菜の電話の相手。この状況は何もかも、あのサイン会の乱入者から始まっているのだ。つまり、その状況を動かそうとするのは。

「ほら、そろそろ話も終わりみたいね」

　夏野の言葉に、前を見る。

　鈴菜は挙きよ動どう不ふ審しんな様子で、電話口に向けて何かを呟いたり、時折驚愕の表情を浮かべたり、そんなことを繰り返していたけれど。やがて通話は終わったようで、携帯電話をしまい、溜ため息いきを吐きながら、こちらへと戻ってくる。その顔に浮かぶのは、困こん惑わく。電話口の向こうから何を告げられたというのか。

「えっと……先生、真まことに申しあげにくいのですが」

「何よ」

　鈴菜は夏野の様子を窺うように、おずおずと話し始める。

「というか、俄にわかに信じがたいことなのですが。ぶっちゃけ、噓であってくれたらどんなに助かるかって、そんな話だったりするのですが」

「良いから、早く言いなさい」

『何ですか、柊さん』

「秋山先生……」

　鈴菜は、それでも少し躊躇ためらっていたが。

　夏野の方を真っ直ぐに向いて、告げる。

「たった今、姉から……いえ副編から、電話がありました」

　ふざけるような余よ地ちもない、真剣な顔で。

「九郎さん達がかつてお住みになっていたあの島……監かん獄ごく島とう。その島を占せん拠きよしたと、そう言っています」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【何人不起落葉情】……　水無川真秀の著作。千ページを超える文章量、そして漆しつ黒こくの装そう丁ていと、ぱっと見た感じでは辞書にしか思えないような体てい裁さいであるが、れっきとした小説である。一応ラブストーリーと銘めい打うってはいるが、しかしラブとはまるで関係のない内容が九割九分を占めるという、極めて特殊な小説である。

【君に会いたい、だけど会えなくてもいい】……　早崎ステラの著作。女子高生を主人公とした甘あま酸ずっぱい青春小説っぽかったのは前半だけで、何故だか途中から主人公が修行の旅に出て以降、青春というワードは無視される。そんな急展開っぷりが、飽あきっぽい昨今の読者層にマッチしたとかしないとか。




















　監かん獄ごく島とう。

　気流の関係でヘリコプターなど、空からは近付くことの出来ない、天然の要よう塞さい。姫ひめ萩はぎ家が所有し、つい先日まで生活していた場所。紅葉もみじ達が新しん稲いな葉ばのマンションへと引っ越してきた結果、現在は無人島となっている筈はずの場所。かつて俺達が、姫萩紅葉と話す為ために向かい、数々の罠わなを乗り越えたり乗り越えられなかったりした場所。

　その監獄島が、占せん拠きよされたというのだ。




『って占拠ってどういうことなの!?』

　いきなり飛び出た非日常的過ぎる単語に、思わずツッコミが飛び出してしまう。

　だって現代日本でそんな事態が発生するなんて聞いたことないよ。事態は深刻。事実は小説よりも奇なり、にも程がある。

「うるさいわね。ちょっとは落ち着きなさいよ、駄犬」

『こんな緊きん急きゆう事態にどう落ち着けと!?』

　しかし、話が国家でも無視出来ないほどの規模になっていても、夏なつ野のはいつものように平然としていて。

「今ここで騒いだからってどうにもならないんだから、落ち着きなさい。ほら、折せつ角かくだから本でも読んでたら？」

『お前はどうしてそこまで落ち着いているの!?　テロ対策部隊なの!?』

　ここまでの緊きん迫ぱくした展開なのだ。さすがの俺といえども、のうのうと本を読む気にはならない。だって、占拠ってことはテロリストとかがいるんでしょ？　一個師団が待ち構えていて上陸した瞬間に飽ほう和わ攻こう撃げきを喰くらったりするんでしょ？

『菜な沙ずなさんが、監獄島を占拠した……ですって？』

　動どう揺ようしたような声を上げる九く郎ろうさん。それはそうだろう、既に引っ越しているとはいえ、自らがかつて生活した場所を乗っ取られたのだ。

「それで、向こうは他に何か言ってきているの？」

「いえ、何も。ただ、『占拠した』としか」

「そう……」

　鈴すず菜なの報告を受けて、思案顔を浮かべる夏野。

『でもさ、冷静に考えれば、それってお巡まわりさんに通つう報ほうしたら一発なんじゃないのか？』

　一応は個人が所有する島を不法占拠しているのだ。ちょっと電話一本通報するだけで何事もなく解決するような気がする。正義は我にあり。

『何を言っているんですか、春はる海み君。そんなことが出来る筈ないじゃありませんか！』

『まあ、そりゃそうだよな……』

　向こうは何を考えているか分からないような奴らだ。そう簡単には行かないだろう。

『下へ手たに通報して、国家の手が入ったりしたら、あの島に仕掛けられているトラップの出所を疑うたがわれる可能性があるじゃないですか！』

『そっちかよ!!』

　おい待てカラス。

『侵入者対策とはいえ、法的に色々とマズいルートから手に入れた逸いつ品ぴんばかりですから。見つかったら大変なことになってしまいますよ！』

『お前国家の敵か!?』

　あの島のトラップ達は法に反している存在なのか。そりゃ警けい察さつの人には見られたくありませんよね。つーか、だったらまず通報すべきなのはこのカラスなんじゃないの？

「まあ、とにかく、直接行って確かめてみるしかないわね。明らかに誘いなのは分かっているけれど。向こうの意い図とが分からない以上、乗るしかないわ」

　夏野はそう、結論付ける。

　とはいえ、一番この事態を知らせなければいけないのは、島の主人である紅葉だ。

　佐さ茅ちの部屋にいた紅葉に、監獄島が占拠されたことを知らせると。意外にも、『すぐに行かなくてはなりません』と率そつ先せんして島に向かおうとした。

　しかし、今日はサイン会を終えたばかりで疲労もあり、今から向かっても、島への到着が夜になってしまうということで、夏野と九郎さんがどうにか引き止めた。

　結局、俺達は一晩しっかり休んでから、直接島へと乗り込むことになったのだった。


　　　　　　　　







　　　五月四日






　波に揺られて、風に吹かれて。

　俺達は、姫萩九郎の所有するクルーザー『スーパーメイプル号』に乗って、監獄島へと向かっていた。

　しかし、クルーザーの運転席には、誰の姿もない。

　以前監獄島へ向かった時には、マキシの黒服の中に、たまたまクルーザーを運転出来る人物がいたので問題なかったのだが、今回マキシは同行していない。監獄島に行くということを一応伝えてはみたところ。

「明日ね！　分かったわ！　それで、何時に何ど処こに行けば良いの？　お昼は持じ参さんした方が良いのかしら!?　って、何よ大だい門もん、今はあの黒いのと話して……あ、うん、明日のスケジュールのことは分かっているわよ。でも、あんな挑ちよう発はつをされて、この秋あき月づきマキシ様が黙っている訳には……いや、そんなつもりじゃないですごめんなさい……でも、少しぐらいなら……いえ、何でもないです。はい…………ちょっと黒いの！　や、やっぱりさっきのはナシよ！　と、特別に今回はあんた達に任せてあげる！　あたしは相応ふさわしい時が来るまで、シャイニング修行でＢＭ粒りゆう子しを溜ためておくから、邪じや魔まするんじゃないわよ！　決して、仕事の予定が詰まりすぎて動けない訳じゃないんだからね!!」

　とのことらしい。

　ゴールデンウィーク中に動くのは、アイドルのスケジュール的にも難しいのか。マネージャー兼担当編集者である大門さんは本当に大変だなぁ、と思う。

　当然、マキシの部下である黒服達が来ることも出来ず。

　その代わりに、クルーザーを操そう縦じゆうしている人物はと言えば。

「天あめの鳥とり船ふねのハッキング機能を使えば操縦出来るので問題ありません」

　と、紅葉が自らの車くるま椅い子す『天鳥船』の機能を利用しての操縦を請うけ負おった。

　紅葉は甲かん板ぱんの突とつ端たんに出て、これから向かう監獄島の方をじっと見つめながらパネルを叩たたき、クルーザーを動かしている。

　その横顔に、何度か声を掛けようとして。

『……』

　しかし、どうしても、そうすることが出来なかった。

　結局、俺は昨日からずっと紅葉と会話をしていない。一言も、話を出来ていない。それは、サイン会の後から紅葉が発している近寄りがたい雰ふん囲い気きのせいか。

　それとも、その顔を見る度に頭をよぎる菜沙の言葉のせいか。

「お嬢じよう様さま。大丈夫ですか？」

「はい、何も問題ありません」

　紅葉の横には、メイドの佐茅が付つき添そっている。

　一応、歩けるまでには回復したということだが。しかし流石さすがにたった一晩で、あの少年執しつ事じから受けた負傷は完治していないらしく、まだ万全ではない。穢殺刃ケガレザツパーを支えにするかのように、やや不安定な様子で立っている。

　身に纏まとう空気は硬く、まるで手て負おいの獣けもの。顔に浮かぶのは、深い後悔の色。やはり、倉庫で紅葉を守れなかったことが、相当効きいているらしい。

　夏野が『あんな大振りの刃やいばを使っているからいけないのよ。やっぱり刃はもっとコンパクトじゃないと。ホウキなんて古いわ、時代のトレンドはハサミよ』などと意味不明のちょっかいを出しても、為すがままにされていた。本当に調子が悪いらしい。

　そもそも、怪け我が人にんに対してちょっかい出そうとする夏野さんもどうかと思うが、本人が言うには。

「それも同じ戦士としての礼れい儀ぎなのよ？」

　などと更に意味不明の供述を返すのであった。

　まあ戦士同士にしか分からないようなことがあるのだろうか。つーか戦士じゃねえよ。作家とメイドだろお前達。

　鈴菜は、今回は同行していない。

　同行していたらいたで、肉の壁かべ程度には役に立ったかもしれないが。夏野の指示により、書しよ林りん社しやに戻って菜沙についての調査をするということになった。

　確かに、それは鈴菜にしか出来ないことだが、それも成果を得られるかどうか。あのしたたかそうな菜沙が、鈴菜如ごときに尻尾しつぽを摑つかませるとは限らない。それにあの変態のことだ、『何発か殴なぐってやる』と持ちかけられたら、簡単に俺達を裏うら切ぎるのではないだろうか。つくづく厄やつ介かいだよね、あの味方。

「あら、そこは大丈夫よ」

　と、妙に自信ありげな夏野。

「鈴菜が言うには『先生の一撃は本当に得え難がたいものです！　これは他人には再現出来ません！』とのことだから、少なくとも私を裏切ることはないみたいよ。ええ、鈴菜に関しては信頼出来るわ」

『それで信頼するのもどうかと思うんですが』

　暴力によって成立する絆きずなってのは果たしてどうなんだろうか。

　こいつらの関係って、本当に特殊だよね。

『……あと、残りのメンバーはカラスか』

　元々あの島に住んでいた九郎さんの存在は、かなりのアドバンテージとなる。昨日今日あの島を占拠したばかりの相手よりも、上う手まくすれば優位に立てるだろう。人間三人と犬とカラスって、新手の桃太郎かよって感じのパーティメンバーであるが。

　そんな九郎さんはと言えば。

『海を見つめる紅葉も可か愛わいい！　可愛くて成じよう仏ぶつしそうになります!!』

『ああ、ついに……』

　どうにかなってしまったらしい。

　出発前までは、結構真ま面じ目めな様子だった風に思うが。ここに至るまでのストレスが、九郎さんをただのシスコンへと変えてしまったようだ。元々ただのシスコンだったような気もするけれど。このまま妹のことばかり考えているのが当人的に一番幸せだろう。もう大空へと羽ばたいて行けば良いんじゃないですかね。

『何ですか、失礼ですね春海君』

『何だ、無事だったのか』

　どうやら正気だったらしい。

　つまり、正気のままでおかしいということだ。

『ええ、紅葉のぷりちーさは永遠なので、従って僕はいつまでも無事ですよ!!』

『言っていることは良く分からないままだな……でもさ、結構意外だったよ』

『意外って、何がですか』

『いや、訳の分からない奴らが占拠している島に紅葉を連れて行こうだなんて、良く認めたなぁって思ってさ。「そんな危険な場所に僕の紅葉を連れていけるか！」くらいのことは言いそうじゃないか、普段の九郎さんなら』

　ただでさえ、今回の一件、紅葉は微妙な立場にいるというのに。

『まあ、確かに言いますけども』

　九郎さんは、そこで船首の紅葉の方を見つめて。

『しかし今回の来島は、紅葉自身が行きたいと願ってのことでしたからね。僕としては、その意志を尊そん重ちようしますよ』

『確かに、妙にやる気だったよなぁ』

　今回、一番の意気込みを見せていたのは、紅葉だったのかもしれない。

『それに、もしも何か危険なことがあったとしても。僕が全力で守ってみせますから』

『ああ、そうだな、俺も手伝うよ』

『はぁ？　別に春海君は何もしなくていいんですよ？　紅葉は僕が守る！　君は何処か隅っこの方で本でも読んでいれば良いんじゃないですか？　この前僕があげた本、持って来ているんでしょう？　ほら、読みなさいよ。さあさあさあ！』

『……うわぁムカつく』

　その態度は何だよ。確かに、念の為に持って来てはいるけど。早くも仲間割れとか、ちょっと危機感が足りないんじゃないですかね。

『しかし、島の占拠だなんて、なんてバカげたことを』

『まあ、確かにバカみたいだとは思いますが、下げ手しゆ人にんは割れていますよ。恐らく、あの水み無な川がわ真ま秀ほとその一味でしょうね』

『何か確証はあるのか？』

『あの倉庫でのことを思い出して下さい。紅葉の前に立ちはだかった、水無川真秀。彼女は、次の目標に向かうと零こぼしていました。そしてその日のうちに、島が占拠されたという一報が入った。これは決して偶然ではないでしょう。水無川真秀の目的、それこそが、あの島なのではないでしょうか』

『確かに、筋は通っているか……』

　出会ってからすぐに行動に移しているとか、迅じん速そく果か断だんにも程があるが。おかげでこっちは、万全ではない状態で島に挑いどむことになったのである。

『でも、何で、監獄島を占拠しようと思ったんだろうな』

『超ぷりちーな紅葉が住んでいた場所だからですかね？　口ではあんなことを言っていながら、やっぱりぷりちーな紅葉に心を奪うばわれてしまった。身体からだは正直ですからね。だからこそ、紅葉の住んでいた場所を欲しがった、とか』

『いや、そんなシスコン的な理由じゃないと思うけど……』

　そんなのをこじらせて島を占拠とか、もう救いようがないだろ。そんなことやりそうなの、このカラスくらいしか該がい当とう者しやがいないと思う。

『しかし実際、あの島には別に大したものはありませんけどね……煉れん獄ごく館かん自体はそれなりに古い建物ですが、別に歴史的価値はないと思いますし』

『それは、九郎さんがトラップばかり仕掛けて魔ま改かい造ぞうしたからじゃないのか』

『何を仰おつしやいますか。あれは紅葉の為に必要な処置だったんですから、屋や敷しきも大喜びでしょう。後は……煉獄館のあちこちに残してある調ちよう度ど品ひんとか、もしくはマンションの方に運びきれていない分の本とかでしょうか』

『それだ!!』

『それだ!!　じゃありませんよ』

『いや、それしかないだろ!!』

　だって本だよ？　人生を懸かけてしまう程の、本だ。そりゃ真っ当な理由だ、成立します。少なくとも俺の中では、島の一つや二つ、占拠しちゃう理由になり得るとも。

　しかし九郎さんは冷れい徹てつに告げる。

『普通の人は、そこまで本を求めたりしません。それに、貴き重ちような本は全すべてマンションへ運んでありますし。春海君は、本を目当てに他ひ人と様さまの島を占拠したりするんですか？』

『……場合による』

『そこは完全に否定して欲しかったです……いやでも、かつて紅葉が読んでいた本と考えれば、その価値は計り知れないのでは!?』

『だから落ち着けシスコン』

　そこまで言うのなら、もういっそのこと、島の名前を『紅葉島』とかにすれば良いんじゃないのか。




　相手方の行動について話しているうちに、足元から伝わってくる振動の質が変わる。クルーザーの動きが収まり、そのままゆっくりと旋せん回かいしていくのだ。

　見れば目の前には、いつか見た岩の塊かたまり。

　黒い、要塞めいた自然の要よう害がい。そこから伸びている、古びた桟さん橋ばし。

　蘇よみがえるのは、いつかの記憶。

　俺達は監獄島に、到着したのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【春海和人の持って来た本】……　『岩がん黒ぐろ島じま特とく務む記き録ろく』。以前、姫萩紅葉が引っ越して来た時、マンションの危険度調査に協力した際に、姫萩九郎から譲ゆずり受うけた稀き覯こう本ぼん。シリーズが揃っていない為、まだ手を付けていない。






　桟橋にクルーザーを横付けし、辺りを慎しん重ちように確認してから、全員で島へと足を踏み入れる。まず九郎さんが上空から偵てい察さつし、次に夏野と俺、最後に紅葉と佐茅という順番で。

　しかし、何者かに占拠されている筈の、監獄島は。

『……誰もいないな』

　人影一つない、静かな様子だった。

　少なくとも俺が覚えている限りは、前に来た時のままで。何か、手が加えられているような様子もない。

　いや別に、盛大にトーチカだの塹ざん壕ごうだのを用意して、弾だん幕まく張って手厚く歓迎して欲しかった、という訳ではないけれど。しかし、こうも無事に上陸出来てしまうのは、かえって不安を感じてしまう。クルーザーが監獄島に接近する際にも、何の妨害も無かったことだし。正直、機き雷らいでも撒まいてあることを覚悟していたくらいだ。

　それに。

『……桟橋に、俺達以外の船とか、停とまっていなかったよな』

　ならば島を占拠した連中は、何処からやって来たというのだろうか。

　この島は、中々難なん儀ぎな構造をしていると、以前の来島の際に思い知っている。

　上空の気流が不安定だから、ヘリコプターなどで近付くことも出来ない。リアルに孤島だから当然、陸路で来ることも無理。だから海路で来るのが唯一の方法の筈なのだが、そんな様子も無くて。

　本当に、占拠なんてされているのか。ひょっとしたら、菜沙からの連絡は、ただの悪戯いたずらだったのではないか。そんな風にすら、思ってしまう。

「出迎えはなし、ね。全く、私達を何だと思っているのかしら」

『そりゃまあ、敵だと思っているんじゃないの？』

　少なくとも、この全身真っ黒でハサミを携えている人に対しては、何処から見ても敵だと思います。殺気が溢あふれているし。

「まあ、それならそれで、全部ぶっ飛ばせば良いだけだけど」

『ああ、その真まっ直すぐな考えが羨うらやましい……』

　全部が全部、そんな風に考えられたら楽だよね。

　しかし、このまま黙って島の入り口に立っていても仕方がない。夏野の言葉通りではないが、先に進むしかない。

「そうね、当然目指すのは、煉獄館でしょうね。この自然豊かな島でキャンプを張る理由もないだろうし、敵もそこにいるに決まっているわ。どう思うかしら、そこのメイドとカラスは」

「ああ、同感だね。この島の自然は手て強ごわくて、下手に足を踏み入れようものなら三日は帰って来られないと評判さ。岩場は険けわしいし、森林も厄介と来ている。侵入者を迎げい撃げきすることも考えれば、煉獄館をベースキャンプとしているのが普通だと思うよ」

『ですね』

「と、専門家の意見もあるし、間違いないわ」

『専門家なのか？』

　あんたら、メイドとカラスだよね。まあ、この島で過ごしていた人間が言うのだから間違いではないだろうけど。

　とにかく、目指すべき場所は決まった。島の奥に存在する煉れん瓦が造づくりの洋館、姫萩家の居住していた煉獄館だ。

『それじゃあ、早く行こうぜ』

　そう勇んで、森へと一歩を踏み出し。




　カチリと。

　何処かで聞いたことのある乾いた音を、足元で聞いた。




『…………おう』

　何かを考えるよりも早く、全身が震ふるえ始はじめる。

　この感じ、覚えがあるぞ。

　罠だ。トラップだ。

　誰もいないと思ったら、まさかこんな卑ひ劣れつな手段で来るなんて。

『くそっ、やっぱり俺達を無事に行かせるつもりはないらしいな！』

『あ、ごめんなさい春海君、それは僕の仕掛けた罠です』

『お前かあああああ!?』

　まさかのフレンドリーファイヤだった。敵って普通、自分の前にいるものなんじゃないの？　どうして後ろからやられるんだよ。督とく戦せん隊たいかよ。

『いやー、以前に仕掛けたトラップが残っていたようですね。折角仕掛けた罠だ、解除するのも何だと思って、そのままにしておいたんですよ』

『お前ふざけんなよ!!』

『ちなみに、そのトラップはスイッチを押した後、その場から離れた瞬間に発動するタイプですね。痛い目に遭あいたくないなら、そこから動かない方が良いですよ？』

『何なんだよ、お前！　何なんだよ!!』

　さっきまでの少し真面目な雰囲気が一気に吹っ飛んだよ！　何なんだよ！

『紅葉と僕が過ごした島に勝手に侵入する方が悪いんじゃないですか？』

『いや、だから現に、向こうの奴らに占拠されちゃっているだろ。つーか、あいつら、別にトラップに掛かっていないじゃないか。侵入者を撃退出来ないトラップとか、何の為に仕掛けたの？』

『く、トラップのことで春海君に責められるなんて……!!』

『それよりもっと反応すべきところがあるんじゃないのか!?』

　妙なところで悔しがっているカラスであるが。

『ふふふ、しかしこのトラップ一つ回かい避ひされたところで、別に問題はありません!!』

『おい、まさかこの先にもあるんじゃないだろうな』

『そりゃありますよ』

『随ずい分ぶん軽く言ったね!?』

　まだまだ味方から撃うたれる可能性があるのかよ。

　そう言えば以前にこの島に来た時も、煉獄館に辿たどり着つくまでに、多くの罠を見かけた覚えがある。あの時は、真っ先に突っ込んで行ったマキシ率ひきいる黒服の皆さんの犠ぎ牲せいと、そして貴き重ちようなドＭバリアーの効果により、俺達はそれほど被害を受けることなく館やかたまで到達出来たのだが。

　しかし今回、俺達の人員は限られている。使い捨てにして良い人間はいない。

　それなのに。

『いやー、全部のトラップに掛かっていかないと、先には進めないみたいですね！　いやいや、困ったなー』

『嬉うれしそうなのはどういうことだ、このシスコン罠ガラス。罠に掛かることを思いっきり期待しているだろっ!!』

　怒りと、そして背筋を這はう悪お寒かんに従い、どうせ罠に掛かるぐらいなら巻き込んでやろうと、カラスに覆おおいかぶさるようにして跳ちよう躍やく。

『死なばもろとも！』

『なっ!?』

　次の瞬間。予想を遙はるかに超えて広こう範はん囲いに降ふり注そそがれた竹たけ槍やりが、俺と九郎さんをまとめて吹っ飛ばしたのだった。

　地面をごろごろと転がっていく犬とカラス。

　下手したら死んでいたよね、例によって。

『さすがは僕の仕掛けた罠ですね！　全身にビンビン来ます!!』

『じゃあ自分だけ罠に掛かれよ。自慢の罠に掛かるんだから本望だろ。ほら、早くしろよ』

『いやいや、罠というのはやっぱり、他人を引っ掛けてこそですし』

『おーい誰かこいつをどうにかしてくれー』

　よし、こうなったら、カラスを放ほうり投なげて確かめて行くとしよう。カラスバリアーを一々張るのは面倒だが、俺達の安全の為には仕方のない犠牲だろう。




　進むのは、煉獄館へと続く森。

　と言っても整備された道などはなく、その上カラスの仕掛けた罠だらけなので、慎重に進む必要がある。こちらは少人数、誰が失われる訳にもいかない。相手方の全容も分からないこの状況下、不安要素は出来る限り取り除いていくべき。

　徐々に、相手に気付かれないように、進んでいくべきなのだ。

　だというのに。

「ッせい！！！」

　轟ごう音おん。

「ッだらぁ！！！！」

　爆音。

「ッておぁぁぁぁぁ！！！！！」

『……あの』

　超騒がしいです。

　先頭を行く夏野さんが、ハサミで大木をばったばったと薙なぎ払はらっているのはどういうことでしょうか。もう気付かれる気付かれないって問題じゃねぇよ。これに気が付かない人間なんている筈ないし。

『いやもうちょっと慎重に行こうよ！　何なの、欲求不満な木こりなの!?』

「だって、ハサ次郎が獲え物ものを求めているんだもの。たまにはこうして斬きったりしないと、ハサ次郎が不満を訴えるわ」

『今やらなくても良いでしょ？　もうちょっと考えろよ』

　何なの、ダインスレイフなの？　あと全然たまにじゃないよね？　斬ってるよね？

「何言ってるの。こうするのが一番手っ取り早いじゃない。以前の罠が仕掛けられているかもしれないんでしょう？　根こそぎ潰つぶしていった方が、結果的に早く着くわよ」

『それはそうだけど。自然保ほ護ご団体が見たらブチ切れる光景だろ、これ』

　しかし自然の破壊者たる夏野は、自分が引き起こした惨さん劇げきを見ようともせずに言う。

「あら、必要があってしていることだから仕方がないじゃない。それに、もし私がやらなかった場合、どうなると思う？」

『どうなるんだよ』

　俺の疑問に、夏野は無言で背後を指さす。

　少し離れた後方、そこには、夏野が切り開いて平へい坦たんになった道を、ゆっくりと進んで来る紅葉と佐茅、おまけのカラスの姿があって。

「お嬢様、何か不ふ都つ合ごうはございませんか」

「はい、問題ありません。快適です。場合によっては、この天鳥船に搭とう載さいされた火力を使おうかと考えていたのですが」

「お嬢様が手を下す必要はありません！　いざとなればこの森もり部べ佐茅、この肉体に鞭むち打うってでも道を拓ひらきますので！」

「そうですか」

『そうだよ紅葉！　いざとなれば僕も、紅葉を導みちびく春告鳥となって、何処までも飛んで行くよ！』

「……」

『無視なのかい!?』

　などという愉ゆ快かいな会話が聞こえて来る。

　危なかった。

　夏野が動かなかったら、紅葉の万能車椅子『天鳥船』に搭載されている武ぶ装そうが火を噴いて、森ごと壊滅していたところだった。あの遊園地で見た威い力りよくを考えるに、もう下手したら屋敷まで全て吹っ飛ばしてしまいかねない。あんなミサイルの威力、二度と見たくない。だってあれ、遊園地のアトラクションを吹き飛ばすレベルだよ？　それはもう自然破壊ってレベルじゃねぇ。地球がＳＯＳを発するクラスの惨劇だ。

「ほらね？」

『いや、「ほらね？」とか言われても、結局島の生態系がピンチになる事態は避さけられないんですね……』

「人間あっての自然。人間もまた地球の一部。人間をないがしろにしての自然保護なんて、何も意味はないということよ。師し匠しようはそれに気が付かなかったの」

『誰だよ師匠って。つーか、だからって、破壊していいということにはならないと思うんですけど、どうなんですか？』

　その理屈だと、つまり夏野は自然を通して人間を破壊していることになりゃしないだろうか。いや、変態とかを頻ひん繁ぱんに破壊しているとは思うけれど。

　しかし、夏野の暴ぼう虐ぎやくのおかげもあって、道行きは随分と楽になった。道中に仕掛けられているトラップに引っかかることもない。前回来た時とは比べ物にならないほどの、順調な歩みを経へて。

　数分歩いた後、ようやく森の終わりが見えて来た。

『良し、もうすぐだな！』

　これで罠から抜けられると、高まったテンションが、更に歩を進める。

　鬱うつ蒼そうと茂った森だったが、木々の隙すき間まが広がってきたせいか、陽光も段々と強さを増して来る。遠くには、赤い煉瓦造りの門と、そこから左右に延々と伸びている壁がかすかに見える。

　煉獄館まで、あともう少しだ。

　この島を占拠したであろう人物も、きっとあそこにいる筈。

　一体何が目的でこんなことをしたのか確かめなくてはならない。

　さあ、物語を進めようじゃないか。

「……止まりなさい、駄犬」

『夏野？』

　意い気き揚よう々ようと、歩を進めようとした俺の動きを、夏野の声が止める。

「気を付けなさい。何かがいるわ」

　夏野の、猛もう禽きんのように鋭い視線が、周囲を走って行く。鬱蒼と茂る森の中、俺には感じられない何かの襲しゆう来らいを感じ取っているかのように、緊迫した表情を浮かべて、辺りを窺うかがっている。

　釣つられて俺も、鼻を動かして匂においで探ってみようとするものの、しかし植物と土の匂いに紛まぎれてしまい、何も感じられない。犬としては大変不ふ名めい誉よな有様ではあるが、だって仕方がないではないか。俺の鼻は本の匂いを嗅かぐことに特化しているのだ。危険の匂いを感じ取るなど、俺の仕事ではない。

『……ん、いや？』

　強い匂いを感じる。

　これは、鉄の匂いだ。

　植物と土の匂いに混じって感じる、鉄の匂い。そして僅わずかな血の臭い。

　一瞬、今も夏野が油ゆ断だんなく構えている、その自じ慢まんのハサミから漂ただよって来るものだろうかとも考えたが、違う。夏野の持つハサミは、俺か鈴菜に向けて振り下ろされることが日常となっている為、ほとんど俺達の匂いが染み付いているのである。俺達の匂いが移るくらい攻こう撃げきされているかと思うと、もう真剣に悲しくなって来るので嫌なんですけど、しかし残念ながら事実だ。

　今、俺が感じ取った鉄の匂いは、それとは違う。

「来る、わよ」

『……え？』

　夏野の声。

　そして、一層強くなる鉄の匂い。

　次の瞬間には、地面を揺らす振動と激しい音がして。背後、つい先程俺達が歩いて来た道の途中から、その姿が現れる。

　木々をなぎ倒しながら、突とつ如じよ出現したもの。

　そしてこの場所には似つかわしくないもの。

　結論として。目の前に、戦車が現れた。




『はぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああ!?』

　戦車!?　何で!?

　突然現れた威い容ように、驚おどろきの声を上げ。

　一瞬落ち着いて、もう一度見直しても、目の前には戦車がいた。

　雄お々おしく伸びた砲ほう塔とう、大地を踏みしめる幅広のキャタピラ、強きよう靭じんな装そう甲こう、そして深緑色の武骨な車体。目の前に立つ夏野を遙かに凌りよう駕がする全高は、俺の視点からすれば鉄で作られた巨像のようにすら見える。

『いや、落ち着いている場合じゃない！　何で戦車がこんなところに!?』

「あら、久し振りに見たわね」

『久し振りなの!?　一般人はまず見ることがないのが戦車なんですけど!?』

　映画の中では見ることはあるけれど、しかし日常生活でお会いすることはまずない。そんな戦車が、目の前に現れた。これは日常が戦場と化したが如き、最上級の異常事態である。この島はいつから紛争地帯になったんだ。

「落ち着きなさいよ、駄犬。たかが戦車じゃない」

『落ち着けないよ！　と、とりあえず逃げないと!!』

　戦車は、木々をなぎ倒しながらこちらへと近付いてくる。それは、明らかに俺達の存在を認識している。それなのに、どうして夏野さんは平然としているのか。

「あら、こんな良い獲物を前にして、何で逃げなきゃいけないのよ」

『獲物じゃないからかな!!』

　どう考えても、俺達の方が獲物だ。あの巨体で蹂じゆう躙りんされて、そのまま酷ひどい目に遭う役目ですよ。歩兵が戦車に立ち向かおうとしている時点で、ただのスプラッタな未来しか見えない。

　しかも、背後から出現して道を遮さえぎってしまっているせいで、後続の紅葉達とは分断されてしまった。紅葉の武装を発動させない為に距きよ離りを取っていたのが裏目に出てしまったようだ。だって、こんな良く分からない化け物が出てくるとは思わないじゃないか。

　しかし夏野は、依然として不敵に笑う。

「最近、ちょっと身体が鈍なまって来たところだったのよね。丁ちよう度ど良いわ」

『いや、俺を毎日のように攻撃してらっしゃいますが、それでもお前は身体が鈍っているの？　じゃあ俺の犠牲は何なの？　お前の身体にとって何の負担にもならない程に軽めの運動なの？』

「そんな私のリハビリと、そして肩慣らしに、丁度良い物が出て来てくれたんだから、それはもう丁てい重ちようにおもてなししてあげないといけないわよね？」

『お前何言ってんの!?』

　俺の言葉を一切聞く気配を見せず、夏野は太もものホルスターから銀色のハサミを引き抜くと、そのまま右手に構える。

「アナタは下がってなさい。大丈夫、戦車を斬ったことは今までにないけれど、やってやれないことはない。タワーやアトラクション、犬も斬ったことがあるんだから大丈夫よ。大切なのは、真実に向かおうとする意志なのだから」

『お前、大丈夫なのか？』

　もう呆あきれることしか出来ない俺をよそに、夏野はやる気だ。一度、牙きばを剝むくように笑って、力を溜めるように姿勢は低く保つ。

「いくわよハサ次郎。それじゃあ一狩り、しようかしら!!」

　そう叫んで、夏野が跳とぶ。

　しかし、夏野の跳躍と同時、戦車もまた動いていた。

「──ッ!?」

　爆音。

　戦車の砲塔が、火を吹いた。

　森全体を揺るがすような轟音。そして振動。

　火薬の匂いが、辺りに満ちる。

『う、撃ちやがった!?　おい、夏野!?』

「へえ、まさか撃ってくるとはね」

　異常事態に、しかし返ってきたのは余裕の声。

　あらかじめ少し距離を取っていた俺ですら、昏こん倒とうしそうになるほどの轟音に、しかし夏野は怯ひるまない。砲撃が行われる寸前、適当に摘つみ取とった葉っぱを耳に詰め、即席の耳みみ栓せんとして利用していたらしい。

　結果として、砲弾での攻撃は夏野に影響を与えることなく。そのまま森の奥へと飛来して行くことになった。何本もの木が倒れこむ音だけが聞こえて来る。

　倒れた木々が今来た道を塞ふさぐ。木の向こうを見回すが、紅葉達の姿は見当たらない。何処かへ避ひ難なんしたのか、もしくは向こうにも何かしらのトラブルが発生したのか。

「貰もらったわよッ！」

　一方で、倒れた木々を踏み台にして、夏野は戦車に肉にく薄はくする。

　そして軽々と、自らの身長より遙かに大きな戦車の車体に足を掛け、そのまま装甲を駆け上る。その様子は、まるで巨大な石像に挑いどむ戦士のような身軽さで。

　しかし、戦車もただでは終わらない。夏野が取り付くことを拒絶するかのように、高速でキャタピラを回転させ、急激に後方へと下がり始めたのだ。

　自身で一度折った木が障害となるも、しかし戦車の巨体はそんなものなど物ともせずに、高速での離り脱だつを敢かん行こうする。それは普通の自動車にも引けを取らない速度で、夏野はそのまま振り落とされてしまうかと思えたが。

「甘いッ！」

　夏野はハサミを突き刺し、それを手がかりにして車体に取り付く。今にも振り落とされそうな体勢だが、しかし、深々と刺さったハサミは簡単に抜けようとはしない。

『……どういう光景なんだよ』

　いや、普通戦車の車体って、ハサミでどうにかなるものではないですよね。夏野のハサミがおかしいのは十分知っていたけれど、戦車の装甲もどうにか出来るんだ。へえ、俺はそんなもので攻撃されていたんだ。つーか、戦車ってあんな風に動けたのかよ。まるで生き物みたいだ。

　夏野はなおも激しく揺さぶられていたが、そのまま腕の力で身体を引き上げると、戦車の上部、ハッチがある辺りにまで登って行き、内部の様子を確かめようとする。ついでと言わんばかりに、戦車の装甲を斬りまくって。

　しかし戦車も、内部に侵入させまいとしているのか、まるで暴れ牛のように、ランダムな軌き道どうで周囲を走り回っている。

　接近された場合用の装備はないらしく、闇やみ雲くもに動き回って夏野を振り落とすしかないのだろう。不安定な体勢が災わざわいしてか、夏野の攻撃も精せい彩さいを欠いていて、決定打を与えられない。

『おい夏野、止とどめを刺すんだったらさっさとしろよ!!』

「落ち着きなさい駄犬。成なる程ほど、段々分かってきたわ。そういうことね。さてこの場合どうするのが良いのかしら、やはりキャタピラを全て斬り落として行動不能にするのがセオリー？　それともエンジン部分だけ斬り落としてみる？　いや、いっそのこと、中の人間を引きずり出して、拷ごう問もんをした方が……」

『うわぁ……』

　戦車にしがみつきながら、物ぶつ騒そうなことを言い始める夏野。

　一歩間違えれば振り落とされて、そのまま下敷きにでもなりかねない状況なのに、何を悠ゆう長ちようなことを言っているんだろうか。

　しかしまあ、そんな風に言いたくなる気持ちも、分からなくもない。いかに地上戦であれば最強と言える戦車といえども、相手が夏野霧きり姫ひめでは分ぶが悪い。

　夏野霧姫が、こんな戦車如きにやられるなどという未来なんて想像つかない。

　さっき言っていた通り、身体が鈍っているというのも本当かもしれないし、ひょっとしたら『何か執筆のネタになるかも』とでも考えているのかもしれない。

　夏野は完全に遊んでいる。そして、その結果として、森がどんどん破壊されていく。

　貴重な緑が、夏野と戦車の争いの余波で、次々とどうにかなってしまう。

　えっと、ここって、一応は姫萩家の所有する私有地なんじゃないの？　いくら占拠されているとはいえ。こんなにメチャメチャにしてしまったら、後で多額の請せい求きゆうがされるのではないだろうか。

『はぁ……』

　溜ため息いきを吐きつつ、俺自身も悠長なことを考えているなぁ、と思いながら森の中を改めて見回した瞬間。更なる振動と、音を感じる。

『……へ？』

　つまり、また戦車が出ました。




　木々をなぎ倒しながら現れたのは、新たな戦車。それも三台。

　夏野がしがみついている戦車を三方向から囲い込むようにして出現する。

　新たに現れた戦車達の砲塔が、一斉に動く。

　その、禍まが々まがしい砲塔が向かうのは、勿論。

『……夏野ッ!!』

　危険を知らせる叫び声と同時、音が爆はぜる。

　三つの砲塔が、同時に火を吹いたのだ。

　いきなりのことに、反応が遅れた。

『うわぁ!?』

　至近距離で発生した音と爆発に、ミニチュアダックスフンドの全身が為なす術すべもなく吹き飛ばされる。空中に投げ出されたらしい、ふわふわとした感覚に全身が包まれる。

　自分が今どのような状況にあるのかが、分からない。果たして下を向いているのか、上を向いているのか、それとも回転しているのかさえ。しかしこのままでは、すぐに落下することになるだろう。

『グワーッ!?』

　地面に叩き付けられることを覚悟して。

　しかし、不意に何かに身体を摑まれ、そのまま振り回される。

　強引に、俺のことなどお構いなしに。

『う、うおぉぉぉぉぉ!!』

　何が起こったのか、俺はどうなっているのか。

　耳の近くで鳴るのは高い金属音。何かが燃えるような匂い。息を吐く音。それら全てが渾こん然ぜん一体となった、まるで台風に巻き込まれたかのような大騒動が、俺の周囲で展開している。それに何も抵抗出来ないままで、ひたすらに翻ほん弄ろうされ。

　不意に、全ての音が止んだ。

　同時に俺の身体が放されて、そのまま地面に叩き付けられる。

『ぐへっ』

「全く、愚犬を気にしながら動くのは大変ね」

『……お前かよ』

　大体想像はついていたけど。

　予想通りに、夏野だった。俺をこんな目に遭わせるのは基本的にこの人。

　いや、夏野の理り不ふ尽じんさを嘆いている場合ではない。

『ってか、急に何をしやがるんだよ！　戦車が三台もやって来たんだぞ！　早く逃げないと!!』

「戦車って、どれのことよ」

『そんな悠長なことを言っている場合じゃ……って、あれ？』

　前を見ても、そこには三台の戦車の姿は無い。

　あるのは、何だか黒い煙を吐き出している鉄くずばかりで。

『……はぁ？』

「全部壊しちゃったからもう戦車じゃないわよね」

『壊しちゃったの!?』

「ちょっと斬ったら壊れちゃったわ」

『ちょっと斬ったくらいでこうなる訳ないだろ!!』

　あの鉄くず、戦車のなれの果てかよ!!

　最初の一台＋新手の三台、計四台の戦車を、壊しちゃったんだ!!

　それはもう人間の仕し業わざじゃないよね。うん、絶対に人間業じゃない。つーかターミネーターとかでも無理。もっと邪悪で強大な、暗黒卿きようとかじゃないと無理だろ。

「誰が暗黒面に落ちたですってぇ？」

『お前常に暗黒面だろ！　全身黒い格好だし!!』

「うん、戦車のようになりたいのなら最初から言いなさい」

『お願いだから止やめて下さい。つーか、どうやったんだよ、あれ』

「簡単よ？　とりあえず最初の戦車を斬って、次に右の戦車を斬って、真ん中の戦車を斬って、最後に左の戦車を斬っただけだから。ああ、そう言えばついでに、吹っ飛んでいたアナタの身体をキャッチしたわね」

『いや、それ説明になってないからな』

　簡単に聞こえるけど、やっていることが異常だから。

　助けてくれたのはありがたいけど、しかしちっとも理解出来ません。

　本当に、どうかしている奴だ。

『お前の身体は一体どうなっているんだよ』

「私の身体を調査したいなんてとんだエロ犬ね……良いわ、折角だから見てなさい。丁度追加の獲物もやって来たようだし」

『え、獲物って』

　嫌な予感。

　夏野の視線が向けられている方向に、嫌々ながらも視線を向けて。

　そこにいたのは、戦車の群れだった。




『うわぁ、戦車がいっぱいいるぅ』




　違う。

　思わず幼児退行を起こしている場合ではない。

『本当に何が起こっているの!?』

　ここは大破壊後の世界だとでもいうの!?

　戦車だけではなく、バスみたいな形のものや、バイクや、お神輿みこしまでも俺の目の前に集合している。どれにも機き銃じゆうや砲塔といった武装が載のせられているので、一応戦車と言い張ることは可能かもしれないが。つーか多過ぎますよ。一個人が持っていいのは精々十二台までだろ！

『まさかお前、これを全部相手にしようと言うんじゃ……』

「さあ、それじゃあ張り切って行くわよ」

『やる気一杯だ!!』

　全部を相手にしようとしているらしい。

　四台を破壊した時点でこうなることは分かっていたのかもしれない。

「という訳で私は少し遅れるわ。アナタ、やっぱり邪魔だから姫萩紅葉達と一緒に煉獄館に先行していなさい。すぐに追いつくから」

『あの、今からでも考え直しては』

「さあ行くわよハサ次郎、今日はパーティーよ！　全部まとめてスクラップ置き場にぶち込んでやるわ!!」

　そんな、バーバリアンみたいなことを言ったかと思うと。

　夏野はそのまま一番近くの戦車に飛び乗り、そのまま破壊活動を行いながら、森の奥へと消えていったのであった。


　　　　　　　　



『……えっと』

　取り残された俺はどうすればいいのか。

　耳を澄ませば、遠くから砲撃音と、破壊音が聞こえて来る。どうやらお楽しみの真っ最中らしく。要するに、俺だけが放置されてしまったと、そういうことらしい。

『いや、どうなの？』

　こんな、戦車がほいほい出没するような危険な島で一人ぼっちにされるとか、飼い主としての責任は無いのかよ。まあ、飼い主が近くにいたらいたで、俺が酷い目に遭うので、そこのところは痛し痒かゆしですが。

　まあ、くさっていても仕方がない。森を行くもう一組、紅葉達と合流しようと歩き出す。不幸中の幸さいわいという奴で、周囲は戦車と夏野が暴れ回ったおかげで完全に踏み荒らされており、罠の類たぐいも根こそぎ吹き飛んでしまっているようだった。

　とにかく、まずははぐれた後続組と合流するべきだ。ひょっとしたら、あの戦車の目的は、俺達の分断だったのかもしれない。この何が起こるか分からない島の中で、一匹でいるのは危険だ。

　歩を進めようとした瞬間、背後の草むらから物音が聞こえた。

『……うおッ!?』

　また何か新たな刺し客かくか、それともトラップかと、身体を強ばらせるも。

　枝をへし折りながら現れた、その姿は。

「和かず人ひとさん？」

『……な、何だ、紅葉か……良かった、無事だったんだな』

　車椅子に乗った和わ装そうの作家、姫萩紅葉だった。

　しかし、現れたのは紅葉一人だけだ。一緒にいる筈の九郎さんやメイドの姿が見当たらない。紅葉が一人で行動することなんて考えられない。まさか、向こうは向こうで何か刺客が差し向けられたのだろうか。

『あれ？　九郎さんはどうしたんだ？』

「……」

『あのメイドもいないし……まさかそっちにも戦車が襲ってきたのか？』

「…………？」

『紅葉？』

　言葉を投げかける、しかし紅葉は反応を返さず。ただ、静かに無表情のまま俺を見つめて来るだけ。まるで、俺の言葉自体が聞こえていないかのようで。

『……ああ、そうか』

　俺と紅葉は、言葉が通じないのだった。

　普段ならば言葉を仲介する九郎さんがいるから気にしていなかったのだが、こうなるとどうしようもないのだ。

「和人さん？」

　項うな垂だれた俺の反応を窺うように見下ろして来る、無表情な紅葉の顔。

　今、紅葉に対して、俺の言葉は届かない。その状況に、僅かに安あん堵どしている自分がいるのを感じる。

　言葉が通じるのであれば、会話が出来てしまう。

　そうしたら、俺は何を言ってしまうのか分からない。




　──姫萩先生に、余計なことを教えた奴がいなかったか、ってことですよ。




　紅葉の顔を見る度に思い浮かぶ、菜沙の言葉。

　それは、まるで呪のろいのように俺の脳裏に張り付いている。この二人きりという状況下なら尚更、頭に浮かんでしまうことで。

　柊ひいらぎ菜沙は、姫萩紅葉の喪失を告げて。

　そして、姫萩九郎はその責任の在処ありかを話した。

　ならば、当の本人である姫萩紅葉自身は、今何を思っているのか。

「……和人さん？」

『ッ!!』

　頭上から落とされる声が、まるで俺を責めているかのように聞こえる。

　見下ろしてくる紅葉の無表情を、その湖こ面めんのように澄んだ瞳ひとみを、今の俺は、真正面から見ることが出来ない。

　紅葉の顔に視線を向けることが出来ず。

　かといって、何か言葉を掛けることも出来ず。

　どうしようもなくなった俺は、とにかく煉獄館への道を急ごうと、森の外へと勢いよく飛び出して。




　カチリと。

　ついさっき聞いたばかりの音を、足元から聞いた。




『…………え？』

　これは罠ですね、疑いようもなく。

　どうしようかと考える暇ひまもなく、地面から伝わってくる振動に変化が起こる。

　何か、爆発寸前の機械の上に乗っかっているかのような、そんな不安。

　危険でいっぱいな日々を生きている俺の、鍛きたえ上あげられた第六感が、全力で警けい鐘しようを鳴らしている。

　これは、シャレにならない何かが起こるのではないだろうか。

　地面から、何やら、機械音のようなものが聞こえて来た。

　その音はどんどん近くなって、地面の揺れも激しくなる。

　何かが俺に向けて全力で突進して来るかのような、そんな威圧感を覚えて。

　瞬間的に、視界がぶれて。

　浮遊感が、全身を包んで。

『う、うひゃおおおおおおおおおおおいいいいいぃぃぃいいい！！！！！』

　そして俺は。

　空を飛んだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【監獄島】……　かつて姫萩家が暮らしていた島であるが、現在では無人島となっている。仕掛けられた罠は現在でも残っており、この島に住む野生動物は皆、罠を回避する技能に長たけたスーパーアニマルと化しているらしい。




















『……うーん』

　うめき声と共に目を開く。沈んでいた意識が、覚かく醒せいする。

　鈍にぶく痛む頭。何か悪夢を見ていたような、そんな気がする。

　夢の内容を思い出そうとすれば、頭痛は更に酷ひどくなり、心ごと締め付けて来る。思い出さない方がいいのだと、無意識が告げている。

　何より、今はそんなことを考えている場合ではない。

『何ど処こだ、ここ……？』

　どうにも見覚えのない場所にいる。

　記憶は、森の中を歩き、戦車に出会い、更に紅葉もみじと遭そう遇ぐうした後、罠わなに掛かった時点で途と切ぎれている。周りに人の気配は感じられない。俺は紅葉から離れ、たった一匹だけで、この見たこともない部屋に連れて来られたらしい。一体、どういう罠だったんだろうか。少なくとも意識は失うタイプの奴だろう。

　しかし、幸さいわいなことに、俺の身体からだは問題なく動く。目覚めてみたら足が一本ありませんでした、みたいな事態に陥おちいっていなくて本当に良かった。つーか考えただけで恐ろしい。本を読むのに、今以上に苦労することになる。まあ、本を読むだけなら、最悪目と脳が残っていれば何とかなるかな……いや、何ともならないな。




『と、言ってもだな』

　身を起こして、周囲を見回す。狭せまい。俺が生前暮らしていたアパート、住すみ谷や荘そうの一部屋分よりも、なお狭い空間だ。部屋の壁かべには、扉とびらが一つだけ。他にあるのは、たった一つの物だけ。実に重要な物が、部屋の中に置かれている。正直、あまりにも重要過ぎて、むしろ考えないようにしていたことなのだが。

　部屋の中には、本があった。

　否。本しかなかった。

　本　本　本　本　本　本　本　本　本　本　本　本　本　本　本。

　ひたすらに、大量の本だけが、存在していた。

『な、何だここ!?』

　部屋の四方を囲うのは、本棚。それも小さな本棚ではない。床から天てん井じようまで届くサイズの本棚が、扉のあるスペース以外の壁を、きっちりと埋うめていた。

『何だここ!?　何だここ!?』

　更に驚おどろくべきことに。

　俺が横になっていたガラス張りの床、その向こう側にもまた、本が存在していた。

　丁ちよう度ど一般家庭のキッチンにある床下収納スペースと同じような形状、しかし床全体が透明なので、床下にみっしりと詰められている本棚が透すけて見えるのである。

『何なんだ！　何なんだここぉぉぉぉ！！！』

　更に更に、更に驚くべきことに。

　見上げた天井もまた、本で埋まっていた。

　勿もち論ろんそのまま本を置いておいても、重力に従って落ちてしまう。だから天井にある本は、全すべてバンドのようなもので固定され、余計なスペースは一ミリも存在しない。天井の色すら見えない程に本で埋め尽くされている。壁の本棚に梯子はしごが設置されているところを見ると、そこを上がって天井の本を取るのだろうか。

　四方の壁。床。そして天井。

　まさかの、六面全てが本棚というこの部屋。

　ここまで素す晴ばらしい部屋が、夢のような光景が、現実世界に存在するだなんて思いもしなかった。本は壁の本棚にしまうものだという固こ定てい観かん念ねんを、徹てつ底てい的てきに破壊し尽くした部屋。まさに読書バカの夢を具現化したかのような部屋である。

『……うおお』

　見ているだけでテンションの上がる光景。テンションが上がり過ぎて、逆に冷静になってしまう。恐らく、上がり過ぎたテンションがオーバーフローして一周してしまった為ためだろう。こんな経験は初めてだ。

　古い紙の匂においと、インクの匂い。

　俺を昂たかぶらせる、全ての空気。

　こんな場所が地上に存在していて良いのだろうか。それとも。

『まさかここ……天国か!?』

　そうとしか考えられないじゃないか。それ程までに、この部屋は素晴らしい。

　俺は本が好きだ。読書バカだ。多くの本を所有しているし、過去に設置してきた本棚も、そんじょそこらの奴には負けない。ちょっとしたものだと自負している。

　しかし、この部屋の様子はどうだ。

　今までの俺が中ちゆう途と半はん端ぱだったと、そう実感してしまう。どうせやるならこれくらいやれよと、そう言われたような気分だ。神様、そうなんですね？　俺はこれからも本を集めて、本と共に生きて行けと、そう仰おつしやるんですね？　お前は本だ、本なのだ？　成なる程ほど、さすがは神様、言うことが違う。……などと。思わず、意味不明なセルフノリツッコミをしてしまうのも、この部屋の魔力か。うん、やっぱり頭がおかしい。

　しかし、ことここに至ってはしょうがない。やることは一つだ。

『……読むか』

　分かってる。分かってるよ、神様。

　確かに、今俺を包む様々な状況を鑑かんがみた時に、本を読んでいる場合ではないというのは分かっている。はぐれてしまった紅葉の行方ゆくえだって知れないのだ。

　しかしだ。俺も一匹の読書バカとして、成さねばならないことはある。

　何故、こんな部屋にいるのかは分からないが。今は、この本だらけの部屋に敬意を表し、本を読むべきではないのか。据すえ本読まぬは読書バカの恥……なんてレベルではない。視界全てが据え本で埋まっているのだから、読まない方が失礼というものだ。

『良し』

　覚悟は決まった。本を読もう。

　折せつ角かくならば、あの天井に詰まった本を読みたいものだが。しかし犬の身一つで梯子を上るのは少々骨の折れる作業だ……いや、やってみないでどうする。こんな可能性を見せつけられて、諦あきらめるのか、俺。俺ならば出来る筈はずだ。そう、可能性はいつだって無限大。俺の読書に懸かけるエネルギーがあれば不可能ではない!!

『やるぞ!!』

　本の神様よ、我に力を与えたまえ！

　さあ、未来に向かってＪＵＭＰだ!!

　そう、後ろ足に力を込め、果てしない跳ちよう躍やくをしようとした俺に。

「そこまでですわ!!」

　いつの間にか開いていた部屋の扉。そこから聞こえて来る叫び声。

　叫び声の主は、昨日も見た人物。そして、この監かん獄ごく島とうを占せん拠きよしたと思おぼしき人物。

　何処ぞのお嬢じよう様さまのような風ふう貌ぼうをした作家。

　水み無な川がわ真ま秀ほが、そこに立っていた。




『なっ……!?』

　本しかない部屋に突然現れた、水無川真秀。

　彼女は、扉のところで俺に向けて声を放った後、勢いよく近付いて来る。

　すわ攻こう撃げきされるのかと、思って身構えるが。しかし、真秀は俺の直前で足を止めると、ずいと身を乗り出し、頭上から俺に向かって叫ぶ。

「貴方あなた、この部屋が気に入ったんですのね!?」

『はいそうです!!　……はっ!?』

　思わず返事をしてしまった。こいつは敵だというのに、また俺の心を動かす質問をしてくるものだから、反射的に良い返事をしてしまったじゃないか。くっ、身体が勝手に。悔しい、でもその質問に対する答えはＹＥＳしかないもの!!

　俺の返事に、真秀は満足そうに微笑ほほえんで。

「そうですわ。そうですわよね！　ええ、やはり手間を掛けた甲か斐いがありましたわ。上下左右を本で埋め尽くすという荒あら業わざ、一度やってみたかったんですの！」

『確かにやってみたいな、それは!!』

「勿論、天井にどうやって本を配置するかについては悩みましたわ。そもそも取りにくいですもの。でも、そんな困難をあえて行うことにこそ、意味があるのですわ！　どうかしら！」

『はい！　超素晴らしいです！』

「ええ！　そうでしょうそうでしょう！」

『もう最高だよ！　強きよう靭じん！　無敵！　最強！』

　返事に力が入りまくりです。思わず、とかではなく、もうすっかり自分の意志で返事をしていますとも。

　今の僅わずかなやり取りだけで、このお嬢様系作家、水無川真秀の人物像を理解した。

　こいつは、俺と同じ、本を極度に愛している人間。

　勿論、俺の周りにいる人間は、大なり小なり本というものに対して人並み以上の意識を持っている連中ばかりだが。しかしこの水無川真秀は、特にその意識が飛び抜けているようだ。そう、俺と同じように。

　言葉を交わすよりも明確に、互いの意思が伝わることもある。水無川真秀という人物は、俺に近しい性質を持っているらしい。

「犬の言葉は分かりませんけど。しかし、本が好きだという話に間違いは無いようですわね。目が輝いていますわ」

『そ、そうかな……？』

　俺を抱き寄せて柔らかく微笑む真秀。そこには、あの倉庫で見せたような、不敵な様子などは無く。

「本当、素す敵てきですわ！」

『お、おぉ……』

　真秀はさわさわと俺の身体を撫なでていく。頭の先から尻尾しつぽにかけて、全身をゆっくりと。その触り方からして、相当な犬好きなのだろうか。随分と優しさが籠こもっている。

　ほら、俺の周りにいる人間って、どいつもこいつも犬を犬とも思わぬ振る舞いをするような奴ばかりなので、こういうストレートな行為は珍めずらしい。そのまま、撫でられる感触に身を委ゆだねそうになり、しかし、そんな場合ではないと思い至る。

『ちょっと待て、俺が本好きな犬だなんて、何処から知ったんだ？』

「あら、何か不ふ思し議ぎに思っているのかしら。ええ、貴方のことは、菜な沙ずなさんから聞いていたんですの。本が好きで、本の為に死ねる犬がいるということを」

『なっ!?』

　やはり、全ての情報元は菜沙なのか。春はる海み和かず人ひとと、そう名前を呼んだ以上、俺のことをそれなりに知っているに違いないのだが。言葉が通じる夏なつ野のや鈴すず菜なならばともかく、他人である菜沙がそこまで俺を理解出来るとは思えない。

　柊ひいらぎ菜沙。あいつは、何をどこまで知っているのか。

「本好きな犬だなんて、まさに運命！　って感じですわね！」

　分からないことは依然としてある。しかし、とりあえず今は。

『今は、こいつのことだよな』

　さっきから俺を撫で続けている真秀、どうやら彼女には俺の言葉が通じているという訳ではないらしい。ただ本が好きな犬がいると、菜沙から聞いているだけなのだろう。

　ならば、俺のやることは一つ。

　善良な、本好きな犬として振る舞い、こいつから情報を引き出すことだ。

　いわば、スパイ。あるいはハニートラップといった感じだろうか。真秀が監獄島を占拠した理由、紅葉に突っかかってきた理由も、上う手まく引き出さなければならない。

　その為には、冷静に行動することだ。何事にも動じることのない冷静さ、そしていざとなれば相手の喉のど笛ぶえに嚙かみつくような獰どう猛もうさで、知りたいことを聞き出す。そのミッション、この冷静沈着なクール犬にお任せあれ！

　全力でもって、ハードボイルドで不敵な笑みを浮かべる俺に対し、真秀はにこやかに笑いかけて来る。その笑みは柔らかく、本当に犬が好きだと思わせるもので、思わずこちらも態度が柔らかくなってしまいそうになる……が、沈着冷静だ。沈着冷静だ！

「それで貴方は、どんな本が好きなんですの？　わたくしはどんな本でも持っていますわ。読みたい本があれば、すぐに探してあげますわよ？」

『へぇ、やるじゃない真秀ちゃん。だが俺はプロだぜ？　果たしてＹＯＵは、俺がまだ読んでいない本を用意出来るのかい？』

「別にこの部屋だけではなくて、他にも同じような部屋がありますの」

『マジかよ早く見せて!!　……いやいや、他にもあるのかい？　詳しく聞かせておくれよベイビー』

「そんなに尻尾を振っちゃって、かーわーいーいーでーすーわー!!」

『ばっ、振ってねーよ！　これは……その……アレだ、風を感じているんだよ！』

　こうして、精一杯クールを演じている俺である。

　クールという概がい念ねんに関して勘かん違ちがいしているような気はするし、誰かから鼻で笑われそうな演技って感じもするけれど、しかし今はこれが必要ってことで頑がん張ばるのだ。

　今、俺を笑う奴はきっと怪け我がをする。ほら、真秀もすっかり油ゆ断だんして、俺に笑いかけて来るじゃないか。全くちょろい女だぜ。

「それで、貴方の為に用意した洋服の着き心地ごこちはいかがかしら？」

『はっ？　洋服？　洋服って一体何のこと……って何じゃこりゃぁ！！！！』












　びっくりした！

　さようなら沈着冷静!!

　だって俺、いつの間にか、凄すごく豪ごう華かな服を着せられているんですけど!?

　本に気を取られていて気が付かなかったよ！

　俺が着ていたのは、何と言うか、ドレスだった。

　全体にレースをあしらったフリフリの、スパンコールなんかもちりばめちゃった感じで、かなり肌触りのよい素材で作られた犬用の服を、俺はいつの間にか着せられていた。

　身体にばっちりとフィットするので、不快な感じは無いけれど。それでも犬に転生してからこっち、服なんて着る機会は無かったので、何だかむず痒がゆい。

「貴方の為に、特別に作らせたんですのよ？　ちゃんとサイズを測って」

『いつ測ったの!?』

　ひょっとして意識を失ってる間に？　俺ってば、そんなドレスを作れるような長い時間気絶していたの？

　つーか、大事なことに気が付いた。

　そもそも俺が気絶することになった、原因について考えるのを忘れていた。あの、足元から這はい上あがってくるかのような嫌な感覚は何だったのか。

　思わず床の方を見つめてしまった俺の疑問を察したのか、真秀が軽く言う。

「仕掛けた罠が上手く作動したようですわね」

『お前のせいかぁ!!』

　あのカラス以外にも、トラップを仕掛けるような奴がいたのか。

『あの罠、どんな代しろ物ものだったんだよ!!　何か、宙に浮くような感じがしたのは覚えているんだけど、それ以降が思い出せなくて。どんな罠を使えば、あの場から俺をここに連れ去ることが出来たの!?』

「自じ慢まんの罠だったんですのよ。それはもう、見事に飛びましたもの」

『飛んだ!?』

「ちょっと落としそうにもなりましたけど」

『落とす!?』

「まあ、無事に釣つり上あげましたし、良しとしますわ！」

『釣り上げる!?』

　不ふ穏おんな単語しかない。話を聞く限り、確実に俺はフライハイしているよね。

　まさか本当に、ここは天国だとでも言うつもりじゃないだろうな。その場合、このお嬢様も死んでいるんだけど。決着を付けに来た相手が死んでいるとか、軽くホラーですね。夏野たちもさぞかし対応に困るだろうな。

「まあ、おかげで無事、貴方をお迎えすることが出来たんですもの、罠を仕掛けて良かったですわ」

『良かったなんてことがあるかよ。頼むから、本当に何があったのか教えてくれませんかねぇ』

「下へ手たしたら命を失っていたかもしれませんものね」

『待てい』

　まさかの致死性。それはもう処刑装そう置ちですよ。

「そんな死の運命を乗り越えて、わたくしの元へと辿たどり着ついてくれたというのなら、それはもう運命のいたずらに決まっていますわね！」

『お前のいたずらの結果だろ!?』

　いたずらじゃねぇけど！　死ぬかもしれない罠だけど!!

　しかし俺の言葉は通じていないので、俺の非難も届くことはなく。真秀は俺を胸元へと抱き寄せて、うりうりと全身にスキンシップを浴びせて来る。

「かーわーいーいーでーすーわー」

『いやまずは弁明をしろって……気持ちいいなこれ！　いや俺にはこいつを糾きゆう弾だんするという使命が……マジ気持ちいい!!』

「ほれほれ、行きますわよー」

『だから……はぁんダメ！　俺には本が!!』

　どうすればいいんだ。俺の意思を、俺の身体が裏うら切ぎりまくっているんだけど。気を抜くと変な声が出ちゃうんですけど……すげぇ快感だ。何だこれ、脳がとろける。

　真秀はなおも、指をワキワキ動かして、俺の身体を狙ねらってくる。

「この前、偶然知り合ったペットショップの店長から教えてもらった、対犬決戦奥おう義ぎ・ドッグインヘヴン！　抜群の効き目ですわね!!」

『て、店長……？』

　それ、もしかして俺の知っている店長じゃないだろうな。そいつ、頭がややもっさりしていたりしなかったか。以前、九く郎ろうさんが同じような目に遭あっていたのを見て、うわぁ気持ち悪いとか思ったものだけど、いざ自分がやられるとこうなるんだな。端はたから見たら、さぞかし気持ち悪い感じになっているんだろう。

『うぅ……はぅ！　ひぅ!?　も、もう……らめぇ……』

　しかし効果は抜群で、そろそろ快楽で完全に堕おちそう。

　マズイ、俺には使命が……使命ってなんだっけ。違う。そうだ、俺には解決すべき問題が……問題なんてあったか。いや、もう全てどうでも良いんじゃないだろうか。このままこの快楽に身を任せて、それで何か問題があるだろうか。

　心が溶けていく。

　下手したらこのまま成じよう仏ぶつしてしまいそう。

　あまりの気持ち良さに、いよいよ我を忘れかけたその時。

「おいおい」

　割って入った声が、真秀に向けられる。

「その辺にしておきなよ、ご主人」

　声の主は、いつの間にか扉を開き現れていた、執しつ事じ服ふくの少年。

　サイン会会場地下の倉庫に突とつ如じよとして現れ、そしてメイドの佐さ茅ちを一いち撃げきのもとに沈めた、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの人物。そう、真秀がこの場にいるのならば、彼だって当然ここにいるだろう。何故ならば彼は執事。主人の傍そばに侍はべることが、当然であるが故に。

「ワンちゃん可か愛わいい、でーすーわーねー！」

　しかし真秀の動きは止まらない。

「とりあえず落ち着け、ご主人」

　部屋の中に入り、真秀の視界の前に陣取る少年執事。その背中に大きなバッグを背負っているせいで、より大きくなった影が真秀の顔に差す。

「あら、いたんですの、佑ゆう斗と」

「あぁ、何度か声を掛けたんだけどな」

「何の用ですの？　見ての通りわたくしは忙しいのですけど」

「犬と遊んでいるのに忙しいだって？　ははは、相変わらず頭が愉ゆ快かいだなぁご主人」

「……お給料減へらしますわよ」

「良いさ、減らせるものならやって見せるがいい。僕はその分の仕事を完かん璧ぺきにしてみせるから、つまり働きに十分な見返りを用意出来なかったご主人の品格が落ちるだけのことだからな」

「口の減らない執事ですわね……！」

　主人に対するものとは思えないほどの毒舌をぶつけて来る少年執事……佑斗と、呆あきれた様子ながらもそれに付き合っている真秀。

　余裕たっぷりに振る舞う執事と、そこに突っかかっていく主人という様子は、どうも立場が逆なんじゃないかと思わせるが。しかしまあ、それは必要以上にお嬢様ＬＯＶＥなメイドを見慣れているせいだろうか。

『ふ、ふぅ、危なかった』

　ともあれ、真秀のスキンシップはようやく止やんだ。

　解放されたことによる残念さを振り払い、二人の会話に耳を澄ませる。

　そう、ちょっぴり忘れてしまいそうだったが、今の俺には使命があるのだ。凄く気持ち良かったけど。沈着冷静に、だ。今度機会があれば、もう一回やって欲しいけれど、自分の使命を忘れてはいけないのだ。

「でも、ご苦労でしたね、佑斗。このワンちゃんの回収作業」

『回収!?』

　どうあっても俺を冷静にさせちゃくれないらしい。何だよ、その不穏な単語は。俺、海底深くに沈んでいたりしたのかな？　財宝じゃないんですけど。

「本好きのワンちゃんだなんて、そんな素敵な子をわたくしのところに連れて来てくれるなんて、貴方を雇やとって初めて良かったと思いましたわ」

「別に、大した作業じゃなかったですよ。釣りは得意だし。つーか良かったですね、ご主人。初めての友人が出来て」

「初めてじゃないですわ!?」

「あっれー、そうだったんですね。僕はてっきり、初めて友人という存在を手にしたご主人が、初めてのことにテンション上がっちゃっているんだとばかり」

「失っ礼な！　友人くらいいますわよ！　います……いますわよ！」

「自分で言っていて悲しくなるんなら、言うなよご主人」

「悲しくないですし！　むしろ超嬉うれしいですわ！　嬉し過ぎてうっかり漏もらしかねないほど！」

「けしかけた僕から言うのもなんだけど、レディがそういうことはあまり言わない方がいい。あとその友人って、ステラと雷らい火かのことじゃあないだろうな？」

「わ、悪いかしら!?」

「別に悪くないですけど……ご主人はそう思っていても、向こうがそう思っているかどうかは微妙なところですよね。出来れば、もうちょっと交友関係を増やせご主人」

「何ですってぇ!!」

　うん。

『……何だコイツら』

　やたらと愉快な会話を繰くり広ひろげておりますが、何なの、コンビ芸人なの？　あと、お漏らしキャラをこれ以上増やさないで下さい。増えて嬉しいものではありませんから。

　お漏らしクライシスに呆れる俺を放ほうっておいて、二人の会話はなおも続く。

　というか、真秀が一方的に刺激され、暴れている感じだけど。

「わ、わたくしの交友関係については今は関係ありません！　そんなものはどうでも良いのですわ。いえ、どうでも良くはないですけど、後回しにしますわ！　それで佑斗、目的の物は見つかったんですの？」

『……目的の物？』

　あっさりと、真秀の口から飛び出した言葉に身を固くする。それはつまり、真秀がこんな暴ぼう挙きよに及んだ、その目的。島を占拠してまで、真秀が求めているもの。自らの執事に命令して、探させていたもの。それは、一体？

　耳を澄まし、一言も聞き逃さないように構える。

　佑斗は、頭を掻かきながら、面めん目ぼく無なげに応こたえる。

「まあ、一応見つかったのは、こんなものだが」

『何だ……ってフォー！！！』

　佑斗が、背負っていたバッグから取り出したのは、無数の本。

　狭い部屋の中、一瞬でインクと紙の匂いが広がる。

　何だそれ、君はサンタクロースか何かか!?　ありがとう!!

　バッグの口から零こぼれるほどの本を見て俺のテンションは俄が然ぜん高まるが、しかしそれを命じた筈の真秀は、憮ぶ然ぜんとした様子だった。

「それで、本命は見つかりましたの？」

「あー、それがねご主人、何処にも無かったんですよ。館やかたの隅々まで、それこそ地下通路までひっくり返したんだが、探していた物は無かったな」

「役に立ちませんわね」

「全くその通りなので言い訳はしないが、情報は本当に確かだろうな、ご主人？　わざわざこうしてやって来た、その目的の物、本当にここにあるのか？　さすがの僕も、無いものは見つけられないぜ？」

「ええ、ここに所蔵されているという史料を見つけましたし、確かな話ですわ。市場に流されたという話も聞きませんし、今もなお姫ひめ萩はぎ家の所有である筈。それでも無いというのなら……」

　思案する真秀に、佑斗は思い出したように告げる。

「ああ、ただ一か所だけ、厳げん重じゆうに封印されている部屋があったんだが、そこは調べていないぞ。とんでもない扉が付いていて、手持ちの武器じゃ突破出来なかった。あれは、館の主人の部屋って感じだったな」

「この館の主人……姫萩紅葉、ですわね」

　真秀は、何故か床の方を見つめて。

「佑斗、貴方でも突破出来なかったのなら、やっぱり詳しいことは本人に聞くしかない。そういうことになりますわね」

「やれやれ、最初からそうしていれば良かったんだ」

「文句ありますの？」

「ないですよー」

　ワザとらしく溜ため息いきを吐つく佑斗と、それに食って掛かる真秀。

　二人の話は聞いているだけで愉快だが、そして床に広がった本をちょっと確認とかしておきたいのだが、今は忙しい。さすがにそんな事をしている場合じゃない。

　判明した、今回の騒動の動機。

『真秀の目的。それは、何かを探すこと。しかも、形あるものを、だ』

　何処かで、目的の物がこの島にある、という情報を真秀は摑つかんだ。

　だから島を占拠して、邪じや魔まの入らない状況にして、それを執事に探させていた。

　にもかかわらず、目的の物は見つからなかった。

　だから、今から姫萩紅葉に直接聞かなくてはならない。

　それが、真秀たちの行動の流れ。これから二人は、紅葉のところへと向かうという。

　折しも、紅葉はこの島を訪れている。まさに敵の手中に、俺達は飛び込んできてしまったということだ。一刻も早くその事実を紅葉に伝えたいが、しかしここからこっそり逃げ出すなんてことはどうやら難しそうで。

『……それにまだ、十分な情報が足りない』

　真秀達が、一体何を探しているのかさえ分かれば、少しは対策も立てられようというものなのに。相手の目的がハッキリしないようでは、どうやっても準備は片手落ちになってしまう。断片的でもいいから情報を漏らしてくれと、そう願う。少しでもいい、口を滑すべらせてくれるならば。

「はあ、何処にあるのかしら……あの本」

『本探してたの!?』

　突然正解が転げ落ちてきた。ヒントどころじゃねぇ。口が滑ったとかじゃなくて、もうまとめて大おお雪崩なだれって感じ。いや、別にいいんだけど、もうちょっとさぁ、もうちょっと、もったいぶってから言ってくれても良かったんじゃないの？

「ん？」

『うっ!?』

　瞬間的にツッコミをしてしまった俺を、冷たい目で見下ろしてくる佑斗。

「おい、何だか犬が驚いているぞ、ご主人。ツッコミでも入れているみたいな」

「え？　別に驚いている訳ではないでしょう。わたくしの、本を探しているという目的に賛同してくれているに決まっていますわ」

「そうか？　僕には本気で驚いているように見えたんだが……」

　少年執事の冷たい視線が、俺に向かう。

「何を言っているんですの。このワンちゃんはきっと、わたくしが、以前から姫萩家の書庫に眠っている可能性のある書物を探していて、わざわざ姫萩紅葉に以前から探りを入れていたものの、しかしどうにもらちが明かないし、一度島に侵入しようとしても追い返されたので、姫萩紅葉とそのメイドが不在の隙を狙って、こうして島自体を占拠して本を探しているという、その目的に同調してくれているに違いありませんわ」

『ペラペラ喋しやべってくれてる!!』

　動機が全部明らかになりました！

　つーか犯人が全部自分でぶっちゃけてくれました！

　ああ、うん。俺も色々と、頭の残念な連中に会ってきたけれど。ここまで穴だらけの相手ってのは流石さすがにいなかったかな。少なくともトップ争い出来るぞ。

　逆にがっかりしちゃうな、こうなると……。

「おい、犬が呆れているぞ、ご主人」

「そんな筈ありませんわ。このワンちゃんは、本が大好きだということで。わたくしの探している本を実はちょっと読んでみたいと、そういう風に思ってるのですわ、ええ、間違いなく」

『いやまあ、それはそれで読んでみたいけど』

　だってそんな話をされたら読みたくなるじゃないか。

　こいつがここまで大がかりに動いてまで探している本なんて、そりゃ読みたいです。それはきっと、俺にとっての『大罪シリーズ』のようなもの、さぞかし凄い本に違いない。一体どんな本なんだろうな。わくわくしちゃうな。

「おい、犬が喜んでいるぞ、ご主人」

「そうでしょう、そうでしょう、これから貴き重ちような本が読めるんですもの。わたくし達と一緒にいれば、必ず読めますから、楽しみにしていると良いですわ！」

『マジで！　読みたい！』

　まさか、こんな形で本に関かかわるラッキーが降りて来るなんて！　俺、罠に掛かって初めて良かったと思っているよ！

　そんな俺を、佑斗はなおも不ふ審しんげな目で見ている。

「……なぁご主人、その犬って、元々姫萩紅葉達と一緒にいたんだろう？　ってことはひょっとして、こっちの様子を探るスパイとかじゃないのか？」

『ギク』

　しまった、感情に正直になり過ぎたか。

「あら、その辺は抜かりないですわ。このワンちゃんを着替えさせる時に、全身くまなく検査しましたもの。そうしたら盗聴器が出てきましたけど」

『盗聴器!?』

「罠で打ち上げられた衝撃で壊れたらしいので、別に問題ないでしょう？」

『いや、盗聴器って……』

　誰が仕掛けたんだよそんなもの……って、容疑者が多過ぎるんだけどさ。こまめにチェックしているつもりだったんだけど、まだ俺に設置されているんだ。俺のプライバシーって、本気で考こう慮りよされていませんよね。

「ということで、このワンちゃんは無実ってことですわ。わたくし達に害を与えることはありません」

「ま、ご主人がそう言うんなら別に良いけどな」

『……ふう、良かった』

　スパイであることは、バレずに済んだらしい。

　ここにいれば好きなだけ本が読めるとはいえ、夏野たちを裏切る訳にはいかないのだ。くそ、俺は一体どちらの味方をすればいいんだ！

　真秀に味方すれば、伝説の本が読めるが、夏野に多分斬きられる。

　夏野に味方すれば、本は読めない上に、何だかんだで斬られる。

『…………あれ？』

　こうして考えてみると。選択の余地、ないんじゃないか。どっちにしろ俺が夏野に斬られるというのなら、本を読んでおいた方がお得じゃないの？

　ここまで俺を惑まどわせるだなんて、これはもう本気で精神攻撃ですよ。

　水無川真秀、なんて恐ろしい奴なのだろうか。




「とにかく、まずは実物を手に入れてから、ですわね。そうと決まれば善は急げ。早速ですが、姫萩紅葉のところに向かうとしましょう。この島の何処かにいることは確かでしょうし、すぐ見つかりますわね？」

「はいはい、了解っと。それじゃあ僕は支し度たくをして来ますので、何か適当に準備しといて下さい、ご主人」

「ええ、分かりましたわ」

　佑斗が部屋を去り。そして残された、俺と真秀。

　一人と一匹だけの部屋の中で、真秀は、その優しい手で、再び俺を抱きかかえる。敵意など欠片かけらもない、実に楽しそうな笑みを浮かべて。

「これでようやく！　ようやくあの本がわたくしの手に入るんですのね！」

　俺を抱えたまま、小こ躍おどりしてみせる真秀。

　しかし、ふとその足を止める。

「わたくしには、欲しい物がある。たとえ、その為にどんな犠ぎ牲せいを払うことになったとしても……」

　真秀の声が僅かに低くなる。目的の物を目の前にして、浮かれているような様子を見せながらも、しかし、どこかで何か引っかかるものがあるかのような。

「ねえ、貴方なら分かりますわよね？　わたくしの気持ちが」

　真まっ直すぐに見つめてくる真秀の瞳ひとみ。その中に浮かぶ感情は何か。

「周りにいる何よりも、ただ目の前にある一冊の本を求め。誰かと過ごす時間よりも、本を読む時間を優先してしまう。わたくしは、恐らく、そういう生き物なんですの。それを間違っているとは思いませんが、それによって喪うしなってきたものがあるのも確かなのかもしれませんわ」

　そう語る真秀の声は、ひたすらに真っ直ぐで。

「佑斗の言う通りになるのは癪しやくですが、友人と呼べる存在がいないのも……いえいますけど……そのせいなのかもしれませんわね。でも、それでも。わたくしには、欲している物がある。手に入れたい物がある！　その想おもいを裏切ることなど出来ません！　その為ならば、周りの誰から離れても！」

『…………』

　告げられた真秀の言葉。それを俺は、間違いだと思わない。思える訳がない。

　誰にだって、譲ゆずれないものがある。たとえその時に誰が側にいても、いなくても。しかし、誰かと無関係に生きていくことなど、出来はしない。自分以外にも、相手にも、理由があり、生き方がある。それぞれの想いがあるのだから。

　俺が生まれ変わって実感した、それが真実で。

『……そうか』

　分かった。

　俺が、姫萩紅葉にしたことは一体なんだったのか。

　人は、立場によってその意味を変える。自分では良かれと思って行ったことであっても、それが相手にとっては、悪影響を及ぼすことだってある。人との関係には、二面性がある。それは、今回の紅葉のことで顕けん著ちよとなってしまった。

　姫萩紅葉の読者として。

　姫萩紅葉の友人として。

　良かれと思ってやったことが、紅葉を変えて。その結果、姫萩紅葉の本を求めていた多くの読者を失望させるような結果を導みちびいてしまったのだとしたら。それは、本当に悲しく、そして許せないことだ。

　紅葉に対し、世界を知れと、俺は言った。

　ずっと自分の世界に閉じこもっていた紅葉。全てを自分の中で消化し、周りから何かを得ることなく、ずっと一人のままだった少女。孤島の屋や敷しきの一番奥で、自分に向けられる何もかもから遠い場所で、紅葉は一人、作家として生きていた。

　自分は一人だと。

　そう諦めて、閉じこもっているその生き方を、許せないと思った。

　俺が、生きていく中で、そして死んだ後であっても、多くのものを周りから受け取って、得て来たように。紅葉にも、同じことを知って欲しかった。

　紅葉が自分で思っているように、一人なのではなく。紅葉を想う人が近くにいて、紅葉を楽しむ読者が遠くにいて、それらの想いは確かに紅葉へと向かっている。だから決して一人ではないということを、思っている以上に大切にされているのだと、俺は紅葉に知って欲しかったのだ。

　だから、自分の想いを、伝えて。

　お前の知らないことを教えてやると、そう啖たん呵かを切って。

　島の外へと、連れ出した。

　半ば無理矢理だったかもしれない、外の世界への旅立ち。紅葉にはまだ、知らないことばかりで。自分の内部の世界と、外の世界との間にはまだまだ大きな隔へだたりがあって。そのせいで戸と惑まどうことだって沢山あった。

　だから、色々なことを教えた。紅葉が聞いてくるままに、世界のことを教えた。紅葉が知らない何もかもを、紅葉の中に刻み込むように。世界の姿を、次々と教えたんだ。

　そしてまた、遊園地の一件で、紅葉は読者の想いに直接触れた。自分の本が誰かに読まれていることを自覚した。

　読者が抱く想いを知りたいと、紅葉はそう言ったのだ。

　それが紅葉の変化で。俺は、その変化を喜んだ。何も知らず、世界から隔かく絶ぜつしていた紅葉が世界に受け入れられ、世界を受け入れていく様を、喜んでいたのだ。

　しかし、それが、作家姫萩紅葉を歪ゆがめてしまったのだとしたら。

　俺は、一匹の読者として。自分を許すことが出来ない。

　たとえ、誰から何を言われようとも、春海和人は、春海和人を許せない。

　こんなことになるのならば、最初から俺達は。

　俺と、姫萩紅葉は、出会うべきではなかったのか。

　ただの読者であればよかったのか。

　読者と作者という、壁を挟はさんだ関係でいた方が、よかったのか。

　作者を想い信じ、仰あおぎ見みる、それだけの読者であればよかったのか。

　そうすれば。こんな悩みを思うことも、なかったのか。

『いや、紅葉だけじゃ……ない……』

　秋あき山やま忍しのぶ。

　あいつにも、同じことが言えるのではないのか。




　俺が、最も側に居続けている作家。

　死んでもなお求め続けた、生きる意味にも等しい作家。

　俺のせいで、秋山忍という作家の方向性に影響を与えてしまうなら。

　もしも、俺の存在が原因となって、秋山忍の本を変えてしまう結果が待っているのだとしたら。俺は、ここから一歩も動くことは出来ないだろう。

　いや、そんなことを悩んでいる場合ですらない。

　一刻も早く、原因を摘つんでしまうべきだ。

　原因を、取り去るべきなのだ。

　そうだ。

　俺は。

　春海和人は。

　彼女達の側にいてはいけないのではないか。




『最初から、俺は……』

　心に去来する想いが、頭痛を引き起こす。世界が揺れる。

　息が乱れ、視界すらおぼつかない。

　思考が混乱していることは分かっている。

　ただ、答えが出せない。見つからない。

　どうすることが正しいのか。

　自分は、何を悩んでいるのか。

　何を悩み、何を考えるべきなのか。

　俺はどうするべきで、どうするべきではないのか。

　誰を求めるべきで、誰から離れるべきなのか。

　何処に行けばいいのか、何処に行ったらいけないのか。

　本当に、何も分からなくなった、そんな時。




「……ねえ貴方、わたくしの家の子になりません？」

『──ッ!?』




　心の隙間に、這い寄るように。そんなことを、俺をそっと撫でながら真秀が告げる。

「以前から、ワンちゃんを飼いたかったんですけど。それでも、いつだって本の近くにいて、本の方を優先してしまうわたくしが、動物を飼ったりするのはどうしても躊躇ためらわれてしまいますもの。だから、貴方がわたくしの所に来てくれたことも、運命なのかもしれませんわ」

　真っ直ぐに見つめてくる、真秀の潤んだ瞳。

「ほら、今は貴方、秋山忍に飼われているんでしたっけ？　菜沙さんから聞きましたわ。しかも、何だか酷い目に遭っているとか」

『はい、酷い目に遭っています!!』

　思わず即答してしまう。

　いや、良いこともある。本を読めるし。何だかんだで退たい屈くつしないし。ただそれ以上に、何故か酷い目に遭うんですよね。段々と慣れて来ているからまだいいものの、しかし世間的には多分、アウトじゃないのかな。

「ですから、わたくしの家に来ませんこと？　少なくともわたくしの所にいる限り、酷い目に遭うことはないと思いますわ。貴方となら、わたくしは良い関係を築けると、そう思いますの。それに、本の数に関しても」

　真秀は、俺の瞳を見つめて告げる。

「秋山忍の家の蔵書も、かなりのものだと聞き及んでいますけど。それでも、うちの蔵書には敵かなわないと思いますわ」

『いや……夏野だって結構本を持って』

「だってわたくしは、国会図書館に取って代わろうとしていますもの」

『マジで!?』

　何だその夢のある話。いきなりスケールがでかくなったんですけど!?

　国会図書館といえば、日本国内で出版された本全てを所蔵する、という触れ込みの公的な場所。無論、国内で匹ひつ敵てきする相手はいないだろう。そもそも並ぼうなどと思うことすらあるまい。それだけ抜きん出た、国の手による唯一無二の図書館である。

　真秀は、それに取って代わると言った。

　国に挑いどむと、そう言った。

　それはつまり、国内全ての本を集めるという、宣言である。

　そんなバカげたこと、俺ですら考えたことのなかった、誇こ大だい妄もう想そうとも取られかねないような壮大な話を、しかし真秀は全く悪びれることなく、高らかに誇ほこる。

「実際、国会図書館の力の及ぶ範囲にも限界はありますし。全ての本が実際に集まって来る、という訳ではありませんものね。それをわたくしが、水無川家の財力を使って、凌りよう駕がしてやろうという話ですのよ。国内の、いえ出来るならば世界中の、歴史上の本を全て、わたくしの元に集めてみたい。国会図書館ならぬ、世界統一図書館の建立、それがわたくしの、生涯を懸かけての目的ですわ」

『せ、世界統一図書館……』

　それは、何て。

　何て無む謀ぼうで。

　そして、夢のある話なのだろうか。

　この、六面全てを本棚で覆おおった部屋を見ても分かるように。この水無川真秀という人物の、本を揃そろえようとする意欲は、常じよう軌きを逸している。ただ部屋を本で埋めたいというだけで行えるような所業ではない。もっと別の、強固な意志の元に行われている。

「ですから貴方も、わたくしと共に来るのが一番素敵だと思いますの。本が好きな犬だなんて……なんて、素晴らしい存在。是非とも、わたくしの傍にいて欲しい、そんな貴重な存在です。わたくしの傍にあるだけで、それだけで満たされることでしょう。居並ぶ本と同じように、きっと、大切にしますわ」

『……ああ、そうか』

　その言葉で、不意に、気が付いた。

　真秀の真意に。

　それは、読者と作者の距離を置こうとする、俺の悩みがそうさせたのか。読者と作者について、今もなお悩んでいる俺だから、分かったことなのか。

　俺達の間に横たわる確かな違いに、気付いた。

　俺と、真秀は似ていると思った。

　しかし、決定的な違いがある。

　俺が、本を読みたくて、本を求めるのに対し。

「全ての本は、わたくしの元へと集うべき。だからこそ、わたくしが望んだもの、欲しいものは、何でも手に入れて見せますわ。全てを束たばね、全てを集める、それが持つものの義務であり、そしてわたくしの願い」

　真秀は、本を集めたくて、本を読んでいる。

　読書狂ではなく、蔵書狂。

　本を読むことよりも先に、本を集めることを重視した、無類の蒐しゆう集しゆう家か。

　その在り方は、むしろ俺と正反対と言えるのかもしれない。

　俺は、本を読むものとして、自らの元に並べて行くのに対して。恐らく真秀は、本を集めるものとして、自らの元に積んで行く。勿論、本を読まないという訳ではないだろうが、しかし、本を集めてその知識を蓄ちく積せきすることにこそ意識を向けているのだということは、その作風からも垣かい間ま見みえる。本を集めることと、自らの中に知識をため込むことが、ほぼイコールとなっているのだろう。

　しかし、正反対とは言っても、そこに嫌けん悪お感かんや対抗意識を持つようなことではなく。

　それもまた、俺とは違う一人の人間の意志として、認めていける。

　違い過ぎるからこそ、信頼のおける相手。

　それが、水無川真秀。

　たった一人で全ての本を統すべようと企たくらむ、稀き代たいの傑けつ物ぶつであった。

『……本当に』

　何て奴なのだろうか。実際に触れあってみて、分かる。作家としての水無川真秀も、かの重厚な作風からして、相当な人物なのだと予想していたが。しかし本当に、現実のこいつは、目を見張るほどに尊とうとい。

　こいつならば。

　俺とは違う、この作家ならば。

　もう一度、読者と作者の関係性について考え直す為に。

　自分が、どの立ち位置にいるべきなのかを、理解する為に。

　水無川真秀の所に身を寄せるというのも、一つの選せん択たく肢しではないだろうか。

　悩む俺が、中ちゆう途と半はん端ぱな思いを引きずったままで夏野達との日々を暮らしていくよりも。一旦その関係をリセットして、ゼロから始めてみることで、互いにとって良い方向へと向かえるのならば。

『……』

　愛する人物の側から離れるという決意。

　それは、痛みを伴ともなう覚悟で。

　しかしきっと、必要なことなのだと、そう思うから。

　だから、自分の意思で、真秀に向き合う。

　誰とも言葉を交わすことのない、再びの孤独の中に身を置こうとも。これまで傍にいた皆と、離れることになっても。それでも読者としての意志さえ失わなければ、俺は俺のままでいられると思うから。

『俺は、俺は……』

　ここが、きっと決断の時で。

　自身の想いを、外に吐き出そうとした、その刹せつ那な。

　世界が、揺れた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【本しかない部屋】……　春海和人の脳内にしか存在しなかった理想の部屋が、ついに現実に再現されたもの。扉の部分以外全ての壁と、床と天井に本が配置されている。それ以外の不純物は一切置かれていない、まさに本好きの最高到達点。部屋自体の強度もかなりのもの。

【犬ドレス】……　春海和人がいつの間にか着せられていた、ぴったりのサイズの衣服。隅々までしっかりと作られているこの衣服は、水無川真秀のデザインによるものである。ただ、センスは微妙に破は綻たんしており、これを着て外を出歩きたくはない。






　床が軋きしむ。天井が震ふるえる。

　部屋の全てが、得体の知れない衝しよう撃げきに揺れている。

『な、何が』

「起こったんですの!?」

　俺を守るように押さえ込み、周囲の様子を窺うかがっている真秀。その様子からして、彼女にとっても予想外の事態らしい。

　しかし、この揺れは一体何なんだ？

　地震にしては、その揺れ幅が大き過ぎる。この揺れは、もっと激しいもの。世界ごと摑んで振り回しているかのような、そんな無む軌き道どうな揺れだ。

　そう言えば今まで気にしていなかったけれど、この部屋は何処にあるのだろうか。

　ここが、真秀の所有する本棚・本部屋だとすれば、それは真秀の側の持ち物ということ。つまり当初真秀が潜せん伏ぷくしていると考えられていた姫萩紅葉の所有物、煉れん獄ごく館かんの内部ではないということになるのだが。まさか、既に島を脱出している、なんてことがある筈もないだろうし。

「ご主人！　非常事態だ！」

　部屋の扉が乱暴に開けられ、佑斗が飛び込んで来た。

　その声は、彼らしからぬ焦しよう燥そうに満ちている。

　それを見た真秀もまた、慌あわてた様子で。

「非常事態なのは良く分かりますわ！　どういうことですの!?　この図書館が攻め込まれるなんて、貴方の怠慢ですわよ!!」

『ここ図書館だったの!?』

　衝撃の事実であった。いやまあ、これだけの本があるんだから、そりゃ図書館ですよね。俺にとっても馴な染じみの深い場所だから分かります。

　つーか、良く考えると、今回もまた俺は真秀によって拉ら致ちされていたのに、それでも割と平然としていられたのは、ここが図書館だったからかもしれない。そうかそうか、安心した。図書館って、精神安定剤代わりになるよね。さすが図書館。拉致されたことに変わりはないんだけど、まあ安心しましたので続きをどうぞ。

「ふふふ、わたくしの図書館を甘く見ないで下さいまし」

『お、おう』

　と、真秀が得意げな顔をしている。まさか自分の図書館が褒ほめられたことを感じ取った訳でもあるまいが。

「この部屋だけではありませんわ！　この図書館にある六部屋、全てにこのような六面本棚を設置してありますの!!　まさに本棚の森林、本の回かい廊ろう!!」

『マジで!?』

　とりあえずテンション上げたけど。いや、今って非常事態じゃなかったの!?　話している場合!?　しかも、何で自信満々に語ってるの!?

「そう、これこそが、わたくしの所有する図書館のうちの一つ！　それがこの、『風待の文蔵ビブリオテカ・ウエントウス』ですわ!!」

『図書館、いくつか持ってんの!?』

「本ってつい増えちゃいますものね。ですから、こうして図書館を用意して、大切に所蔵しているんですの」

『その気持ち良く分かる!!』

　増えるよね！　本って増えるよね！

　やべぇ。やっぱり俺、この人の家に貰もらわれていきたい気がしてきた。だって図書館を持っているんだろ。図書館を個人で、しかも複数所有しているとか、それはもう一生をかけてお仕つかえしたい人じゃないですか。ついでに、ハサミの攻こう撃げきに襲おそわれたりすることもない！　天国じゃん!!

　うん、これは俄にわかに、俺の将来が見えて来たんじゃないのか？

　テンションの上がる俺と、自分の図書館を褒められたことを感じたのか高笑いしている真秀。そして、その様子を、冷たい目で見つめている佑斗。

「いや、犬に対して自慢している場合じゃないぞ、ご主人。実際とんでもないことになっているんだ」

「だから何が起こったんですの。こっちはワンちゃんに他の図書館を案内しなければならないので、忙しいんです。わたくしの自慢の図書館はまだまだありますのよ、だからとっとと説明しなさいな」

「そうか、良かったな。幸いなことに大ピンチだ」

「大ピンチ？」

「ああ、ご主人の図書館が大ピンチだ」

「わたくしが本を図書館に集めること、それはもうピンチの連続ですし。本が入りきらないことなどしょっちゅうですわ。だから、ピンチくらい慣れていますわ」

「そういうことじゃないだろ」

　いまいち話が分かっていない様子の真秀に対して、佑斗は、いよいよ愛あい想そが尽きたというようにかぶりを振ったが。

　諦めたように、やけくそに声を荒らげて、叫ぶ。

「攻撃されているんだよ！　この図書館が!!」

『……………………は？』

　攻撃？

　どういうこと？

　ちょっと意味が分からないんだけど？




　先せん導どうする佑斗と、慌てた様子の真秀に連れられて、部屋を出る。

　小さな窓しかない、狭い廊ろう下かを通り過ぎて案内されたのは。

『何、ここ』

　これまた狭い部屋だった。

　いや、部屋ではない。目の前にあるのは椅い子すが一脚、その向こう側には何やらボタンがたくさん並んだ、何かの計器と思しきもの。レバーのようなものも見える。その上部は、大きな開口部となっており、空が見渡せるようになっている。

　雲の浮かんだ、青空が。

『……空？』

　いや、窓から空が見えるのは、別におかしなことではないのだが。

　空しか見えないのは、どういうことなのか。

　普通、一般的に言って、窓を開いて外を見れば、当然外の景色が目に映る。窓というものは、そのように造られているからだ。ここは監獄島なのだろうから、海や森なんかが視界に入ってくるのが当たり前だ。

　しかし今、俺が見ている光景には、どちらも存在していない。

　ただ、空だけがそこにはある。

　このような光景を、俺は普段から見ている。

　それは、夏野のマンションのバルコニーから見る光景に、よく似ている。屋おく上じように上がった時にも、同じようなものを見ている。つまりは、他の建物が視界に入らないほどの高度から見た光景だった。

　そして、監獄島に、マンションのような高さの建物は無い。

　そもそも、煉獄館以外に建物は無いという話だ。岩場などはあるものの、とても人が行けるような場所ではなかった。

　従って、ここは。

　俺が何処かの部屋、監獄島の何処かだとばかり思っていた、この場所は。

「このままだと墜つい落らくするぞ!!」

『やっぱり飛んでたぁぁぁぁぁ！！！！！』

　たった今、墜落という危険ワードから裏付けされたように。

　そしてまた、空を飛んだという俺の様子からも分かるように。

　空を飛ぶ、飛行機の中なのだった。




　たとえ信じられないような事実であっても。

　他に可能性がないのならば、それは確かに真実である。

　つまり、図書館が飛んでいる。飛行機であり、図書館であるのだ。

　こんなの絶対おかしいよ、と絶対に信じたくはなかったのだが、真秀が俺を抱いたままで窓際に寄ってくれた為、自分の目で実際に確かめることとなった。

　うわぁ、超飛んでる。

　俺、飛行機に乗ったこと自体初めてなんだけど、初体験がこれかよ。

　クルーザーから見た時にはあれ程大きく見えた監獄島が、眼下に浮かんでいた。海に浮かぶ小石のように見えている。中央部分に一点だけ赤く染まって見えるのが、煉獄館だろうか。

　その館が、時折明めい滅めつしていて。

　その度に、この飛行図書館が揺れている。

　それはまるで、この飛行図書館にとっての死し兆ちよう星せいであるかのようで。

『……何だ、あの光』

　もう本当に、嫌な予感しかしないんだけど。あの光自体に俺への殺意が込められているかのような、そんな予感。

　光の明滅は止むことなく、図書館も揺れ続けている。

　真秀もその光を確認したらしく、佑斗に対して指示を飛ばす。

「佑斗！　カメラで映せます!?」

「今モニターに出してやるよ……ほら!!」

　命じられた佑斗が計器のボタンを叩たたくと、壁に設置されたモニターが点灯した。

　どうやら図書館の底部に取り付けられていると思しきカメラの映像がモニターに映し出される。最初に島の全景を見せ、そこから徐々に島の中央へとズームしていく。光の方へと、近付いていく。

　そしてカメラと、そいつの視線が合った。

　煉獄館で光り、図書館を攻撃にて揺らす、その正体は。嫌な予感の、元凶は。

　こちらを、俺が乗っている飛行機の方を一心に見上げて、その車椅子に設置された砲塔から、ミサイルを打ち込んでいる紅葉の姿だった。




　姫萩紅葉が。

　砲塔を、こちらに向けていた。




『……おう』

　その光景から目を逸そらす。

　頭を何回か振った後、ついでに深呼吸して、改めてモニターを見てみるが。

　同じものが映っていた。

『……お、おう』

　紅葉が座っている車椅子の背部が大きく開口し、カタパルトのようなものが斜め上方へと迫せり出だしている。砲塔が、こちらに向けられている。何度見ても、変わらない。

「な、何で姫萩紅葉がこちらを攻撃して来るんですの!?」

「いやご主人、当たり前だろ。あれだけ挑ちよう発はつして、ついでに島も占拠して、そこの犬まで連れ去ったんだから、そりゃ攻撃されるさ」

「あっ」

『あっ、って……』

　重要な事実に今気付いた、というような顔をして驚く真秀。今まで思ってもいなかったのか。

　しかしながら、無理もない話である。そう、恐らくは真秀は誤解している。

　紅葉が、自分のメイドに守られるだけのお嬢様だと、そう見誤っていた。自分の意思を表すことのない、まるで人形のような相手であると見下していた。

　先のサイン会で、面と向かって批判をして来る真秀に対し、反論の一つもしなかったのだから、無理もないが。

　しかし、俺は知っている。紅葉は、いざとなれば、このような強硬手段も辞じさないということを知っている。当人の世間知らずさと、そして当人が行使する威い力りよくの強大さが化学反応を起こした結果、とんでもないことを起こすことを知っている。

　そして、俺達の一味において……とっさに一味とか言っちゃったけど……最大の火力を誇っているのが、紅葉だということも、良く知っている。

　先日訪れた遊園地において、巨大な瓦が礫れきが落下してきた時。紅葉の車椅子に搭とう載さいされていた砲が火を噴き、そして瓦礫を吹き飛ばす瞬間を、俺も間近で見ていた。夏野と佐茅が二人掛かりで挑いどむような瓦礫を、たった一人で粉ふん砕さいしたのだ。

　そんな、紅葉の車椅子『天あめの鳥とり船ふね』の武ぶ装そう『建たけ御みか雷づち』。

　それ程の超威力を、紅葉は握っていて。

　何よりも問題なのは、それが今、俺の方を向いているってことですねー。

　大変だー。

　うわー、思わず投げやりになってしまうくらい、大変だぞー。

　いや、現実逃とう避ひしている場合じゃない。今もなお、紅葉の放つ砲撃が、この飛行図書館を直撃しているのだ。このままだと、俺も哀れ爆発四散する羽は目めになるのだから、どうにかしないといけない。

　だけど。

『……どうにもならない』

　この図書館……監獄島の上空で、気流に逆らって留まっているところを考えるに、ヘリコプターなどよりも余程安定性のある飛行物体なのだろう。オスプレイかな？　それでも、このまま高速で離り脱だつするほどの速度が出るかは分からない。遊園地のアトラクションで見たが、紅葉の射しや撃げきの腕前はどうかしている。何でも佐茅から教わったと言っていたが、本気で何を教えているんだよ、あのメイド。とにかく、下手に逃げ出そうとしても、ただの的まとにしかならない。

　図書館の内部では、アラームが点灯するわサイレンが鳴り響くわの大騒ぎである。操そう縦じゆう席せきのモニターも真っ赤に染まっていて、まるで何処ぞの怪物でも攻めて来たかのような混乱具合。見るからに大ピンチだということが分かる。佑斗が必死でレバーを動かしたりボタンを連打したりして対応しているようだが、しかし窓から見える景色は、次第にその高度を落としている。

　墜落が、始まっているのだ。

「お、おち、落ちてますわね!!」

　それに気付いた真秀が、怯おびえながらも気き丈じように振る舞っているが。しかしそこに、先程までの余裕はまるでない。そりゃそうだよな、飛行機が落ちる体験って、中々出来ないもんね。つーか体験した場合高確率で死ぬ。

　しかし、震えながらも、ビシっと佑斗の方を指さして。

「ちょっと佑斗！　下手に妨害されないように、あのメイドを打倒しておいたんじゃなかったんですの!?　っていうか、メイドよりも姫萩紅葉本人の方が明らかに危険じゃない!!」

「メイドを倒したことで油ゆ断だんしていた。それは僕の落ち度だ、言い訳はしない。しかしまた、主人自らあれだけの砲撃手段を備えていたのは想定外だったな。ご主人、この状況をどうにかするような、びっくりドッキリな武器とか持っていないのか」

「持っている訳ないでしょう!?」

「相変わらず役に立たないな」

「く……こうなったら反撃！　反撃ですわ!!」

「図書館に武器なんかあるわけないだろ」

『……えっと』

　まあ正論なんですが、ね。図書館が飛ぶ訳ないだろ、そもそもの問題として。実際に図書館が飛んでいる中で言うのもなんだけど、飛んでいる時点で結構なおかしさなんですよね、ええ。飛ばねえよ普通。

「ひょっとしたら武器とかあるかもしれないじゃない!!」

「そんな都つ合ごうよく行くかよ」

『あのー』

　いや、お二人とも、そんなことをしている場合ではないと思うんですけど。落ちているんですけど。どうにかした方が良いんじゃないの？　だって墜落するんだよ？

「何で武器を積んでおかなかったんですの!!」

「余計な装備を付けるくらいなら、一冊でも多くの本を積むべきですわ、とか言い出したのはご主人の方だろ。この飛行機、武器どころか、普通の救命道具すら積んでいないんだぞ」

「飛行機じゃなくて！　図書館ですわ!!」

「今そんなことを言っている場合じゃないだろご主人!!」

　ぎゃあぎゃあと、叫ぶ二人。

　その間にも飛行図書館は順調に落下している。つーか佑斗もすっかりレバーから手を放しているんだけど、大丈夫なのか。いや大丈夫じゃないよね絶対。

「どうにかしなさい!!」

「僕にだって出来ないことはある！」

「何とかしなさいバカ執事！」

「無理なものは無理だよアホご主人!!」

『お前ら、さっさとどうにかしろぉぉぉぉぉ！！！！』

　しかし。俺の必死の叫びも空むなしく。機内の恐きよう慌こうは最高潮に達し。カメラの映像は途と切ぎれ、目に入るモニター全ては機能を停止して。荒ぶる警けい告こく音おんに包まれたまま。

『あ』

　そのまま、視界が傾かたむいて。

　罠に掛かった時とは正反対の、永遠に落ちるような感覚に襲われて。

　そして爆音と、轟ごう音おん。

　視界を埋うめ尽つくす光。

　全身に叩き付けられる衝撃。

　要するに。飛行図書館は煉獄館の上に墜落し、爆発炎上したのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【対犬決戦用奥義・ドッグインヘブン】……　ペットショップ『ＩＧＧＹ』のアフロこと犬いぬ養かい潔きよしが、雑誌『月刊・犬まみれでいこう』に記載されていたマッサージテクニックを独自の経験と感覚で進化させた結果、あらゆる犬の精神を蕩とろかせる魔性の技が出来上がってしまった。犬の肉体を持つ以上、この技からは決して逃れられない。

【風待の文蔵】……　水無川真秀の所有する、空中機動型図書館。姿勢制御に優すぐれており、搭とう乗じよう員いんは揺れを気にすることなく読書に勤いそしむことが出来る。内部は六つの図書部屋と操縦室とで構成されており、それぞれが堅けん固ごな構造となっている為、仮にこの図書館が墜落するような事態になったとしても、搭乗員の身の安全は約束されているという。




















『……うーん』

　今日何度目かの気絶から目覚め、即座に全身に命令を下す。

　前足、後ろ足、首、目に鼻に耳。何ど処こも問題なく動いているようだ。欠けているということもない。絶対に死んだと思ったけど、どっこいまだ生きているらしい。

　つーかどうして生きているんだ、俺は。乗っている飛行機ごと墜つい落らくしたんだから、普通は死ぬだろ。今更ながら、飛行機ごと落ちたという事実に戦せん慄りつを隠せないんだけども。

　まさか既に俺は死んでいるのでは……とも考えたが、既に死んでいることはまさにその通りなので、どうしようもない。さすがに神様も、一回死んだ人間をまた死なせるような真ま似ねはしないんじゃないかな。無いと願いたい。

　まあ、生きているのなら問題は無い。生きているなりに、頑がん張ばるしかない。そうやって、生きていくしかないのだ。本当、こういう開き直り方も、何度もやっているような気がするなぁ……。

　ようやく正常さを取り戻した意識に従い、起き上がって、辺りを見回してみれば。

『うわぁお』

　大だい惨さん事じだった。

　見渡す限りの、瓦が礫れきの山。

　煉れん獄ごく館かんの跡地……そう、完全に爆ばく撃げきの跡地だった。

　墜落の衝しよう撃げきで、いつか見た建物の中央部分が見事に崩ほう落らくしている。俺達の乗っていた飛行機も、バラバラに砕け散ってそこら中に散乱している。本はどうしたんだよ。あちこちに煙と火の手が上がっており、まさに文字通りの煉獄と化していた。本が燃えるじゃねぇか。

　どうやら飛行機は、煉獄館の玄げん関かん部分に落下し、墜落の勢いのまま館やかたを薙なぎ払はらいながら奥の方へと突っ込んで行ったらしい。館の両翼は形を保っているものの、しかし中央部分は完全に破壊されている。館に対し、丁ちよう度ど垂直方向から墜落したようだ。だから本はどうなったんだよ。

『ここは……位置関係からして、屋や敷しきの一番奥。紅葉もみじの部屋があったところか？』

　前に来た時に見た覚えのある壁かべや柱がある。

　飛行図書館の残ざん骸がいは、そんな紅葉の部屋に頭を突っ込むような状態で停止している。今、この部屋に紅葉がいなくて良かったと、そう思った。こんなの、引きこもりには刺激が強過ぎるし。

　以前、この島に来た時には、ここまで来るのに散々苦労したものだ。玄関は閉ざされていたから、九く郎ろうさんの抜け道からこっそりと侵入し、罠わなとメイドを回かい避ひしつつ、最後の重い扉を開けてここまで来たのに。

　今回は一瞬だった。こんなダイナミックお邪じや魔ましますで、再び来ることになるとは、夢にも思いませんでした。

　というか、ここまで派は手でに墜落したとなると、色々と大変そうである。ほら、後始末とか、賠ばい償しよう金きんとか。島を占せん拠きよしたのは確かに真ま秀ほサイドだが、しかしこうやって図書館を落としたのは紅葉サイドなので、この場合、どちらが悪いんだろうか。弁護士を呼ぶべき案件なのでは。

『……いや』

　賠償のことはとりあえず後回しだ。

　真秀と佑ゆう斗と、そして、この事態を引き起こした当事者であるところの紅葉は、どうなったのか。ここまで派手な墜落だ、ひょっとしたら大おお怪け我がでは済まない状況になっている可能性だってある。紅葉も、図書館が墜落した時地上にいたのは確かだが、もしかして巻き込まれていたりしないか。

『探さないと』

　そう、一歩目を踏み出そうとして。

　不意に、背後に気配を感じる。

　その気配は、音もなく忍び寄っていて。そして、俺に声を掛ける。

「こんにちは、和かず人ひとさん」

『……え？』

　恐る恐る、見上げてみれば。

　そこには、姫ひめ萩はぎ紅葉がいて。

　無表情に、俺を見下ろしていた。

『──殺される!!』

　真剣にそう感じた。

　だって、飛行機落としたもの、この人。

　俺が乗っている飛行機ごと、ミサイルで撃うち落おとしたもの。

　あれは正気では出来ない行為ですよ。頭に血が上っていたとしても、なお躊躇ためらいを覚えるレベルのやり口です。

　怯おびえる俺から何を感じ取ったのか、紅葉は平へい坦たんな口調で。

「成なる程ほど、私が図書館を落としたことを怒っているのですね」

『ああ、落としたことはちゃんと理解しているか。いやまあそうなんだけど、別に怒っては……良くあれが図書館だって分かったな!!』

「安心して下さい、和人さん。あの図書館に搭とう載さいされていた書しよ架かは、どうやら厳げん重じゆうに保護されているらしく、燃えたりはしていません」

『そうか、それは何よりだ……』

　安あん堵どの溜ため息いきを吐ついて。

『じゃあそれで飛行機全体覆おおっておけよ!!』

　ツッコんだ。そんなテクノロジーがあるならどうにかしろよ。あのお嬢じよう様さまってば、飛行機自体よりも、そこにある本の安全の方を優先しちゃったのかよ。それは、何と言うか、まあ正しい行為だと思いますけどね。うん、本を愛するがあまりに現実を忘れている俺の脳がにくい！

「和人さん」

『アッハイ!!』

　紅葉の声に、過か剰じように反応してしまう。そうですね、ツッコミに逃げている場合ではなかったんですよね。今は、この俺が紅葉に何を言えばいいのか、っていう話ですね。先送りにしていた問題だけど、しかしこうなっては逃げることも出来ない。

　俺は、決断しなくてはならないのだ。

『あの、紅葉さん？』

「……」

『いえ、その、あの、えーと……』

　言葉が通じないのは承知でとりあえず話しかけてみるも……しかし紅葉の様子は変わらない。無言で、俺をじっと見つめて来る。

　湖こ面めんのように澄んだ瞳ひとみ。何も言わずに、ただ、見つめるばかりの無色の視線。

　その視線から、目を逸そらすことは出来ない。その、真まっ直すぐにこちらを見つめる様子を見て。先程、真秀の前で考えたことを、思い出してしまう。

　俺は。

　読者は、作家に、会わなければ良かったと、そう考えたことを。

　自分は、作家と同じ道を歩かない方が良いと考えたことを。

　読者のあるべき領りよう域いきから一歩踏み出してしまった俺は、そろそろ一度距きよ離りを取って。作者に直接触れることはなく、ただ書かれた本を読むばかりの読者に戻るべきなのではないかと、そう考えたことを、思い出してしまう。

　読者と作者の、位置確認を。

　それを、今こそハッキリさせるべきなのではないかということを。

　だから、決断の時。

　自分の意志を伝えようとしても。

　最後の一歩が、踏み出せずにいる。

　外の世界に出て、何もかもを知ろうとする紅葉の姿が、眩まぶしくて。脳のう裏りに残るその姿が、邪魔をして。紅葉を拒絶することを、躊躇わせる。

「……」

『……』

　何も言えず、何も言われない。何処かで火が弾はじける音以外には何もない、沈黙。

　そんな俺から、何を感じ取ったのか。紅葉は俺の顔に手を伸ばすと。

　息を一つ吐いて。

「とお」

　そして、俺の頭に、チョップを振り下ろした。

『……え？』

　大して力の入っていない一撃。別に、痛くはない。しかし、何よりも意外なのは、紅葉がそんなことをしたという事実。俺に対し、直接的に攻こう撃げきを繰くり出だしてくるということが、意外過ぎて。

「和人さん。言いたいことが、あります」

『……？』

　紅葉の方から、そのようなことを言い出すのは珍めずらしい。それは、いつもの質問とはまた違う、ハッキリとした意思を持っているようで。

「ですが今は……あちらの方が、先です」

『あちら？』

　しかし紅葉の視線は、俺を通り越して、背後へと向かう。

　そこに鎮ちん座ざしていた瓦礫が、今にも持ち上げられようというところだった。というか、瓦礫が細かく寸断され、ばらばらとその場に散らばった。土煙を上げながら、そこから出て来るのは二人。

「狭せまいですわ！　粉っぽいですわ！　でも、脱出ですわ!!」

「あまり騒ぐなよ……大変だったんだから」

　水み無な川がわ真秀と汐しお待まち佑斗。

　一緒に墜落した二人もまた、その姿を現した。




「ふう、これがなかったら即死だったな。どうだご主人、僕のムササビ式滑かつ空くう術じゆつは」

「出来れば、実際に経験するような事態にはなりたくなかったですわね……吐きそう」

　どうやってあの墜落から、無事でいられたのか。その答えはすぐ分かった。佑斗が手にしていたもの、それは、時代劇でよく見る唐から草くさの風ふ呂ろ敷しき。

『えっとぉ……』

　それ、忍者がよくやる奴だよね。風呂敷の端を手足で持って、それで空をふわっと移動する奴だよね。

　そんなもので、あの墜落から、大規模なこの破壊から逃れたと、そう本気で言うつもりなんだろうか。ハットリ君かよお前。いや、こうして実際に助かっている以上、マジなんだろう。さすがは執しつ事じなのか？

「そ、そこにいるのは姫萩紅葉ですわね!?」

「はい」

「な、何てことをしてくれたんですの!?　まさか、まさかわたくしの図書館を撃ち落とすだなんて、何て酷ひどいことを!!」

「……」

　指摘された紅葉は何も言わず、黙って真秀の方を見つめ。

　そして、天あめの鳥とり船ふねから伸びた砲ほう塔とうを構える。

　既に、指は引き金に掛かっている。

「え」

『ちょっと待って!?』

　話し合いの余地もなく、いきなりそれですか!?

　いや、流石さすがにそれを生身の人間に向けるのはどうかと思いますけど！

　威い勢せいよく紅葉を糾きゆう弾だんしていた真秀だったが、急に勢いを失ってしまう。

　無理もない。図書館を撃ち落とすほどの火力が自分に向けられているのだから、誰だってそうなるだろう。どんなに強い人間でもあのミサイルは無理だよ。

「撃ちます」

「ちょ、ちょっと姫萩紅葉……さん？　それを下ろしなさ……いいえ下ろして頂けませんか……お願いですから下ろして」

「いやー狙ねらわれてるぞご主人、頑張れ」

「気楽に言わないで下さいまし!?　っていうかどうにかしなさいバカ執事!!　主人があんな兵器の筒先を向けられているんですのよ!?」

「あれはさすがに無理だ。ほらご主人、こっちには島に勝手に侵入した負おい目めもあるんだから、一発くらいは甘んじて受けたらどうだろう」

「粉々になりますわよ!!」

「執事として、その最期は見届けてやるから。何だったら葬そう式しきの手配も任せておくがいいぞ、ご主人。盛大に挙げてやるからな」

「もうちょっと他にやるべきことがあるでしょう!?　こうなったらわたくしの代わりに散りなさい。執事バリアー！」

「残念だったなご主人、それは変わり身だ」

「丸太!?」

　砲塔を向けられてテンションがおかしくなってしまったのか、二人して暴れていたが。しかし佑斗の顔が、冷静さを取り戻す。フザけているように見えても、主人を守ろうとするその意識に、躊躇いはないらしい。

「まあ、執事としてやるべきことはやるよ。自分の主人がミサイルの一撃に耐えられないのなら、そりゃ撃ってる本人をどうにかするしかないよな」

　言って、立ち上がる。

　その手には、佐さ茅ちを粉砕した、穢殺刃ケガレザツパー・改二。それが従者の在り方。俺も知っている、主人を守る為ならばどんな汚名でも被かぶろうとする、修しゆ羅らの道。

　一歩を踏み出し、紅葉本人を制圧に向かおうとして。

　しかし。全すべての出鼻を挫くじくように。

　飛行機が墜落した時に匹ひつ敵てきするほどの爆音が、辺りを揺るがした。

『──ッ!?』

　それは、いきなりの衝撃。煉獄館を囲むように建造されていた、煉れん瓦が造づくりの壁が吹き飛んだ音。積み木を崩くずすように、堅けん牢ろうだった筈はずの壁が崩れ去ったのだ。

　それを成したもの。

　その正体は、すぐに判明する。

　音の原因は、壁の中から高速で飛び出して来た。

　散らばった瓦礫でも踏んだのか、つんのめるように揺れながらも走り続け、しかし急激に旋せん回かいしたかと思うとその場で見事にひっくり返り、噴ふん煙えんを上げながら地面に叩たたき付つけられる。キャタピラが回転する音だけが空むなしく響くものの、しかしその車体が動くことは無かった。無残にも地面に衝しよう突とつして折れてしまっているのは砲塔。深緑色をした、角ばった車体。

　要するに、戦車が突っ込んで来たのだ。

『また戦車なの!?』

　それは、最初に森の中で見たのと同じ。夏なつ野のが破壊し尽くしたものと同じ戦車だ。

　何なのここ、ワールドウォーの最中なの!?　本気で何でもありだな!!

　後方でまたもや叫ぶ真秀の声。真秀はたった今ひっくり返り、空転している戦車を絶望的な目で見て。

「わ、わたくしの図書館がぁー！！！」

『あれも図書館だったの!?』

　いやまあ、飛行機型の図書館がある時点で、もう何でもありかもしれないけど、でもあれは確実に戦車じゃないか。だって砲が付いているんだもの。完全に兵器じゃないですか。図書館使って誰を攻撃する気なんですか。

「キャタピラによってどんな悪路でも踏とう破はし、あらゆる障害を乗り越えてわたくしの元に本を届ける機動図書館、その名も『火群の文蔵ビブリオテカ・イグニス』が、どうしてこんな無残な目に遭あっているんですのー!?　予備の為ために確かに島に持って来て、近付く敵を排除するようにインプットしてあった筈ですのに、一体何が!!」

『説せつ明めい台詞ぜりふだな……！』

　つーか敵を排除するようにって。それは図書館のお仕事ではありませんよね？　どうして図書館が敵を排除する必要があるんだ。そもそも戦車にする理由もないけどな！

　と、横転した戦車のハッチが、がたがたと揺れて。

　そして内側から強い衝撃を受けたかのように、思い切り吹き飛んだ。

　そこから這はい出だして来る、黒い影。

　俺はそいつを知っている。というか、こんな派手なやり方をして、色々なものを破壊して現れる人間なんて、そんなにいない。

　それは思った通り、お馴な染じみの。

「全く、戦車ごときで私を止められる筈、ないじゃない」

　ウェーブの掛かった黒くろ髪かみ。

　赤みがかった大きな瞳。

　銀色のハサミを持った、黒ずくめの作家。

「これで最後ね。数だけは多かったけど、全部破壊し尽くしてやったわ」

　夏野霧きり姫ひめが、破壊の上に立っていた。




『やっぱりお前かあああああああ!?』

「あら駄犬、早速だけど死にたい？　殺されたい？」

『いきなり質問がハイグレード過ぎませんかね!?』

　うわー、何か久し振りにこの理り不ふ尽じんさに直面した気がするー。

　この、どうしようもない程の展開が懐なつかしい。こいつの理不尽に振り回されている時には、俺は何も考えなくて済むのだ。何も考えられなくなる、と言った方が正しいのかな？　悩まなくていいのは幸さいわいだけど、悩む必要もなくなるのは辛つらいよね。

「どうしたのよ、そんなに疲れた顔して」

『こんな状況で落ち着いている方がおかしいよね!?』

　どうしてそんなに平然と、炎上する戦車をバックに歩いて来られるのか。図書館を破壊したという点においては、俺は夏野を許せなくなるが。

『それで本は無事なのか!!』

「私よりも先に本の方を心配するなんて、一体どういう了見かしら。ここは戦車の破壊に巻き込まれそうになっているか弱い飼い主様を、まず心配するものでしょう？」

『えっと、か弱くないからです』

　大抵のことはやってくれそうな、頑がん強きような人だからです。何があっても死にそうにないし、心配するだけ無む駄だな感じの人です。

　夏野は不満そうに鼻を鳴らしながら。

「仕方がないじゃない。倒しても倒しても、次から次に襲おそい掛かかってくるんだもの」

『物もの凄すごいシチュエーションだよな、それ……』

　最初の光景を見ていなかったら、俄にわかには信じられない事態ですよ。

「ともかく、砲撃の隙すきを縫ぬって接近し、そのまま飛び乗ってハッチから侵入して、人間はいなくても防衛システムが反撃してきたから、ハサ次郎を振るって内部をずたずたに切り刻んでやったわ」

『で、本は？』

「無事なんじゃないの？　私の攻撃によってもう駄目だと悟ったのか、防衛システムが内部の本を強制排出したみたいだから、本は大丈夫な筈よ」

『そうか、良かった……』

　何よりも大切な本を、自分が犠ぎ牲せいになりながらも逃がすだなんて、あの戦車型図書館ったら、敵ながらあっぱれである。敵っていうか、被害者かな？

「それで、私の心配は？」

『いや、傷付いていないんだろ？　別に心配することなんかねぇよ。むしろ俺の方が色々と大変だったんだから、俺の心配をしてくれよ』

「……そうね、心配だわ、アナタが」

『そうそう、そんな感じで』

「だってこれから私に攻撃されるんですもの、心配で仕方がないわね。果たして生きて島を出られるのかしら」

『お前がやるの!?　そしてお前が心配するの!?』

　マッチポンプじゃないですか。

「そう言えば、言っていなかったことがあるんだけど」

　夏野が何かを思いついた、というように手を叩く。

『……嫌な予感しかしないんだけど、言ってみろよ』

　この流れで言うということは、確実に厄やつ介かいなことだ。俺への被害が遠のくのなら、率先して話に乗りますけど。

「私だってずっと戦車と戦っていた訳じゃないのよ」

『はぁ？　じゃあ、何をやっていたんだよ』

「戦車の群れと戦っていたら、海岸に出たのよ。良い景色だったわ」

『戦っている最中に景色を気にしているお前が分からないんだけど』

「そうしたら、海の上にね」

『うん』

「軍ぐん艦かんがやって来るのが見えたから」

『……うん？』

「乗り込んでぶっ潰つぶしたわ」

『…………うーん』

　どう反応したら良いのだろうか。もう素直に驚おどろく気すらなくなっているんだよね。

　そりゃ戦車があるんだから、軍艦があってもおかしくはない。そして夏野は戦車を破壊したんだから、軍艦くらい破壊するでしょうよ。それをハサミ一つで成なし遂とげるなんて、お前は元教官の現コックかよ。

　夏野の説明を補足するかのように、遠く、海岸の方から爆発音が轟とどろいた。同時に、もうもうと上がる黒煙。

　それを見た真秀が、またもや叫ぶ。

「ここからじゃ見えないけど、七つの海を股またに掛ける『氷海の文蔵ビブリオテカ・グラキエス』が！　わたくしの海上図書館がー！！！」

『それも図書館なの!?』

　軍艦型もご用意していたって言うのか。飛行機、戦車と合わせて、陸海空を制せい覇はしたという趣しゆ向こうだったのかよ。たった今、全滅が確認されたけど。どれもこれも、さぞかし高価なものだと思うんだけど、残念ながら全滅です。酷過ぎる。

「どうしてこんな目に……わたくしが何をしたって言うんですの……」

『そうだな、あえて言えば、俺達に関かかわったのが悪かったんじゃないのかな』

　どう考えてもそれが原因です。菜な沙ずなにそそのかされたのか、あるいは真秀自身の目的の為に自みずからやって来ていたのか。どちらにしろ、真秀にとっては最悪の展開となってしまった。だって図書館が落ちたし。本人も落ちたし。

　こうなると、ひたすらに可か哀わい想そうになって来る。変人たちの大感謝祭に巻き込まれて、こんなことになってしまったのだから。本人と俺との相性もあって、つい同情してしまうのだ。

「あ、もう一つ思い出したんだけど」

『これ以上何があるって言うんだ』

　どんな図書館を破壊したんだよ。

　別にもう驚きはしないので、じゃんじゃん言ってみろっての。

「アナタ、随ずい分ぶん、水無川真秀と仲良くしていたみたいじゃない。どうせ飛行機の中で本に囲まれて、今の状況も忘れて楽しくはしゃいでいたんでしょう？」

『何で分かったの!?』

　おっと話が急展開だ。

　しかも崖がけ下したに向かう方角に!!

『盗聴器は壊れていた筈なのに!!』

「分からないとでも思ってるの？　ふうん、随分良い服を着てるじゃない。一体、あのお嬢様とどんなプレイを楽しんでいたのかしら？　それだけ楽しんだのなら、もうこの世に未み練れんはないってことになるわね？」

『何を言ってるの!?　あるよ未練!!　それはもう沢山!!』

　俺にはまだ読んでない本がいくらでもあるのだ。

　読まずに、死ねるか。

「……まあ、その件については、後でじっくり聞くことにしてあげるわ。今は、私の出番ではないことだし」

『え？』

「主演女優の交代と、そういうことよ」

　自分の出番は終わりだという風に言って、夏野は横へと引っ込む。こちらを油ゆ断だんなく見み据すえていた佑斗に、声を掛けつつ。

「邪魔したわね、少年」

「何だ、あんたが僕の相手をするんじゃないのか？」

「ええ、だってアナタの相手には、相応ふさわしい人間がいるでしょう？　因いん縁ねんの相手が、ね。だから、私はちょっかいを出したりはしないわよ」

　夏野と入れ替わるように、度たび重かさなる惨さん劇げきで大荒れの煉獄館跡、そこに登場したのは。

「……お嬢様に手は出させないよ、後こう輩はい」

　足を引きずりながら、それでも懸けん命めいに立っている、一人のメイド。

　森もり部べ佐茅が、現れたのだった。




　佑斗が、感心した、というような溜息を吐く。

「……驚いたな。確実に何本かは持って行ったつもりだったのに。数週間は動けないと思ってたんだけどな」

「骨が折れたくらいで止まる訳ないだろうさ。その程度でどうにかなるような奴が、あの組織にいる筈もない。そうだろう？」

「はっは、それは確かにそうだな……だけどそれで？　今更出て来て、どうするつもりなんだ？」

　分かり易く挑発的な言葉だが、確かに、佑斗の言う通りだった。

　佐茅の状態は、お世せ辞じにも万全とは言えないものだった。顔色は悪く、身体のあちこちに包ほう帯たいが巻かれたまま。こうして立っているだけでも、激痛に苛さいなまれているだろう。

　それでも佐茅は、紅葉の前に立っている。

　それこそがメイドの生き方だと、全身で体現するかのように。

「決まっているだろう？　メイドの生き方は、主人の為にだけしかない。たとえ全身が砕けようとも、それを違たがえることだけは、無い」

「そんなボロボロの身体で、かよ？」

「確かめてみるかい、後輩」

　姫萩紅葉に仕えるもの。

　水無川真秀に仕えるもの。

　主人同士が対立した以上。

　二人の従者にとって、和解するなんていう選択肢はあり得ない。

　ただ、主人の為に。互いを打ち滅ぼす、その意志だけとなる。

「……そうかい。だったらもう一度倒せばいいんだな！　もう一回倒して、それで僕の方が上だって、証明して見せる!!」

「メイドや執事に上や下なんかないさ。主人が上で、私達が下。他には何もない。それを理解出来ないのなら、いつまでも半端者に過ぎないよ」

「……ふん」

　佑斗は、ちらりと後ろを振り返る。

　そこに虚きよ脱だつした様子でへたり込んでいる自分の主人……真秀を見つめて。

　そして、決意を秘めた瞳で、構える。

「だったら俺を倒してみろよ、先輩!!」

「言われなくてもそうするさ、後輩!!」

　最後に言葉を投げかけて、そして示し合せたかのようなタイミングで大地を蹴けり。

　執事とメイドが、激突する。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ムササビ式滑空術】……　汐待佑斗が用いた忍術の一種。風呂敷を両手両足で摑つかみ、パラシュートのように大きく広げることで、ふわりと空中を滑空することが出来る、某伝説の忍者も好んで使用した技。ただ、高空から落ちる際に使用出来るかどうかは未知数である。まして飛行機から脱出するのにも使えるのかどうかは不明。






「シッ!!」

「くっ!?」

　執事とメイドの攻防。

　数合の打ち合いを経へて、打ち込みの速度は明らかに執事の方が速い。

　怪我のせいか、あるいは瓦礫に埋もれた足場の悪さもあってか、出足の鈍にぶいメイドに対し、一瞬で距きよ離りを詰め。満まん身しん創そう痍いの相手に対し、躊躇うことなく、一撃を見舞う。

「僕の命に従え、穢殺刃・改二!!」

　執事の攻撃が、宙を穿うがつ。

　伸しん長ちようする穢殺刃・改二のリーチの広さを活いかした攻撃。

　その攻撃は直線状というだけではなく、回転し攻撃範囲を広げながらメイドに殺さつ到とうする。後ろは言うまでもなく、横にすら避さける場所を失った佐茅に、正面から襲い掛かる。

　回転力を、破壊力に置おき換かえた、絶対の一撃。

　たとえ、穢殺刃で受け止めたとしても、その勢いを殺し切ることが出来ないのは、昨日の時点で判明している。回転運動から生じた破壊力は、生半可な防御をぶち破り、力を受け流そうにも不安定過ぎる。

「──ッ!!」

　だが、それを分かっていたところで、どうすれば良いのか。避けることも防ぐことも出来ない、その攻撃への対処は。

　佐茅は、避けようとしない。

　そのまま、身を投げるようにして、殺到する攻撃の渦か中ちゆうへと飛び込んでいく。

　まさかの特攻戦術だろうか。

　そんな精神論も、実際に迫り来る脅きよう威いの前には無意味だ。

　だから、このまま先に進んだとしても、佐茅の敗北は揺るがない。

　ガキンと、激突音が響いた。

　そこにいる誰もが、攻撃に蹴散らされるメイドの姿を幻視して。

　しかし。

　執事の攻撃を受けたのは、穢殺刃だけだった。

　穢殺刃だけが、突撃した佐茅の眼前で、佑斗の穢殺刃・改二と衝しよう突とつしていた。

「なっ!?」

　佑斗の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　佐茅に向けて放たれた穢殺刃・改二の攻撃が届こうとする、その寸前。佐茅は、手にしていた自分の得え物もの、穢殺刃だけを前方に投とう擲てきしたのだ。まさか武器を手放すことは無いだろうという、その意表をついて。

　宙を飛んだ穢殺刃に、穢殺刃・改二の攻撃が絡みつく。

　威力を高める為、回転を攻撃に加えた結果として、穢殺刃・改二は投げつけられた穢殺刃を内部に取り込む形となった。意図しないタイミングでの衝撃に、一直線に向かって来ていた攻撃に乱れが生じる。

　結果、絶対不ふ可か避ひだった筈の一撃に、隙が生まれる。

　その隙を縫うようにして、無手のメイドが、執事に向けて突とつ撃げきする。竜巻に飛び込むかの如ごとき、ぎりぎりのラインを、細い道筋を、こじ開けるように抜けて見せる。

　二人の距離が、詰まる。

　既にそれは、近接武器の間合い。

　しかしメイドは武器を失っている。

「くっ、武器を手放すなんて、何のつもりだ!?」

　執事は腕を強ごう引いんに捻ひねり、穢殺刃・改二を手元に引き寄せようとする。それは、メイドを背後から貫かんとする一撃。武器を手放した佐茅に、再び攻撃を防ぐことは叶かなわない。

「何のつもりだって？　おかしなことを聞くねぇ」

　接近した間合いの中、佐茅の瞳が、佑斗を捉とらえ。

「勿もち論ろん。勝つつもりさ」

　穢殺刃・改二が、佑斗の手の中に戻らんと唸りを上げる。

　最早、佐茅に逃げ場は無い。

「全く、武器が無いと闘えないなんて。最近の執事は、落ちぶれたもんだねぇ」

「なっ!?」

「随ずい分ぶん面白いものを見せてもらったからね。こちらも、見せてやるよ。本当は、お嬢様に仕つかえた時点で封印する筈だったんだけどね。『陰乍シヤドウサーヴアント』、その失われた一三分隊に伝わる、最終奥義……魔犬の恐吼ガルム・レイド」

「──ッ!?」

　そう呟つぶやいた。

　それだけだ。

　それ以外において、佐茅が、何か特別なことをした訳ではない。ただ、一瞬だけその全身を、気合を込めるかのように震ふるわせただけ。

　ただ、効果は明白に表れた。

　単純な結果。

　あまりにも単純な結果として。

　世界が停止した。




『…………!?』

「──ッ!?」

　何かが起こったと、それは分かる。

　だがしかし、声が出ない。それどころか、身体が動かない。横にいる夏野も同じようで、どうにか身体を動かそうとしているものの、しかし動けずにいる。

　一体、何が起こったのか。

　何もかもが、人だけではなく全ての生命が静止してしまったが如き、絶対の静せい寂じやく。それこそ、世界全てが止まっているように錯さつ覚かくするほど。

「……そう、これがメイドの奥おう義ぎ」

　全ての音が絶えた世界の中、佐茅の声だけが木こ霊だまする。彼女はゆっくりと、穢殺刃・改二に巻き込まれて地面に落ちた穢殺刃を手に取り、そして重い足取りで、佑斗の方へと歩いていく。

　ゆっくりとした、それこそ普段の俺でも避けられそうな、鈍い歩み。

　しかし、佑斗は逃げることは出来ない。

　佐茅に向かって攻撃を繰り出す、その不自然な体勢のままで固まっている。俺と同じく、全ての動きを封じられてしまった、そんな様子で。




「魔犬の恐吼。それは疑ぎ似じ的てきな時間停止。訓練の末に身に着けた、殺気とも気合とも呼べるものを全範囲に向けて放射することで、相手の感覚を一時的に奪うばい去さり、あたかも時間が止まったかのような錯覚を、その肉体に与える最終奥義。意識は保っているかもしれないが、しかし、身体を動かすことは出来ないだろうさ」




『……！！！』

　急に何を言い出すの!?　正気か!?

　メイドの技能と何の関係があるの!?

　などと大声で叫びたい気持ちで一杯だったが、しかし佐茅の言う通り、身体が動かない。目の前で起こっていることを認識出来てはいるのだが、しかし肉体の方が付いて行かない。夏野ですら、それは例外ではない。

　一番の目標……佑斗は、動けない。

　接近して来る佐茅に対し、何の抵抗も出来ないままだった。

　顔に驚愕の表情を張り付けたまま、必死に抵抗しているようだったが、それも無意味に終わっている。世界ごと動きを封じられてしまっているのだ。

　そうして、佐茅が佑斗の前に立つ。

　告げる声は、突き放すかのような硬さ。

「この疑似時間停止状態で攻撃を与えても、別にどうにもならない。肉体が停止している以上、傷は付かないし、痛みもまた本人に届きはしないからね。だけど、攻撃をしたという事実だけは、決して消えない」

　言って、穢殺刃が振るわれる。

　無防備な佑斗の身体に向けて、何度も何度も振るわれる。

　普段は軽々と振り回している穢殺刃だが、それを振るう今の佐茅の動きは、ひたすらに鈍い。振り上げて下ろすまで、数秒の時間を要する程に。しかし、そんな緩かん慢まんな動きであっても、相手が止まっているのならば関係は無い。好きなだけ、攻撃を見舞うことが可能となる。

　ただ、その攻撃に、目に見えた効果は無い。佐茅自身が言っているように、どれだけ穢殺刃を振るおうとも、佑斗の身体に、傷一つ付いていない。だから、見ているだけのこちらからすれば、無駄なことをしているようにしか見えない。

　いや、そんな無駄なものを、奥義と呼ぶ筈もないのだ。

　こうして実際に攻撃されている以上。

　このまま、再び時間が動き出し、その身体もまた自由を取り戻す時が来たら。

　今受けている攻撃の衝撃は、どうなるのか。

　長い時間を掛け、都合一三回の攻撃を放った佐茅は、肩で息をしながら。

「やれやれ、流石に限界だ。私の身体も、それに穢殺刃もね。全く、よくもここまでやってくれたもんだ」

　先程の佑斗との衝突の影響か、外がい装そうが剝はがれボロボロになった穢殺刃が、佐茅の手から零こぼれ落おちる。

「だから、これで沈んでもらうよ後輩。いや、後輩でもないか。私はもう、自分の過去なんてどうでも良い。今の私はただの、お嬢様にとってのメイドだから。それ以外はもう、どうでも良いんだ」

　幾多もの戦場を駆け抜けて来た箒ほうき。

　その箒が、地面に落ちて乾いた音を鳴らす。

「お嬢様が覚悟を決めたんだ。私も、その道に付き従うだけさ」

　音が響いた、その瞬間、世界が動き出す。

　俺も夏野も、全ての世界が、自由を取り戻す。

　そして。

　メイドによって放たれた攻撃もまた、その役割を全うする。まるで同時に攻撃されたかのような威力を以もって、佑斗に叩きこまれることとなった。

「────ッ！！？」

　即ち、一三連続同時攻撃。

　鳴る斬ざん撃げき音おんは一回のみ、しかし全方位からの攻撃が一三回。

　言葉を、悲鳴を発する暇いとまもなく、佑斗の身体が爆ぜる。




　しかし。

「ンまだだぁッ!!」

　佑斗は、踏ん張った。

　意識を失う寸前のところで、持ち直した。

　彼を動かすものが、忠義なのか、あるいはそれ以外のものなのかは分からない。

　しかし、確実に言えることは、まだ何も諦あきらめていないということ。

「ッ……らぁ！！！」

　完全に死に体だった佑斗の肉体が、躍やく動どうする。

　それは恐らく、彼の全精力を懸かけた特とつ攻こう。

　その手の中に、依然として握られた穢殺刃・改二。そして全身に漲みなぎる殺気。既に動く筈のない肉体を、しかし精神力だけで動かし、勝ったと思い込んでいる相手の隙を狙って繰り出す、相打ち覚悟な最後の一撃。

　執事としての意地が、そして意志が、その攻撃を生み出した。

「あれはっ!?」

『知っているのか夏野!?』

　その様を見た夏野が、驚愕の声を上げる。

「死してなお任務を遂すい行こうしようとする、決死の一撃。死んだ振りっていうか、もう死んでいる状態から繰り出す予想外にして規格外のワザマエ！　忍者の里に古くから伝わる自死覚悟の最終奥義!!　それがあの、死し獅し子し疾しつ走そうの術!!」

『そんな!?』

　そこまでの、執しゆう念ねんを形にしたかのような技があるだなんて。

『ってか何でそんな事知ってるの!?』

　そんな俺達の会話など捨ておき、佑斗の攻撃は目標へ達しようとしている。

　即ち、森部佐茅へと。

　大技を決めて、油断していたという訳でもないだろうが、しかし彼女とて満身創痍。

　迫り来る一撃を受ける気力も体力も、きっと残っていなくて。自らの身を守る穢殺刃は、足下に落ちている。このままでは、為す術すべもなくやられてしまう。

「これで、終わりだああああああああッ！！！」

　佑斗が吠ほえる。

　必殺の一撃を、佐茅に叩き込もうと突進して。

　対して、佐茅は、動かない。ただ緩慢な動きで。自らを穿とうとする最後の攻撃を受け入れるように、佑斗の方を向いて。

　まるで降参するかのように、両腕を天高く掲かかげる。

　否、それは降参の動きではない。

　その瞳に宿る力が、何も、失われていなかった。

　たとえ穢殺刃を失い、全身に痛みが走っていようとも。

　彼女は、彼女としてそこにいる。

「悪いね、まだ私の攻撃は終わってないのさ」

「なっ!?」

　佑斗の突撃を見て、佐茅は笑みを浮かべる。

　失われた得物を補おぎなうようにして、メイドが高らかに掲げたその徒手に。この瞬間を待ち構えていたように、飛来するものがある。

　高速で飛来する、黒く鋭い物体、その正体は。

『僕ですよ!!』

『九郎さん!?』

　喪うしなわれた穢殺刃の代わりに、カラスという武器が、出現した。

　メイドは、両手で摑んだカラスをそのまま、勢い付けて振り下ろす。

「──ッ!?」

　まさか、頭上からの攻撃など想定していなかったのだろう。佑斗は、それに対応することが出来ず。完全に不意を衝つかれた形になって、メイドたちの攻撃を受けるしかない。

　それは。

　共に紅葉を想おもうものによる、乾けん坤こん一いつ擲てきの攻撃手段。

　佐茅とカラスの叫びが、意地を通し、空気を震わせた。

「合体奥義!!　メイドクローストライク!!」

　そうして。

　躊躇うことなく、思い切り。

　振り下ろされたカラスが、佑斗の脳天に突き刺さった。




「……ふう」

　やり遂とげたと言わんばかりに、全身を脱力させる佐茅。

　ただのカラスのくちばしでも、メイドの膂りよ力りよくで振り下ろされれば、それは恐ろしい凶器だ。

　佑斗は、頭にカラスが刺さったままで、ぐらりと体勢を崩し、手の中の穢殺刃・改二と共に崩れ落ちる。一瞬だけその場に浮かぶようにして痙けい攣れんし、そして地面に叩き付けられ、二度と動かない。

　今度こそ、メイドと執事の戦いの決着がついたのだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【魔犬の恐吼】……　森部佐茅が習得しているメイド秘ひ技ぎ。体内で練ねり上あげた気合、あるいは殺気や覇は気きとも呼べるものを全方面に向けて放射し、対象生物の神経系にショックを与えることで、一時的な麻ま痺ひ状態を作り出すことによる、疑似時間停止。佐茅本人の体力消しよう耗もうも激しい為、連続使用は不可能であるが、しかし一方的に自分のターンを続けることの出来るこの技の脅威は大きく、注意が必要である。

【メイドクローストライク】……　森部佐茅と姫萩九郎が放つ合体奥義。メイドが手にしたカラスを、その圧倒的な膂力で振り回し、そのまま相手に叩き付ける。気合の入ったカラスのくちばしは、あらゆる敵を粉砕するという話だが、しかし高確率でカラスのくちばし自体もまた粉砕される。故に、二度目は無い一撃必殺の奥義。






　従者同士の戦いが終わり、手番は主人に移る。

「私の方は終わりました、お嬢様」

「はい、ご苦労様でした、佐茅さん」

『ヒャッハー！　やったぜ紅葉ー!!』

　佐茅が、足を引きずりながら紅葉の元へと辿たどり着ついた。なおも刺さったままのカラスが、勝利の雄お叫たけびを上げる。

『くそぉ、僕だって最後のトドメを見舞ったんだ、これは紅葉に褒ほめてもらわないと……あれ抜けない。ちょっと誰か！　僕のくちばしを抜いて下さい！　じゃないと紅葉に褒めてもらえないじゃないか!!　うおおおお!!』

『……うわぁ』

　もう何を言えばいいのか。今日は本当に色々なことがあったけれど。眼前で起こったことは、その極みと呼べるくらいに酷いです。

　いつの間にそんな合体奥義の練習をしていたの？　とか、世界を止めるってメイドすげえ！　とか、ちょっとどころじゃなく気になる点はありますけど。

　誰が一番かわいそうって、カラスが刺さったままの執事ですよね。

　さすがに時間止められたら無理だよね。時間って、そう簡単に止まらないものだと思うんだけど。それに、まさか相手がカラスを使って攻撃して来るとは、予想も出来なかったに違いない。そんなの予想出来たらどうかしているけれど。割と深々と突き刺さっているように見えるんだけど、彼の脳は無事だろうか。脳にカラスが達しているなんて、それはちょっとレントゲンで見てみたい気もするけど。

　つーか、カラスを武器にするという発想からしてどうかしていますよね。良く九郎さんはそれを了りよう承しようしたと思うよ。これも紅葉愛の成せる業なのか!!

　九郎さんの勇気に敬意を表していると、横に立っていた夏野が何やら考え込むような様子を見せている。更に何かををぶんぶん振り回しているような動作をしているんだけど、それは一体何ですか。

「成程……合体奥義ね」

『あの夏野さん？　何をそんな、良いことを思いついた、みたいな顔をしていらっしゃるんですか？』

「だから合体奥義よ。ロイヤル犬ブレイカーなんて名前はどうかしら？」

『ブレイクされちゃうの!?』

　こっちにも思わぬ飛び火が。あのシスコンガラスめ、本当に余計なことをしやがって。

　夏野は動きを模索するように、手を何度も振り下ろしているのだが、本番ではその手の中に俺がセットされる形になるんですよね。

「家に帰ったら早速練習ね」

『いや、そんな技は一生披ひ露ろうされないようにしてくれませんかね』

「あら、私達に襲い掛かる謎なぞの敵に立ち向かう為、この技が必要になる時は必ず訪れるに決まっているのよ」

『来ないで欲しいなぁ、敵』

　犬が刺さってやられる敵とか、嫌だろ。

　それにお前が一番、俺にとっての敵なんじゃないかと思うけど。

　まあ、とにかく、これで障害は全て取り除かれた。図書館も執事も、島を襲っていた脅威は、全て撃げき退たいされたのだ。だからこんな罠わなだらけの島からは出てしまおう。つーか図書館と執事によって襲われた島ってのは、それこそ規格外だよね。

『とにかく、これで帰れるんだな……本も読める。折せつ角かく持って来ているんだから、帰り道でちゃんと読んであげないとな』

「そうね、帰ったらまた拷ごう問もん部屋が唸うなりを上げるわね」

『……えっと、許してくれないの？　この服はしょうがないんだって』

　どうあっても、帰った後に俺が無事でいるビジョンが見えない。

「ああ、そっちもあったわね。別にアナタのことじゃなかったんだけど、そんなにして欲しいんだったら、私も頑張っちゃうわよ」

『藪やぶ蛇へびだった!!』

　地雷でしたね！　つい先程罠を踏んで酷い目に遭ったばかりなのだから、そろそろ学習するべきだとは思うんですが、この悪あく癖へきは中々治らないんですよね。本当、自分から地雷に突っ込んで行くことは止やめよう。

　というか、俺に被害が及ばないのだとしたら。

『じゃあ拷問って、誰のことだよ』

「それは勿論、そこに転がっている……」

　夏野が振り返ったその先には、誰もいなかった。

　いや。

『あいつ……！』

　そこにいた誰かは、既に、動き出していた。

　夏野が拷問に掛けようとしていた相手。島を占拠するという愚ぐ挙きよに及びながら、その全ての力を失い、無力化されたと思っていた相手。そもそも、本人には何の力もないのだと放ほうっておかれた、その人物。

　水無川真秀。

　いくつもの図書館を駆かる作家、あらゆる本の蒐しゆう集しゆう家。

　何も持たなくなった彼女が、それでも一心に何かを求め、走り出している。

「全く、もう……っ！」

　墜落の衝撃で、服は破れ、顔も汚れて。

　最初に見せていた余裕など、何処にもなくて。

　彼女を守るもの全てを、制圧されて。

　それでも、そこには意志があった。全てを失ったとしても、その失ったものに報むくいる為、そして己の目的の為に、形なり振ふり構わず突き進もうとする意志があった。

　散る火花を背後に、瓦礫を蹴立てて。

　彼女は走り、叫ぶ。

「ここで何も得られないのだとしたら、何の為の犠牲だったと！　だから絶対に、目的だけは達して見せますわ！　図書館を失い、執事を失って、それで無様に諦めるほどわたくしは、人間出来ていないんですから……っ!!」

　狙いは……紅葉！

　カラスをどうにか引っこ抜こうとしていた佐茅。俺をどうにかしようとしていた夏野の隙をついて。

　武器など何も持たない、ただの徒手で。

　この場にいる誰よりも弱い、そんな有様で。

　しかし、足は止まらない。

　既に大勢は決し、彼女は全てを失っている。

　ここで意地を通したところで、きっと何も得ることはない。

　それでも、進むからこその、意地。

　既に、当初の目的を失っていたとしても。その目的に対して賭かけたものが、今の彼女を動かしている。本というものを求めるが故の、決死。全ての死を乗り越えて、それでもと叫んだ覚悟の果て。

　それは、秋山忍の『色欲』を求める俺の行動にも似ている。

　どうにもならないこの世界で、求めるものへと疾走すること。一度全てを失なくして、自分の道さえも失って。それでも、誰に認められずとも、そうしなければならないと、自分の生き様が囁ささやくのだ。

「姫萩紅葉、貴女あなたさえ捕まえておけば！」

『なっ!?』

　身体を投げ出すように突撃し、真秀は車くるま椅い子すに乗った紅葉の眼前にまで辿り着き、その勢いのまま、紅葉の衿えりを強ごう引いんに摑む。

　誰も止めることが出来なかった。

　そう、真秀の目的は、紅葉の持つという本なのだ。真秀にとって、味方がいなくなってしまったこの状況下、相手の大将を人質におくと共に、本の在処ありかを吐かせる。

　それは、確かに真秀の取るべき、最善の選択で。

　しかし。

　そんな、誰にもどうにも出来ない状況下で、動く人物がいる。

「──ッ!?」

　強引に衿を摑まれた紅葉の表情が変わる。それは、普段無表情な紅葉には珍しく、ハッキリと不快感を表すような表情で。

　そして、自らの感情を、思いっきり表現するかのように。

　着物の袖そでを翻ひるがえし、己の腕を振りかぶって。

「……!!」

「へぶぅ!?」

　摑み掛かって来た真秀を、思いっきり平手打ちで張り倒したのだった。




『決まったぁー!!』

　カラスが快かい哉さいの声を上げる。

『紅葉に摑み掛かった罰ばつですよ！　紅葉がやらなきゃ僕がやっていた！　っていうか今からでもやります！　だからここから抜いて!!』

『おい九郎さん、ちょっと黙ってて』

　紅葉の振りぬいた平手は、突っ込んできていた真秀の頰ほおにこれまた良い具合にクリーンヒットし、一撃で地面に沈めていた。小さな身体の何処にそんな力があったのだと思わせる、気合の入った一撃。

　崩れ落ちる真秀を、しばし見下ろした後。

　紅葉は「疲れました」と呟いて、車椅子の背もたれに体重を預ける。

　ふう、と息を吐く紅葉の顔には、珍しく汗など浮かんでいる。

　そして一方で、殴なぐられた真秀は、自分が何をされたのか理解出来ていないかのようだった。サイン会の際に無抵抗だった紅葉の様子からしても、先程の砲撃からしても、まさか素手での反撃を喰くらうなんてことは思わなかったのだろう。

「な、何ですの……？」

　怯えきった様子で、それでも立ち上がり、紅葉に向かい合う真秀。その根性だけは認めるが、しかし止めておいた方が良いような気がする。

　殴られた時点で、素直に退ひいておくべきなのでは。

　紅葉が纏まとう雰ふん囲い気きが、いつもと違う。こんな紅葉の姿を、俺は今まで見たことがない。

『も、紅葉……？』

「お嬢様……？」

　九郎さんも佐茅も、その様子を怪け訝げんに思っているらしく、今は紅葉を心配するかのような声を上げている。九郎さんはやっぱり佑斗の脳天に突き刺さったままで。普段ならば真っ先に突撃して行くだろう佐茅も、意外なことに、ただ事態を見守っている。

　どうにも、雰囲気が怪しい。しかし、普段の紅葉を知らないであろう真秀は、それに気が付くことがない。紅葉の人となりを事前に知っていれば対応できたかもしれない今の状況、しかし真秀は、そこに踏み込んで行こうとしていた。

「わ、わたくしに、何か文句でも」

「……」

　紅葉はそのまま無言で、砲塔を構えた。

　飛行機を落とすと評判の代しろ物ものです。

　そんな近距離で撃ったりしたら、真秀は欠片かけらすら残らない気がするんですけど。それを喰らうくらいなら多分ビンタの方がマシなんじゃないだろうか。素直に頰を差し出したらどうだろうか。天鳥船の力を身をもって分かっているだろうに、しかし真秀は勇ゆう敢かんにも紅葉に食って掛かる。止めておけばいいのに。

「な、何ですの!?　えっとその砲塔を下ろしてから、ハッキリ言って下さる!?　自分の作風を失い、平凡な作家に堕だしてしまって、これまでのような作品を書けなくなった作家が、わたくしに一体何を言うと」

　砲撃。

「うひゃぁ!!」

　真秀の言葉を遮さえぎる形で、紅葉が撃った。

　さすがに図書館を破壊したようなミサイルではない。小型の砲弾が、天鳥船から放たれる。真秀自身に砲弾が当たることは無かったが、しかし直近で衝撃波を喰らった為、真秀の身体がぐらりと揺れる。砲撃音で鼓こ膜まくが破れんばかりの至近距離だ。

　しかしそれでも、真秀は戦う意志を失っていない……不幸なことに。

「な、何を、しますの！　痛い所を突かれたからといって実力行使に移るなんて、そ、そんな野や蛮ばんな」

　いや、最初に実力行使に及んだのはお前の方じゃないのか。

　自分のやったことはすっかり棚に上げて、批判を続ける真秀だが。

　しかし、砲撃。

「ひぃぃぃ！！！」

　またも紅葉が一撃を見舞う。再び衝撃波が突っ走って、しかし真秀はなおも踏ん張った。彼女もまた、ここで大人しく退くような精神状態ではないのだろう。

　その意地が、ここでは不幸だ。

「ひ、ひぃ、こ、こんなもので、わたくしが折れると」

　砲撃。

「ぎゃぁぁ！　ま、まだまだ、で」

　砲撃。

「ひぐぅ！　やっぱり無理ぃ!!」

　砲撃。

「むむむ無理だからぁ！　もう止めてぇ！！！」

『うわぁ……』

　そんなことが何回か続くも、真秀に砲弾が当たることは無かった。どうも、最初から当てるつもりは無いようだが。しかし真秀に当たらなかった結果、砲弾は真秀の背後に抜けて、煉獄館の跡地の、元々紅葉が住んでいた部屋に着弾していく。

　その度に、紅葉の部屋が粉砕される。

　壁も柱も、机も、粉々になって消えていく。

「…………」

　紅葉は何も言わない。

　長い時間を過ごした自分の部屋だろうに。少しは愛着のようなものがあってもおかしくはないのに。しかし紅葉は一切悩む様子を見せることなく、砲弾を叩きこんでいく。

　自分の部屋をここまで徹てつ底てい的てきにぶっ飛ばすなんて、まるで。

　それは当たり前の感情。誰もが抱いている、当たり前のものなのに、しかし、紅葉にはこれまで見えなかったもの。

　それは、ままならないものに対して向ける、抗あらがいの感情。

　いや、感情と呼ぶには激し過ぎる、それはきっと激情と呼べるものか。

『ひょっとして、怒っている……のか？』

　見れば、その顔に今やハッキリと表れている、不ふ機き嫌げんさ。

　そう、これまでは感情を表に出すことをしてこなかった、姫萩紅葉は。

　あの、常に無表情で無感情に振る舞っていた、あの姫萩紅葉が。

　ハッキリと、全身全霊で。

　感情に身を任せ、怒っているのだった。












　近くに寄ってみれば、紅葉の呟きが聞こえる。

　それは、苛いら立だちを多分に含んだ、空恐ろしい声色で。




「サイン会の邪魔をされました。いきなり出て来た人に、良く分からないことを言われました。佐茅さんが怪我をしました。兄さんが貶けなされました。佐茅さんが苦しんでいます。島が誰かに乗っ取られました。和人さんがいなくなりました。屋敷が潰れました。兄さんが刺さりました。和人さんが良く分かりません。心の奥が騒ざわめきます。訳が分かりません。誰も教えてくれません。意味が分かりません。というか和人さんが特に分かりません。あの服は何ですか。本当に、何もかも、不ふ愉ゆ快かいです」




『……紅葉、さん？』

　ぶつぶつと、不満を口にしている紅葉。

　時折引っかかる単語があったりもするけれど、止まらない。

　その様子は、明らかに苛立ちを含めたもの。

　それ以外に、どんな感情も含まれていない、純粋な怒り。今の紅葉を形成しているものは、それだけだった。普段浮かんでいる無関心さは、全てが怒りによって塗ぬり潰つぶされている。他に、何もなかった。

　それは、今ここで唐突に浮かぶような想いではない。

　時間を掛けて、紅葉の中で燻くすぶっていたのだろう。

　つまり、紅葉は、最初から。

『まさか、怒っていただけ、なのか……？』

　昨日から見ていた、紅葉の姿を思い出す。近寄り難がたいと、そういう風に感じていた紅葉の姿を。

　一見して、沈んでいたように見えたのも。

　率先して、島に向かおうと言い出したのも。

　真秀の図書館を、力任せに撃げき墜ついしたのも。

　全て、怒りから来る行動だったのか。

　それが、紅葉らしからぬ感情であるから、ここまで気が付かなかっただけで。紅葉は最初から、怒りのままに動いていたのだ。

　別に、菜沙の言葉に引っかかっていたとか、そういうことでもない。

　最初から紅葉の中には、怒りしかなかった。自分の書いたものに文句を言われ、メイドが痛い目に遭い、そして兄が批判された、そのことに対する怒りが。ついでに、紅葉の言葉を考えるに、俺に関する怒りも込みで。その、紅葉自身にとっても慣れない感情に振り回されるようにして、動いていたのだろうか。

　つまり。

　菜沙の言葉なんて、紅葉には届いていなかった。

　悩むほどの価値もない、ただの苛立ちの対象でしかなかった。

　反論しなかったのではなく。ただ、心が怒りで溢あふれていただけだった。

　紅葉を悩ませるものではなかったのだ。




　紅葉は、真秀に顔を近づける。度重なる砲撃に、真秀の心は半ば折れているようで。紅葉に対し、ここで何かを言う余裕もないらしかった。

　それを気にした様子もなく、紅葉は語り始める。

　自らの内にあるものを吐き出すように、ただ、語る。




「昨日、私は言われました。私の書くものが、普通だとか、いつものようなものではないとか、余計なことを教わった結果だとか、そんなことを誰かに言われました。自覚だとか喪失だとか、ちょっかいだとか変化だとか、そのようなことを知ったような顔で言っていたようですが」




「それが一体何だというのですか」




「私が書くものは、自分が書くべきだと思ったもの。自分が知っていることも、知らないことも、苦しいことも楽しいことも、喜劇も悲劇も、何もかもを含めたものが私であって、その私を映し出すものこそが、私の書くものです。他人に何を言われたところで、私は変わりません。私は、私です。私が変わるのは、常に私の意志によるものです。私が、変わりたいと、そう願うからです」




「私に読者がいて、私の本に何かを思っている、ということは知っています。その想いはきっと尊とうといもので、それを否定したりはしません。けれど、それは私の書くものとは関係のないこと。受け取った想いに対して、自分がその度たびに変わっていくなんて、そんな器用なことは出来ません。それでも、私が与えてもらった想いは、私の中の世界に眠り、いつか私を変えることになるでしょう」




「本とは、私の内側の世界の投影。私がどのように変わろうとも、私の世界を出力したものこそが私の本であるというその事実は、一切変わることはありません。ですから、私の書く本は、その時点で私に書ける唯一のもの。明日の私は、明日の私が抱いた世界に従って本を書くでしょう」




「たとえ、今の私の元を去ってしまったものであっても。私にとって過去のものであったとしても。私が覚えていないものであっても。全ては、私の中に今でも眠っています。どれ一つとして、取りこぼしたものはありません。それら全てが混在した私の世界は、これからも新しい本を生み出し続けます。誰に言われずとも、自分の意思で。書くべきだと思ったものを、私に書かせるのです」




「書くべきだと、自分の世界が思ったものを書く。それが、私の書く本です。それを他人にどうこう言われたところで、どうしようもありません」




「あまり、私を、姫萩紅葉という作家を舐なめないで下さい」




　紅葉は語り終えた。

　最後に、すっきりした、という表情をして。これまでに聞いたことのないような、全てを吐き出すような口調で、一息に語り終えた。視線は既に真秀からは外れていて。それはまるで、俺達と、俺達の向こう側にいる読者に向けたかのような語りだった。

　怒りも収まったようで、元通り、紅葉の顔は無表情に戻っている。

　いつもの紅葉が、戻って来たのだ。




『……あ』

　俺は今まで何を、悩んでいたのだろうか。

　読者が作者を変えてしまうのではないか、などという俺の悩みは、たった今、紅葉が吹き飛ばしてくれた。

　俺の行動により、作家に影響を与えてしまうということはあるのだろう。人の言葉には、意志には、それだけの力がある。一つの作品が、一人の読者の生き方を左右してしまうことだってあるのだから。

　けれど、その影響をどうするのかは、作家自身が決めることだ。

　受け入れて、変わることも。

　拒絶して、変わらないことも。

　あるいは、何も聞かずに突き進むことも。

　もしくは、全てを受け入れてなお、己の在り様に殉じゆんじることも。

　全てが、作家の判断であり、決断である。

　作家とは、多くの読者の思いを受け止めていくもの。老若男女、あらゆる読者からの思いを受け取って書き続けていくものなのだ。そんな中で一人や二人の行動だけが作家を変えてしまうだなんて、それだけで作家が変わってしまうのではと悩むだなんて、思い上がりも甚はなはだしいことだった。

　姫萩紅葉が、そう教えてくれた。

　作家は、どんなことがあろうとも、書き続けることで作家なのだと。全てを受け入れて、書くからこその作家なのだと。

　読者が作家によって、本を読むことによって変わるのと同様に。

　作家も、読者を含む色々なものによって変わることもある。

　でも、それも全部呑のみ込んで書くからこその作家だ。

　だから安心して読んで、作家に読者の想いを伝えて欲しい、と。

『ああ、分かってるさ』

　だったら、こちらのやるべきことは決まっている。

　読者の本ほん懐かい。

　俺に出来ることは、ただ読むことだけ。

　悩む必要なんて、最初からなかった。

　読みたいものを読んで、それを作者に伝えて。それだけで、全ては満たされる。

　分ぶん不ふ相そう応おうなことまで考えるから悩むのであって、本を読むことだけを真ま面じ目めにやっていけば、それでいいのだ。真剣に本と向き合い、その向こう側にいる作者と向き合っていく。それだけで、互いに必要なものは満たされるのだ。

　全ての読者に許された、それが真実だ。

　だから、俺は本を読み続ける。

　今までと同じように、作者の隣であっても、本を読み続ける。

　それしか出来ない俺が、あーだこーだと悩むことなんて無かった。悩んだら本を読めばよかったのだ。ここまで、そうやって読んで生きて来たのだから。一回死んでもどうにかなったのだから。

　自分に気合を入れる意味でも、叫ぶ。




『よし、本を読もう!!』




「何を当たり前のことを今更言っているのよ、駄犬」

『当たり前だからこそ、言うんだよ。俺は本を読むぞ！　今までも！　そしてこれからもな！　ずっと！』

「……まあ、それで悩みが解決したんだったら、良かったんじゃないの？　そんな当たり前のことを叫ぶだけで元に戻るとは思わなかったわ」

『いいんだよ、そういうものなんだからさ』

「そう……そういうものなのね」

　何処か安心したかのような、夏野の言葉。

　自分一人で悩んでいたつもりだったけれど。その悩みは、夏野には当然お見通しだったらしい。しかしもう大丈夫だ、俺は本を読むだけだから。ここまで続いてきた一本道、もうその果てを見失うようなことは無い。

　誰に惑まどわされることなく。

　俺は、俺の思うがまま、読み続ける。

　そう、だって春はる海み和人は読書バカなのだから。




　と、紅葉が再び砲塔を構える。

「それでは、全部終わらせたいと思います。システム『建たけ御みか雷づち・弐に式しき』……起動」

『……え？』

　いや、それだけではない。

　紅葉のもう片方の肩に、二本目の砲塔が出現していた。何それ。一個人が持っちゃいけないレベルの火力になっているような気がするんだけど。

　まだ怒りが収まっていなかったのか。

　執事に刺さったままの九郎さんが叫ぶ。つーかまだ刺さっていたんですか。

『紅葉！　どうしてそんなことをするんだい!!』

「最後に一回、思い切りやりたい気分だからです」

『へーそうなんだ。紅葉がやりたいようにすれば良いんじゃないか……って屋敷の中にはまだ未使用の罠がたくさんあるんだ！　ちょっと春海君、もったいないので、今から全部の罠に引っかかって来てくれませんか!!』

『紅葉、一思いにやってくれ』

『ちょっと春海君!?』

「それでは思い切り吹き飛ばしますのでどいて下さい。全てを灰塵に帰しましょう」

『って、やっぱり無しだ！　そんなことをかよわい女の子がやっちゃ駄目だから!!　いや、お前がかよわいかどうかはまた別の話だけど。とにかく絶対にやめろ!!』

　そんなものを使ったら島の形が変わっちゃうだろ!?　下手したら島ごと跡形もなく吹き飛ぶ可能性だってある。ダブルだから。本も無くなっちゃう!!

　どれだけテンションが上がったのか、あるいは怒りがまだ後を引いているのか、屋敷ごと吹き飛ばそうとする紅葉を必死で引き止める。




　紅葉がぶち抜いた、屋敷の壁から。

　何処までも続く、広い青空が顔を覗のぞかせていた。


　　　　　　　　



　これで今回の事件『監かん獄ごく島とう占拠事件』は、全て終了した。

『よし、じゃあ帰ろう!!』

『あの、春海君』

『うん、すっきりした。紅葉もすっきりした。本当にすっきりした。さあ帰ろう、帰って本を読もう!!』

『春海君！　抜いて下さい!!』

　そんな俺の爽さわやかな感傷を邪魔する、必死な声。

『……何だよ』

『見れば分かるでしょう!?　早くここから僕を抜いて下さいよ!!』

『俺、犬だしなぁ……』

　未だに佑斗の脳天に突き刺さっている、九郎さんの訴うつたえだった。

　改めて見るに、どうかしている光景だこれ。つーか人間の頭に突き刺さるほどの力を込められて、よく無事でいるよねこのカラス。佐茅の力からすれば、あのまま握りつぶされていてもおかしくはなかった。

『自分で望んで合体攻撃して、それで刺さったんだろ？　そのままでいいじゃないか』

『いい訳ないですよね!?　僕にこのまま、頭に刺さったまま一生暮らせと言うつもりですか!?』

『まあ、確かに、大変だよな』

『当たり前です』

『佑斗、まだ若いのにな』

『そっちメインですか!?　つーか佑斗って誰ですかもう！　要するに紅葉の敵なんでしょう!?』

　怒りがぶり返したのか、くちばしを更に押し込んでいく九郎さん。

　いや、そのまま行くと佑斗が死んじゃうし、何より九郎さんが抜けにくくなるだけなんだけど。一生カラス人間として過ごすつもりなの？

『抜けない抜けない！』

『バカじゃないの？』

　もうちょっと考えてから行動しろよこの鳥頭。

　結局、夏野に頼んで抜いてもらった。

　別に佑斗の命に別状はないみたいなので、まだ呆ほうけている真秀共々、そこに放置することにした。島を占拠するなんて悪いことをしたのだから、まあ少しは反省して欲しいものである。飛行機とか諸もろ々もろぶっ壊しちゃったのは、まあ、ごめんなさいとしか言いようがありませんけどね。

　でも別に死ぬことは無いんじゃないのか。罠とかまだ残っていると思うけど。罠を無事に回避出来たら、あとは泳いで帰れば良いじゃない。




　屋敷から離れ、森の中を歩く。

　先頭を行く夏野、そのあとに付いていく紅葉と佐茅。何でもまだ罠が残っているらしく、時折夏野が反応して罠を切り伏せている。この帰り道で罠に掛かったりしたらシャレにならないんだけど。うちに帰るまでが遠足です、なんていう言葉があるが、今回の場合は何だろう。うちに帰るまでが占拠なのか。

『しかし』

　並んで歩いている九郎さんに話しかける。

『はい』

『結局、柊ひいらぎ菜沙は何を企たくらんでいたんだ？』

　真秀の野望は……と言っても結局良く分からないままなのだが……阻そ止ししたとはいえ、まだ問題は残っている。

『さぁ……僕も良く分かりません。鈴すず菜なさんの調査を待つしかないですね。今回、何とか三人の作家のうち一人を倒しましたけど、まだ二人残っている訳ですし、いずれまたちょっかいを出してくることになるでしょう』

『第二第三の作家が襲い掛かるぞ、って感じかぁ……』

　厄介な話である。

　結局、菜沙のやりたいことは不明のまま。

　この島に真秀がいることを伝えて来たことからして、俺達と真秀をぶつける意図があったのは確かだと思うが。それで、菜沙は何が得られるというのだろうか。

　むしろ、紅葉に関しては吹っ切れてしまったようですらある。

　今回の事件を経て、紅葉は自分の作家としてのスタンスを決定し、これからも作家として歩んでいこうとしているのだ。紅葉に酷い言葉を投げかけていた菜沙としては、この結果はどうなのだろう。

　一方で真秀の方は、どうやら探していたものも見つかっていないようだし、持っていた図書館は墜落するし、佑斗の頭に穴が開くし、戦車も軍艦も駄目になるし、本人は殴られるしで、ろくな目に遭っていない。

　そもそも菜沙が俺達に連絡をして来た結果が、この惨状に繋つながったのだ。

　結果として、紅葉が成長することになった今回。

　そして菜沙側の人間である真秀は損するばかりの展開だ。

『……まあ、結果オーライ、なのか？』

　菜沙の計画が何を目指しているのかはともかく、俺の信念は、読者としてどうあるべきかというスタンスは、これでもう固まった。これ以上、菜沙の言葉に惑わされることは無い。今度俺の目の前に現れたのなら、思い切り嚙かみついてやろう。

　ただ、今は休ませて下さい。もう全身が痛くてたまらないんです。墜落したので。本当、俺はよく無事でいられたよな。

『本当に、大変な一日だったよ。こんなのはもう御ご免めんだ』

　うんざりしている俺だったが、しかし九郎さんは違うようで。

『でも、来てよかったと思いますよ？』

『そうか？　俺は罠に掛かったし、落ちたし、飛んだし、屋敷は吹っ飛んだぞ』

『でも、紅葉の言葉が聞けました』

『……ああ』

　晴れやかな声で言う九郎さん。

　そう、確かに、紅葉の言葉は心に響いた。俺の悩みごと吹き飛ばしてくれる、希望に溢れた宣言だった。あの言葉を聞けたことは、確かに、十分過ぎるくらいに意味のあることだったと思う。

　思えば、この島で初めて会った時の紅葉は、本当に得体が知れなかった。

　機械越しに声を交わした、そんな相手。全てから遠ざかっているかのような少女。どうすれば心を通じ合わせることが出来るのかと、不安に思ったものだ。それでも、俺の思うがままを伝えて、この島から連れ出して。図書館へ行ったり遊園地に行ったりして、日々を過ごしたことが、本当に楽しかった。

　世界の全てを拒絶していた紅葉は。

　世界の全てを受け入れていくと、そう変わった。

　その変化に、少しでも俺が関われたというのなら、本当に嬉しいことである。これからも、紅葉を見守っていきたいと思う。

『って、シスコンの前で言ったら怒られそうな話だけど……』

　なんて、そんな風なことを考えながら、こっそりと九郎さんの方を見てみれば。

　九郎さんは俺のことなど視界に入っていないようで。視線の先には、紅葉と、メイドの姿があった。紅葉の車椅子を押しながら、時折紅葉に話しかけている佐茅と、それに頷うなずいて同意を示している紅葉。

　まるで姉妹のような、その姿を。

　九郎さんが、眩まぶしいものを見るような目で見つめている。

　それは、純粋に妹を思う、兄の眼まな差ざしで。

『……いつもだったら、ここらで乱入していきそうなのに、何があったんだ』

『いえいえ、今回は佐茅さんが頑張ってくれましたからね。花を持たせてあげているんですよ。紅葉が怒っていることについても、佐茅さんは誰よりも早くに気が付いていたようですし』

『……そうだったのか？』

『それで、あの執事は佐茅さんがいてこますから、水無川真秀に関しては紅葉がトドメを刺すと、そう決めていたらしいです。つまり、従者は従者同士。主人は主人同士決着を付けるという取り決めだったということですね』

『……随分と、暴力的な取り決めだな』

　まあ、素す晴ばらしい連れん携けいプレーと言えなくもないのだろうか。

『ええ、ですから、今回は佐茅さんに感謝していますよ。やっぱり、僕が選んだメイドに間違いはなかったんです』

『そうなのか？』

　どちらにしろ、アクの強いメイドだと思うけどさ。

『はい。これでもう、僕は何も思い残すことはありません』

　九郎さんは一度だけ俯うつむくと、紅葉と佐茅の二人を交互に見つめながら呟く。

『紅葉は立りつ派ぱに、本当に立派になりました』

『何だよそれ。遺ゆい言ごんみたいに言うなよな、縁えん起ぎが悪い』

『ははは、確かにそうですね。でも本当なんですよ、春海君。昨日僕は言いましたね。「姫萩紅葉」を、作家ではなく、一人の女の子として解き放ったことで、編集者としての僕は死んだ、と』

『ああ。確かに、出発前にそんなことを言っていたっけ』

『でも、それは間違いでした。紅葉は、僕の愛する妹は、僕の想像を超えて成長していた。それは人間としても、そして作家としてもです。兄であり、担当編集者であった僕の思惑など……心配など、遙はるかに超えて』

　九郎さんは笑う。

　紅葉を見て、空を見て。

　もう一度紅葉を見て。

　本当に幸せだと、そんな顔で、笑っていた。

『これから姫萩紅葉は、作家としても、そして一人の人間としても、自らの力で前へと進んで行けることでしょう』

　その顔は、本当に全てに満足したかのような。

『だから本当に、もう、何も、思い残すことはありません』

　それは、自らやり残したことを、全てやり終えたかのような。

　そんな笑顔だった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【建御雷・弐式】……　姫萩紅葉の車椅子に搭載されている武装が、改修を経てパワーアップした姿。砲塔が二門に増強されており、連続した砲撃が可能となっている。その分搭乗者が受ける負担は増しているとのこと。姫萩紅葉が本気になった時にだけ使用される、最終兵器である。






　ようやくクルーザーの停泊している桟さん橋ばしに戻って来た俺達。

『ふう、これでやっと帰れるんだな』

「そうね、家に帰ったら、早速お仕置き……拷問だっけ？　とにかく、しないとね」

『どっちにしろ嫌なんですけど。うわぁ帰りたくねぇ。いや、俺は帰るぞ！　帰って本を読むんだ！　お仕置きだろうが拷問だろうが、何するものぞ！』

「そう、覚悟が出来ているみたいね。だったら、お仕置きのレベルを上げても問題は無いのよね？」

『本当控ひかえめにして下さい。お願いします』

　折角未来について決意が固まったところなので、少しお手柔らかにお願いします。まだまだ本を読んで行きたいんです。

　と、夏野は、何だか棘とげのある声で。

「あの水無川真秀とかいう女と一緒に飛行機に乗ったのよね？　さぞかし楽しかったでしょうねぇ。服もしつらえてもらっちゃって」

『いやまあ、楽しかったけど』

　本が沢山あったし。でも墜落したんだよな。

「そして、紅葉とも何だか通じ合っちゃっていたりしたようね？」

『確かに通じ合っていたかもだけど』

「という訳で、お仕置きのレベルが三段階ほど上がります」

『何で!?』

「あんまりレベルが上がると、こっちも大変になるから止めて欲しいのよね」

『じゃあ最初から止めません!?』

　苦しみを乗り越えたのに、どうしてその先に更なる苦しみが待っているの!?　ここは地じ獄ごくなの!?　一日の間に天国に行ったり地獄に行ったり、ああもう本当にこりごりだよ!!

「……ねえアナタ、さっき姫萩九郎と何を話していたの？」

『はぁ？　何だよ、聞いてなかったのか？』

「いいから、答えなさい」

『別に、紅葉が頑張っているからハッピーとか、そんな感じの話だよ』

「……それだけ？」

　何故だか夏野は、真剣な様子でなおも聞いてくる。

『いや、本当に大した話はしていないって。紅葉が、ちゃんと自分の作家としての在り方に辿り着いて、良かったって。何だか九郎さん、妙に晴れやかな顔をしていたけれど、あれは兄としての心境って奴なのかな？』

「そう……」

　それっきり、夏野は離れて行ってしまった。一体何なんだ。

　気になるが、でもまあ、今はゆっくりと本を読もう。

　幸いなことに、非常用に持ってきた本がある。波に揺られながら読書タイムと洒落しやれこもうじゃないか。本を読んでいる限り船酔いなんかしないし。後のことは後で考えよう。

　そう思い、リュックの方へと駆け寄る。

　運転席にいる紅葉が、車椅子をクルーザーに接続し終えたようで、エンジンの掛かる音がする。

　色々なことがあったが、この島には、もう来ることは無いだろう。

　さようなら監獄島。

「ちょっとお待ちなさい!!」

　そう、今にも出港しようとする俺達を、制止する声。

　水無川真秀だった。




「何を勝手に置いて行こうとしてますの!?」

　彼女は、まだ意識を失っているらしい佑斗を背負っている。ああ、まだカラスの後こう遺い症しようが残っているんだ……。無理矢理にクルーザーへ足を掛けようとする真秀と、構うことなく出港しようとする紅葉。そのまま放っておくと、真秀が海に落ちてクルーザーに巻き込まれて血がブシャー、ってなことになりかねない。

　仕方がない、というように紅葉を止めた後、夏野が応対する。

「悪いけど、このクルーザーは三人用なの」

「随分余裕があるように見えますけど!?　ここでわたくしたち置いて行かれたら、一生この島から出られませんのよ!?」

「あら、自分達でここに来たんでしょう？　それで帰りなさいよ」

「乗ってきた飛行機を撃墜されたんですのよ!!」

『あー』

「軍艦なんかも用意しておいたのに、それも貴女達に沈められてしまいましたし！」

『うわぁー』

　そう言えばそうでしたね。あの飛行図書館は、紅葉のミサイルで墜落して。軍艦型の図書館もまた、夏野のハサミによって沈んだとしたら、そりゃ帰れませんね。挑いどんだ相手が悪かったとしか言えないんだけど、流石に可哀想である。

「完っ全に貴女方のせいです！　ですから責任取って下さいまし!!」

「島を占拠しておいて何を言っているのよ」

「それは……確かにそうかもしれませんけど。でも、別に島が欲しかった訳ではありませんわ!!　わたくしが求めていたのは、本ですもの!!」

「本、ねぇ」

「ええ、煉獄館に眠っていると言われている貴き重ちような史料です！　それを頂けるなら、弁べん償しようでも謝罪でもなんでもしますわ!!　煉獄館の一番奥の封印された部屋、その中にあるに決まっていますもの!!」

「でも、その部屋って吹っ飛んだんじゃなかったかしら」

「え」

　真秀の表情が固まった。しかし夏野の追撃は続く。

「さっき、アナタと対たい峙じしている時に、紅葉が何度も砲弾を打ち込んだでしょう？　あの衝撃で、吹っ飛んだわ」

「え」

「あーあ、アナタが避けたりしなかったら、無事だったのにね。どうして避けたの？　その奥に貴重な史料があるのだったら、身を挺ていして砲弾を受ければよかったのに、何をやっているのアナタ。何なの？　口ばっかりじゃない。本当にやる気があるの？　それとも死ぬ？」

「え、ひ、ひぐ」

『あの、夏野さん、その辺で』

　真秀さんが泣きそうになっているので、いつものそのドＳっぷりは控えて下さい。っていうか真秀さん、割と打たれ弱いよな。これだけ散々な目に遭って、それでも平気でいるよりは人間的だけど。




「私の部屋に、本の類たぐいは無い筈ですが」

「……本当ですの？」

「はい。元々本は置いてありませんので、何かの勘かん違ちがいではありませんか」

「そ、そそそそんな筈は……」

　紅葉の言葉に、がくがくと震える真秀。もし、これが真秀の勘違いなら、大変なことである。勘違いで島を占拠しちゃった場合、どのような罪に問われるのだろうか。

　しかもその勘違いの結果、図書館を結構な台数……台数？　失っているのである。踏んだり蹴ったりとはこのことか。

　更に真秀にとっては不幸なことに、勘違いで紅葉の手を煩わずらわせたことが許せないのか、メイドが早くも穢殺刃を構えている。紅葉と話し込むことで、Ｍゲージが充じゆう塡てんされたのだろうか。まずいぞ真秀、守ってくれる佑斗は気絶したままだ、どうやって己の身を守るんだ！

　自分の身に降りかかろうとしている惨劇に気付かず、真秀は独りごちる。

「確かな情報筋から手に入れた話ですのに……『岩がん黒ぐろ島じま特とく務む記き録ろく』という、一級品の史料があるって、聞きましたのに」

『……ん？』

　何だか。真秀の呟いた書名に、聞き覚えがあるような。

『それ、俺がいざという時に読もうと、持ってきた奴じゃないっけ』

　クルーザーに置いてあった、自分のリュックを引っ張り出してくる。

　咥くわえて取り出したのは古ぼけた本、『岩黒島特務記録』。間違いない、これだ。以前、九郎さんの手伝いをした時に、その対価として貰もらった本である。

「それですわー!!」

　俺の持って来た本に気付いた真秀が飛び上がる。本当にこれだったの？　それはなんだか、悪いことをしたね。言ってくれれば良かったのに。

「っていうか、最初からワンちゃんが持っていましたの!?」

『ま、まあ、結果的には』

「そ、そんな、それじゃあわたくしがこんなにも手間を掛けた意味は……佑斗という犠牲を払ってまで、頑張ったのは無駄だったんですの!?」

『いや死んでないよね？』

　多分。きっと。

「で、でも、佑斗の犠牲を無駄にしない為にも、必ず手に入れて見せますわ！　さあワンちゃん、わたくしはこの通り最上級の土ど下げ座ざを行いますので、それをこちらに持って来て下さいまし！　安心なさい佑斗、貴方は死んでしまったけれど、目的は達成しますわ!!」

「勝手に殺すな、ご主人」

『あ、起きた』

　そこでようやく、佑斗が目を覚ました。

　良かった、カラスに脳をつつかれて植物状態になる執事はいなかったんだね。

　佑斗はぼんやりとした様子で周囲を見渡していたが、桟橋の所で土下座しようとしている自分の主人を見つけて。

「起きて早々何だが、何をやっているんだご主人。そんなにみっともない顔して」

「顔は関係ないでしょう!?」

「みっともない頭して」

「貴方に言われたくない気が凄くしますけど!!」

「良く分からないが、とにかく謝るべきだぞ、うん」

「貴方は！　全く！　もう!!」

　起きて早々、喧けん嘩かを始める二人だったが。

「良いから」

「黙りなよ」

「「ハイ」」

　夏野と佐茅が凄みをきかせると、途と端たんに素直になった。

　何と言うか、最初からその態度でいれば、無事に終わったんじゃないの？




　結局そのまま島に置いていく訳にもいかなくなったので、真秀と佑斗をクルーザーに乗せて出港した。二人は甲板の真ん中で正座していて、しかも夏野や佐茅が凄みをきかせる度に、土下座することの繰り返しです。ただで乗せてもらえるほど、甘くはないのである。

　しかし、真秀の興味は、既に俺の持つ本に移っているようで。

「あ、あの、その本をわたくしに!!」

『はあ？　俺がまだ読んでいないのに、どうして渡さなきゃいけないんだよ』

「ええ、ワンちゃんも本が大好きですから、その本を手放したくないことは良く分かりますわ。しかしこの水無川真秀、金に糸目は……いいえ本に糸目はつけませんわ！　代わりにわたくしの持っている本を一冊……いえ図書館を一軒差し上げますから、どうかそれを!!」

『マジかよ!!』

「今回の件で、わたくしは貴重な図書館をごっそり失いましたけど、それでもまだまだわたくしの手元には図書館が用意してありますもの。地中を掘るものとか、宇宙に到達しそうなものとか、いくらでも!!」

『普通ので良いけど!!』

　しかし、そうなってくると話が変わる。

　うん、まずは俺がこの本を読まなきゃいけないから、そこで少し時間を頂くことになるけれど、その後だったら問題ない。いや、まさか俺が、図書館を所有することになるなんて、夢のようである。だって図書館だぞ？　個人で所有出来るなんて、こんなに素晴らしいことは無い。おっと、ついよだれが出てしまう。いけないいけない。うーん、どんな本を並べようかなー、楽しみだなー。

　ついそのまま本を真秀に差し出そうとする俺を、上から伸びて来た手が押さえ込む。そして、本を取り上げてしまう。

　見上げれば、夏野さんのお馴染みドＳフェイスがあった。

「ああっ!!」

『おい何するんだ!!　俺の図書館を!!』

「あら、だってこの犬は私の所有物、私のものよ。つまり犬が持っている本もまた、私のものということになるのよ。だからもしこの本を手に入れたいのなら、私を通して話をつけなさい」

『お前、何を勝手に……！』

「片腕で読むのは大変よね？」

『はい、ご自由にどうぞ』

　ハサミを光らせながら見下ろしてくる夏野。

　図書館は惜しいが、それよりも命が惜しいです。

　夏野は軽い様子で俺の図書館を……いや本を振って見せる。

「っていうか、別にこれくらい、あげるわよ」

「本当ですの!?」

「そもそも、これ一冊だけじゃないし。もっと大量にあるし」

「ぜ、全部下さるんですの!?」

「別に、あげるのは本当に構わないんだけど、でも条件が一つ。ちょっとアナタ、そこで三回回って犬の真ま似ねをしなさい」

「そんなことでいいんですの!!」

『そんなことって……』

　犬の真似だよ？　割と人間の尊そん厳げんに関わる話のように思いますが。

　夏野も、自分の言ったことがあっさり受け入れられたことで、むしろ戸と惑まどっているようだった。だったら最初から言わなければ良いのに。この人って超面めん倒どうだよね。

「ちょっと犬の真似をしてくれない？　そうね、飼い主に失礼な発言をしたせいでハサミで攻撃されて死にそうになっている犬の真似とかどうかしら？」

『ごめんなさい！』

「まあ、冗じよう談だんはさておき」

「あら、冗談だったんですの？」

「だから何でちょっと残念そうなのよ……大事なことを聞きたいの。アナタが知る限りの、柊菜沙の情報を教えてもらおうじゃない」

　夏野の言葉に、はっとする。

　そう、確かにそれは知らなければいけないことだった。

　今回の騒動を企んだであろう、黒幕。柊菜沙。

　あのサイン会の後でお披ひ露ろ目めとなった、奴が準備したという作家は、まだ二人も残っている。ましてそのうち一人は、正体不明の人物だ。

　だから今一番俺達が欲しいのは、情報。菜沙の計画の、その動機である。どうしてこのようなことをしたのか。それを詳しく知っておくことで、奴らの妨害に対応することが出来るだろう。

　とはいえ、真秀は菜沙側の人間だ。

　菜沙の不利益になるようなことは、話さないかもしれない。

　たとえ利用されていると言っても、そこには俺の知らない信頼関係などがあるだろうから。縁えんのある相手、出来れば手荒なことはしたくないが、それでも真秀が情報を出し渋るというのなら……。

「ええ、何でもお話ししますわ!!」

『あるぇ!?』

　真秀はあっさりと折れていた。

　いや、一切躊躇わないのかよ。

　ノーシンキングタイムでしたけど。

「求める本が手に入るのなら、別に菜沙さんとかどうでも良いですし！　何でも話しますわよ!!」

『ひでぇ……』

　人望がないにも程があるだろ。菜沙ってあいつ、何なの？　いっそ可哀想になって来たんだけど。挑発されていた紅葉も、怒るだけで、今のところ気にしていないようだし。菜沙さんって、何なんだろう。本当に。

「それは……あの変態の姉だからじゃない？」

『それは言わない方が良いと思います』

「だって鈴菜の姉なのよ？　あいつだって、どんな特殊な性せい癖へきを隠し持っているか、分かったもんじゃないわよ」

『やめろ』

　ひょっとしたら真面目なやつかもしれないだろ!!

　でもまあ、あの変態の姉ってだけで、何かこう、嫌なんだよな……。




「菜沙さんの情報、ですわね」

　居い住ずまいを正した真秀の話が始まる。

「ええ、今回、姫萩紅葉の情報をわたくしに教えたのは、菜沙さんですわ。わたくしの求める本が、監獄島にあるということも、教えてくれました。結局、ガセネタだった訳ですけど」

「あら、でもその本、元々は島にあったのよね？」

「ああ、私が九郎さんの命令で、マンションまで運んで来たからね。タイトルまでは覚えちゃいなかったが」

「そうなんですの？　ではあながち間違いという訳ではなかったと」

『そこまでちゃんと教えろよって話だけどな』

　まあ、この『岩黒島特務記録』、九郎さんが運び出さない限りは……むしろ紅葉が監獄島を出ない限りは、ずっと島にあった訳で。菜沙が全て間違っていたという訳ではないが。

「アナタに関してはまあ、いいわ。倒したし。それに、早はや崎さきステラだったかしら、あいつも別にいいわ。だって、どうせお目当てはあの白いのなんでしょう？」

　確かに、あの学ランが強烈に意識していたのは秋あき月づきマキシ。

「あの白いのなら、どうせ何か適当に光って倒すわよ」

『お前はマキシを何だと思っているんだ』

　夏野は、こともなげに告げる。

「だから私が興味あるのは……残りの一人」

『……あいつか』

　そう、三人の作家の見せた様子からして、最後の一人が一番問題なのだ。

　夏野に強烈な視線を向けていた、小柄なマフラーの女性。

　夏野をして、下手に動いたら危険だと、そう実感させた相手。

　そして、真秀やステラとは違い、作家ではないかもしれない、作家としての活動記録を持たない、そんな意味の分からない人物だ。

「という訳で、最後の一人は」

「雷らい火か……穂ほ積づみ雷火ですわね。あの子は、何せあまり喋しやべりませんし……何を考えているのかも、少し分かりにくいですわね。動物が好きな辺り、良い子なんですけど。自分のことも話さないですが、ただ一つ、ある作家のことに話が及んだ時だけは、激しい反応を見せてましたわ」

「その作家って？」

　夏野が問う。それは、返ってくる答えを半ば予想しているようで。

　果たして、真秀は答えた。

「貴女ですわ。ええ、秋あき山やま忍しのぶに関してのみ。あの子は、人が変わったようになりますわ。普段は穏やか……というかほとんど感情を見せないのに」

　そうですね、と真秀は間を開けて。

「まるで、秋山忍を、憎んでいるかのように」

　そしてまた更に一言、付け加える。

　少し、声を抑えて。

　恐ろしいことを、告げるように。

「ただ、わたくしの件も、そしてステラに関しても。全ては、わたくし達に知らされていない、菜沙さんの計画の一部なのかもしれませんわ……精々、足元を掬すくわれぬよう、気を付けて下さいまし。彼女は、まだ奥底を見せていませんの」




「そして雷火、あの子は貴女の本に深く関わっていると、そう言われていましたわ」




「そうですわ、秋山忍の『大罪シリーズ』の最終巻。『色欲』について」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【汐待佑斗】……　陰乍、第五分隊所属の派遣執事。まだ少年と呼べる年齢でありながらその腕は確かであり、期待の若手として組織内でも評判である。水無川真秀に仕える。主人を主人とも思わないような言動を見せるが、しかし指示に背そむくことも、期待を裏うら切ぎることもしない。実は江戸幕府に仕えた忍者の末まつ裔えいであり、その身体能力の高さも一族に伝わる謎の特訓方法から来ているらしい。『若さから来る自信過か剰じようと無む鉄てつ砲ぽうさが抜けたら一皮剝むけるのでは』とは、森部佐茅の言である。

【火群の文蔵】……　水無川真秀の所有する図書館が一つ。大地を駆ける。見た目は完全に戦車であるが、中身も割と戦車である。従って書籍を保管するスペースはかなり小さく、複数での活動が必要となる。その巨大な砲塔は、実際に砲弾を打ち出すことが可能である。ただ、小回りが利くタイプではない為、もし小柄な敵に襲われた場合は注意が必要。

【氷海の文蔵】……　水無川真秀の所有する図書館が一つ。海を渡る。備え付けの主砲にて、近付く他の図書館を迎撃することが可能であるが、しかし他の図書館が近付いてきたことは一度もない。真秀の図書館コレクションの中でも最大の規模を誇ほこり、その蔵書数は並の大学図書館に匹敵する。


















　　　五月　二〇日






　俺達が監かん獄ごく島とうを再訪したあの日から、二週間ほど経たった。

　俺は、本ほん田だ書店で購入したばかりの一冊の文芸雑誌を背に乗せて、マンションへと帰ってきた。リビングに入るなり近寄ってきた夏なつ野のが、雑誌の表紙を覗のぞき込こんでくる。

「それなのね、紅葉もみじの短編が載のっているという雑誌は」

『ああ、サイン会とか、監獄島での大暴れとかあったのに、いつの間にこんなものを書いていたんだろうな』

「別に、それぐらい簡単よ。何なら、犬を拷ごう問もんしながら短編小説を書き上げてみせましょうか？」

『執筆に集中しろよ！　拷問の片手間でやるなよな、絶対に!!』

　短編小説に失礼だし、俺にも失礼だ。

「だったら、犬を拷問した後で、執筆すれば良いのかしら？」

『そういうことじゃないよね!?　ちゃんと頭働いてる!?』

「短編を書いた後で犬を拷問するという手もあるけど」

『それは俺の拷問にまるで意味がなくなるんですけど!?』

　意味なく拷問されるのって、それはさすがに駄だ目めでしょう。意味があっても拷問されたくないのは勿もち論ろんですが！

　まあ良い、そんなことは後回しだ。

　今はこの、姫ひめ萩はぎ紅葉の書いた短編小説を読むことが先決。

　何でも、紅葉が突然書きたくなって書いた短編小説ということで、急きょ掲けい載さいされることになったらしい。姫萩紅葉が短編という体てい裁さいで小説を書くのは初めてのことで、世界中のモミジスト達を中心に、大きな話題になっている。この短編小説も、すぐに各国語に翻ほん訳やくされて、海外でも発表されるそうだ。

　紅葉は、無事に作家としての道を歩んでいる。

　だから俺は読者として、紅葉の書いた短編小説にしっかりと向き合い、読もう。

「結局、あの三日月女……菜な沙ずなは行方ゆくえをくらましたままみたいね」

『ああ』

　俺達が監獄島へと出向いている間、鈴すず菜なによる菜沙の調査が行われた。

　しかし、鈴菜が調査を開始した時には、既に菜沙は書しよ林りん社しやからその姿を消していて。結局、何も情報を得ることは出来なかった。

『つーか、曲がりなりにも書林社の副編集長が勝手に行方不明とか、大丈夫なのかよ』

「一応、長期の出張ということになっているみたいだけど。それでも、明らかに怪しいわね。何を企たくらんでいるのやら」

　いなくなることは以前より決めていたようで、仕事の引き継ぎなどは事前に行われていたらしい。

『結局、紅葉の担当編集者も、鈴菜のままだしな』

「ええ。この短期間で雑誌に掲載させるなんて頑がん張ばったみたいね。まあ、鈴菜が本当に紅葉に向き合ってるかどうかは、その短編小説を読めば分かるということになるわ。だから、率直な感想を聞かせなさい、駄犬。それによって、鈴菜に対するご褒ほう美びのやり方が変わるから」

『俺が絶賛した場合は？』

「尻を五〇〇回」

『……俺が、酷こく評ひようした場合は？』

「臀でん部ぶを五〇〇回」

　それはどう違うのだろうか。

　まあ、鈴菜を待ち構えている運命はどうでも良い。むしろ菜沙を逃がしてしまった責任を取ってもらいたいくらいだ。今は夏野の命令により『電話帳を一冊まるごと書き写す』作業に入っているとか。かつてない拷問だと思う。いや、駄目か。ドＭだしな。

『結局、あいつらも何ど処こかに消えたみたいだしなぁ』

　行方不明なのは菜沙だけではない。

　早はや崎さきステラ。

　穂ほ積づみ雷らい火か。

　菜沙が連れてきた三人の作家のうち、水み無な川がわ真ま秀ほを除いた二人もまた、姿を消しているらしい。鈴菜の伝つ手てで、早崎ステラの著作を出版している出版社に確認をしたが、本人とは連絡が取れておらず。穂積雷火に関しては、そもそもその正体が分からない。

　真秀は何だかんだで紅葉と仲良くしているらしく、佑ゆう斗とを連れてたまにマンションに来ている。真秀は友達がいないって言っていたもんね、友達出来て良かったね。佐さ茅ちも佑斗から忍術を習っているようだが、あのメイドは何処に行こうとしているんだ。

「ところで駄犬」

『あぁ？』

　雑誌を床に置いて、読書タイムに入ろうとしているのに。邪じや魔まをしようっていうなら俺は怒るぞ……いえ噓うそです。ごめんなさい。

「すぐに謝あやまられても困るわよ。まるで私が恐ろしくて仕方がないみたいじゃない」

『いやだって恐ろしくて仕方がな……すいません。で、何だよ』

「……そうね、別に何でもないわ。楽しんで読みなさい」

『言われなくても』

　何だかいつもとは違う夏野の様子に、引っかかる部分はあったものの。それでも、紅葉の書いた短編小説に対する思いが勝った。

　俺は、雑誌のページをめくり、紅葉が書いた短編小説の中に飛び込んでいく。

　作家としての、姫萩紅葉に向き合う為。

　俺は読者として、俺のやるべきことをやろう。




『……ふぅ』

　夢を見ているかのような感覚。同時に、現実を見ているかのような楽しみもあった。

　幻想と現実のモザイク。知らない世界と、知っているかもしれない世界が絡み合い、渾こん然ぜん一体となって読者を包んでいく。

　鳥を頭に突き刺した少年の物語には、思わず笑ってしまった。

　その鳥がようやく頭から解放されて飛んで行く場面には、涙した。

　今、自分の読んでいるものが、不確かになって。

　しかし、何処かにある懐なつかしさが、心を摑つかんで放さない。

　世界は、不ふ思し議ぎなままで目の前に広がっている。時には厳しい表情を見せたり、突き放すような冷たさもあったりする。それでも、自分を優しく受け入れてくれるかのような、穏やかさも同時に持っている。だから安心して、身を委ゆだねることが出来る。

　そんな、短編小説だった。

『…………うん』

　姫萩紅葉の世界は、まったく失われていない。むしろ奥深さを増して、読者に訴うつたえかけてくるような、そんな気持ちすらあった。これが紅葉の向かう道だというのなら、何も心配することは無い。

「で、どうだったの？　……まあ、その顔を見る限り、満足だったみたいね」

『ああ』

　良いものを読んだと、そう思う。

「それじゃあ鈴菜に一〇〇〇発ほどお見舞いしておかないといけないわね」

『増えてないか？』

「あら、ご褒美よ」

　さいですか。

「でもそう、紅葉はちゃんと書き上げたのね。姫萩紅葉は、自らの前に現れた壁かべを乗り越えてみせた。でも、だったら……」

　呟く夏野。その内容とは裏腹に、何処か、遠くを見つめるような表情で。

　紅葉がこうして、立派に自分の世界を取り戻したというのに、何故そんな悲しそうな顔をしているのか。

『……夏野？』

　その意味を問おうとした瞬間。

　来客を告げるインターフォンの音が、鳴った。




「……こんにちは」

　夏野の部屋を訪れたのは、紅葉。

　既に全快しているらしい佐茅を伴ともなっている。

　しかし、普段ならば突然現れた隣人に対して飛び交うような軽口も、放たれることはない。迎え入れた夏野が、何も言わなかった。

『紅葉？』

「和かず人ひとさん」

　奇妙な沈黙の中。

　車くるま椅い子すに乗った紅葉は、そっと手を差し出して来る。

　その手の中には、身体からだを横たえた、一羽のカラス。

『……え？』

　ぴくりとも、動くことは無い。

　いつもならば、やかましく飛び回っているその姿が。

　俺に飛びかかって来る、その元気な姿が。

　影も形も亡くして。

　まるで魂たましいが抜けてしまったかのようで。




　何かを察しているかのような、夏野。

　思いつめた様子の、佐茅。

　無表情ながら、しかし焦あせりのようなものを瞳ひとみに浮かべた紅葉。

　そして、紅葉の手の中で動くことのないカラス、姫萩九く郎ろう。

　それは。

　心の何処かに、予感としてあったのかもしれない。

　まるで遺ゆい言ごんのように聞こえた、あの言葉が。

　もう、思い残すことはない、と告げた言葉が。

　棘とげのように突き刺さる。




　来るべき時が来たと、そういうことなのだろうか。

　終わってしまうものと、そしてこれから終わるもの。

　自分の立ち位置を決めた時、その後に来るもの。

　遺のこした想おもいを果たした時、その先で訪れるもの。

　それは必ず、誰の身にも。




　歪ゆがんだ視界の中。

　紅葉の唇くちびるが開く。




「和人さん。兄さんが、目を、覚ましません」





つづく

















あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。この度たびは『犬とハサミは使いよう８』をお手に取って頂き誠まことにありがとうございます。少しでも楽しんで頂けたなら、初めて行った友人の部屋の本棚に、自分の好きな本が並んでいた時ぐらい嬉うれしいです。

　あとがきでは、しばらくアニメの事についてばかり書いていたので、それ以外のネタをどんな風に書けば良いのか忘れてしまっていたのですが。前の方の巻を確認したら、そもそも悩む程ちゃんとした事を書いている訳でもなかったので安心しました。そんな訳で、先日、母校の小学校の創立百周年の集まりに参加してきた時のお話です。

　目的は在校時に埋めたタイムカプセル、小学生の時に書いた『未来の自分への手紙』です。何を書いたか全く覚えていなかったので、ワクワクしながら封を切りました。

『二〇年後のぼくへ


だれかとけっこんして子供もうんでいるかもしれないけどがんばってください』



　うん、お前も頑がん張ばれ。この子は一体何を勘違いしているのでしょう。僕は小学生の時も今も、子供を産むことは出来ない肉体の筈はずです。だって男だもん。ＸＹ染色体の持ち主だもん。ただ結婚についてはごめんしないといけません。ごめん、二〇年前の自分。

　他にもいくつか簡単なアンケートが書かれていたのですが、『今一番欲しい物は？』の質問に『ドラえもんのスペアポケット』と答えていたので、大分小こ癪しやくな子供だったんだなぁと思います。そこは素直に『ソノウソホント』か『ウソ８００』だろうが。




　以下、海底二万里まで届く程の感謝を込めて謝しや辞じを送らせて頂きます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。デザイナーのＯ様、Ｈ様。漫画家の大おお庭ば下か門もん様。少年エース編集部のＵ様、Ｈ様。アニメの制作スタッフの皆様。犬ハサ製作委員会の皆様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・メディアミックス等に携たずさわって下さっている全ての皆様。家族。友人達。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様、南海ブックス様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、今この本をお手に取って下さっている読者の皆様。本当にありがとうございます。

　アニメの放送も無事終了し、小説の方も段々とクライマックスに向けて突き進み始めました。一人と一匹のバカ騒ぎ、最後までお付き合い頂ければ幸さいわいです。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。








あとがき２




　という訳で、あとがきです。この度は『犬とハサミは使いよう８』をお読み下さり、誠にありがとうございます。更伊俊介の『伊』です。

　さて、この巻を皆様のお手元にお届けする頃には、アニメ『犬とハサミは使いよう』もひとまず落ち着いた頃かと思います。

　アニメという未知の領域に対し、原作者としての立場から、出来る限りのお手伝いをさせて頂きました。これまでの自分達の人生においては、ただ視聴者としてアニメを見るばかりでしたが、実際にアニメを制作する側に立ってみれば、そこには沢山の人々が関わっており、皆が『犬とハサミは使いよう』の物語に対して真しん摯しに向き合って下さいました。元々は僕達二人が書き始めた一つの物語が、ここまで大きく拡がり、素晴らしいスタッフの方々の手によって、僕達にとっても全く予想外の方向に進んでくれたことが本当に嬉しかったし、楽しかったです。

　アニメに関連して、実写化やロボットアニメ化というお話を頂いた時には、何と言うか『正気か!?』とも思いましたが、アニメスタッフ一同真ま面じ目めにどうかしているファンキーな方々ですし、よく考えたら原作のほうも別に正気で書いている訳ではありませんでしたのでオールＯＫです。正気にては大たい業ぎようならず。変態の台詞せりふとか、正気じゃ書けないですよね。アレはアルコールなり何なりを入れて掛からないとダメになるやつだ。

　そんなアニメのイベントの一環として、原作者自身が表に出る機会も何度か用意して頂いたのですが、それはもう緊きん張ちようしました。作者はケセランパサランよりもデリケートな生き物でありますので、何かのイベントに出る度に緊張し、緊張したままイベントを必死でこなし、その後反省のあまり枕を濡ぬらすという繰くり返かえしだった気がします。後から振り返ってみれば良い体験だったな、と思えるものの、しかし終わった直後は脳内にて大反省会です。このようなイベントを見事にこなす声優さん達は凄すごいなぁ、と心から感じました。そんな機会がまた訪れても大丈夫なよう、精しよう進じんしていきたいと思います。

　あ、そう言えば、今巻中で大だい活かつ躍やくしている紅葉もみじさん。アニメでは茅かや野の愛あ衣いさんに演じて頂いたのですが、アニメ中の総台詞量よりもキャラソンの歌詞の方が、台詞が多いという事態になっております。その分、キャラソンは姫ひめ萩はぎ紅葉の心の変化を描いた素晴らしい曲になってますよ。超おススメです!!




　次巻『犬とハサミは使いよう９』は春頃の発売を予定しております。いよいよ動き出す、春はる海み和かず人ひとと夏なつ野の霧きり姫ひめの物語。少しだけお待ち下さいね。


二〇一三年一二月某日　更伊俊介
















著者

更伊俊介

Shunsuke Sarai




千葉県某大学の工学部卒『更』と文学部卒『伊』の二人組。卒業後数年たってから『更』が『一緒に小説家目指そうぜ！』と言いだしたのをきっかけに二人で小説の投稿を始める。紆余曲折の末に本作で第12回えんため大賞優秀賞を受賞。二人とも、趣味は読書と書店探索。アニメの資料で本棚が埋まった為、新たな本棚の購入を検討中。問題は置くスペースだ。















イラスト

鍋島テツヒロ

Tetsuhiro Nabeshima




エッジの効いた絵柄で物語を彩る新鋭イラストレーター。イラスト担当作品に『マグダラで眠れ』（電撃文庫）など。猫を求めてさまよったり、ねんぷちの頭部を入れ替えて日々を過ごす。将来的に暖炉が欲しい。マシュマロを焼いて食べたい。

http://lunadeluna.blog.shinobi.jp/



















イラスト／鍋島テツヒロ

デザイン／アフターグロウ












電子版　ファミ通文庫




犬いぬとハサミは使つかいよう8








著　者　更さら伊い俊しゆん介すけ





[image: ]





2014年2月28日　発行





[image: ]Shunsuke Sarai 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『犬とハサミは使いよう8』

2014年2月10日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg
S S RN DS = FEN UL TN

TRRIEAS S, 2 SRR WA=






item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p034-035.jpg
L) ACERHIN N DA





item/image/kuchie-001.jpg
:ﬁ%ﬁ;xur@&;%

HL DR R Ao |

RO QLY
Bogs Bosdne®
Y =

i

—

UHIRO NABESHIMA

SHUNSUKE SARAI

QG





item/image/cover.jpg





item/image/p178-179.jpg
ot =TI AV





item/image/p078-079.jpg
I | [ENEERRNVACKIGEIN





item/image/kugiri02.jpg





item/image/kugiri01.jpg





item/image/p226-227.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　横犬を入れる



		第二章　犬難去ってまた犬難



		第三章　二度訪ねて犬を疑え



		第四章　犬欲は無欲に似たり



		第五章　埋もれ犬に花が咲く



		エピローグ



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p006-007.jpg
) Ecas=n






item/image/p273.jpg





item/image/p278.jpg





item/image/p122-123.jpg
CEG) QR EELIS N






item/image/tobira01.jpg
(=] -
_ quly PR OLOGLUE






item/image/tobira02.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p134-135.jpg





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





